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序

陸平貝塚は日本人の手による最初の発掘調査がおこなわれ

た縄文時代の貝塚遺跡で、平成 10年に国史跡に指定されま

した。陸平貝塚は美浦村の文化シンボルとして位置づけられ、

その保存と活用は地域住民と行政とが協力しあいながら進め

ています。

縄文時代、陸平縄文人が当時海であった霞ケ浦に面したこ

の地域でどのような暮らしを送り、またどのように貝塚が形

成されていったのかということについては、これまでほとん

ど発掘調査が行なわれていないためわかっていません。陸平

貝塚を解明していくためには発掘調査や調査により得られる

さまざまな情報を積み重ね、資料の分析等をおこなっていか

なければなりません。

本書はその基礎資料を得るために地域住民が参加して実施

された確認調査の報告書です。住民参加の発掘調査に至るに

は、ハンズ 。オン陸平として取 り組んできた陸平をめぐるさ

まざまなソフト事業がありました。今回の調査に参加した住

民の方々は 20～ 70歳代までの幅広い年齢層で、殆どの方

が発掘や資料整理を初めて経験しました。数千年前の貝塚に

触れ、それぞれが縄文人と対話したことでしょう。住民参加

の調査により陸平貝塚がより地域にとって身近で大切なもの

となり、文化財保護の高揚へと繋がっていくことを願います。

調査にご協力いただきました多くの方々に厚く御礼を申し

上げます。

平成 22年 3月

美浦村教育委員会



例  言

1.本書は、茨城県稲敷郡美浦村大字馬見山 417、 大字土浦 2502、 2508番地内に所在する陸平貝塚において、

2008年度に現地調査が実施された発掘調査の報告書である。

2,発掘調査は国 。県補助事業として実施した。

3.調査の主体者は美浦村教育委員会で、調査組織は以下の通 りである。

教育長       葉梨修

生涯学習課長    大橋幸雄 (～ 2009年 3月 )、 岡田守 (2009年 4月 ～)

生涯学習課文化財係 中村哲也、川村勝 (～ 2009年 3月 )、 馬場信子、糸賀久子 (～ 2009年 3月 )、

阿井朋子 (2009年 4月 ～)

調査指導      戸沢充則 (明治大学名誉教授)、 常木晃 (筑波大学大学院教授)、 阿部芳郎 (明治

大学教授)、 樋泉岳二 (早稲田大学講師)以上、陸平貝塚保存活用検討委員会学

術指導委員。黒住耐二 (千葉県立中央博物館 。明治大学 日本先史文化研究所 )、

吉田邦夫 (東京大学総合研究博物館)、 勅使河原彰 (日 本考古学協会員)

4.発掘調査は中村が担当し川村、馬場が補佐した。整理作業は馬場が担当し中村が補佐した。

5.調査参加者

発掘調査 阿部きよ子、阿部芳郎、安藤春枝、石神靖裕、海道民子、春日清一、亀井翼、黒住耐二、小

峯久美子、関義治、高野雅之、田島早苗、寺田恵利、樋泉岳二、殿岡敏子、中澤光夫、浪方宏和、西

山高広、沼崎正美、野口洋一、野田敬子、堀越賞、堀越靖子、松葉統子、宮本富夫、谷畑節子、山岡

つぎ子、吉田邦夫

整理作業 阿郡きよ子、阿部芳郎、安藤春枝、石神靖裕、大津則子、海道民子、春 日清一、亀井翼、島

田衿子、高野雅之、田島早苗、寺田恵利、樋泉岳二、殿岡敏子、中澤光夫、浪方宏和、西山高広、沼

崎正美、野口洋一、野田敬子、堀越賞、堀越靖子、松葉統子、宮本富夫、谷畑節子、山岡つぎ子

6.動物遺体の分析は樋泉、微小貝類遺体の分析は黒住が行った。

7.年代測定は国立大学法人東京大学に分析を委託した。

8。 本書の執筆は、Ⅳ-3貝製品のうち貝刃が亀井、V-1が 樋泉、V-2が 黒住、V-3が 吉田、そのほ

かの部分と編集は馬場が行った。

9.調査に関わる遺物、図面、写真等の資料は美浦村教育委員会で保管している。

10。 調査にあたり下記の方々からご指導、ご協力をいただいた。記して感謝致します。 (敬省略)

茨城県教育庁文化課、遠藤好、窪田恵一、国立大学法人東京大学、国立歴史民俗博物館、財団法人千

葉市教育振興財団埋蔵文化財調査センター、鈴木素行、谷畑美帆、千葉市立加曽利貝塚博物館、西本

豊弘、ひたちなか市埋蔵文化財調査センター、文化庁、村田六郎太、明治大学文学部考古学研禿室、

横田正美

11.陸平貝塚地内に基準杭 3点 (世界狽I地系座標、標高)を共進測量設計株式会社に委託して設置した。

※設置位置は本報告書の第 5図 (P,14)参照

A-1(X座 標 2011.463、 Y座標 46453.891、  Z座標 26。 100)

A-2(X座 標 2002.525、 Y座標 46404.705、 Z座標 26.342)

A-3(X座 標 1993.582、 Y座標 46355。480、 Z座標 27.026)

凡  例

1.実預I図縮尺 遺構 :調査区全体図及びそれに伴う土層断面図 1イ 60、 貝層・土坑 1イ 30

遺物 :土器・敲石・磨石 1'3、 土器片錘・管状土錘 1イ 2、 貝製品・骨角器・石器・泥面子 2イ 3

2.遺物図中の注記は出土位置を示す。アルファベットと数字の組み合わせはグリッド名及び動物遺体・微小貝サンプル。
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I.遺跡の立地と歴史的環境

遺跡の位置

陸平貝塚は霞ケ浦南岸に面する茨城県稲敷郡美浦村に

所在する (第 1図 )。 霞ケ浦南岸と利根川との間には、稲

敷台地と呼ばれる更新世の地形面を基盤とする台地が形

成されており、美浦村は稲敷台地の東端に位置する。村

域は約 34平方kmで、その地形は霞ケ浦や余郷入 (よ ごう

いり)干拓地縁辺の湖岸低地、霞ケ浦沿いに帯状に広が

る湖岸段丘、湖岸段丘上に点在する砂州からなる。陸平

貝塚が位置する台地は稲敷台地本体と切 り離された形の

島状台地で安中 (あ んじゅう)地区と呼ばれるエリアにあ

る。美浦村は昭和 30(1955)年 に安中村、木原村、舟島

村の一部が合併してできたことから、地域では旧安中村

地域を安中地区と呼称している。安中地区の南側に広が

る余郷入干拓地は 1950年代まで霞ケ浦の入 り江で、遺

跡は霞ケ浦に突き出た安中地区の北端部に位置している。

遺跡が立地する霞ケ浦に面した島状台地は周囲約 7.5

kmで樹枝状の谷が複雑に入 り組んで形成され、遺跡は

台地中央の谷頭に囲まれた標高約 26～ 28mの台地平

坦部 (面積約 35,000∬ )と その斜面を中心に広がる。

貝塚は南北約 150m、 東西約 200mの 台地平坦部を取

り囲むように台地縁辺か ら谷部の斜面にかけて形成さ

れ、A～ G、 I貝塚の 8ヶ所の斜面貝塚が分布する。今

回発掘調査の対象となったD貝塚は、 B貝塚とともに長

さ 130m以上、幅 50m以上の大規模な貝塚で、台地の

南側に位置している。 (写真 1)

周辺の遺跡

美浦村には縄文時代の遺跡が約 60ケ所確認されおり、

そのうち貝塚を伴う遺跡は 12ケ所ある。斜面貝塚は陸

平貝塚 (001)、 平木貝塚 (047)、 前期の興津 (お きつ)

霞ヶ浦

とヽ/ヽr"

・ 現存

▲一部湮滅

B湮減

0           1000m

― 第 1図 美浦村全図及び縄文時代の貝塚分布
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遺跡名 遺跡番号 種類 貝塚の時期

堕平貝塚 001 貝塚・集落 早 。前 。中・後期

天神平 I遺跡 012 集落・地点貝塚 前期

平木貝塚 047 貝塚・集落 中・後期

木原城址 073 城館・集落 。貝塚 中・後期

木原台遺跡 074 集落・貝塚

木原神田遺勘 084 集落・地点貝塚

興津貝塚 091 貝塚・集落 前期

霊空蔵貝塚 101 貝塚・集落 前・中期

信太貝塚 106 貝塚・包蔵地

大谷貝塚 109 貝塚・集落 前 。中期

遺跡番号は美浦村遺跡登録番号

表 1 美浦村の主な縄文時代の員塚

写真 ¶ 陸平貝塚全景
白枠は貝塚を示す

式土器の標式遺跡である興津貝塚 (091)、 虚空蔵 (こ

くぞう)貝塚 (101)、 大谷 (お おや)貝塚 (109)で認

められる。 (第 1図 )

陸平貝塚が位置する島状台地には、旧石器時代から近

世に至る 39ヶ 所の遺跡が確認されているが、陸平貝塚

を除いては長期的な定住の痕跡は認められない。ただ陸

平貝塚か ら直線距離で約 500mの 位置にある谷地に形

成された陣屋敷低湿地遺跡 (004)か らは縄文時代後期

の上器集積、その台地上の障屋敷遺跡 (003)か らは陥

し穴、かつて霞ケ浦の入 り江であつた余郷入に面した砂

州上に立地する法堂遺跡 (032)では縄文時代晩期の製

塩遺構が検出されるなど、特異な遺跡がみられる。 (第

2図 )

引用参考文献

美浦村教育委員会 2001『茨城県稲敷郡美浦村 美浦村

遺跡分布調査報告書および美浦村遺跡分布図』

表 2 陸平貝塚周辺の遺跡

調査略史

明治 10(1877)年 のEoS。 モースによる大森貝塚

の発掘調査に次いで、明治 12(1879)年 に発掘調査が

行なわれた陸平貝塚は、当時東京大学の学生であった

佐々木忠二郎と飯島魁 (い さお)ら による日本人だけの

最初の学術調査として日本考古学史に記録されている。

その後、多くの研究者が陸平貝塚の踏査や調査、出土

資料の調査研究を行なっている。明治期には小金井良精、

鳥居龍蔵、八木美三郎、下村三四吉、坪井正五郎、辻武

雄、大野延太郎 (雲外 )、 伊藤望蜀、江見水蔭 らが、大

正期には松村瞭、八幡一郎、甲野勇、中谷治宇二郎らの

貴跡番氏 遺跡名 種類
時代 。時期 所

夙
縄 弥 吉

逸
冊

001 空平貝塚 貝塚・集落 ○ ○ ○ ●

002 宮脇遺跡 集落 ○ ○ ○ ■

003 嘩屋敷遺跡 集落・城館 O ○ ○ ○ ○ ■

004 車屋敷低湿地遺勘 水田・包蔵地 ○ O ○ ○ ●

005 根本遺跡 集落・城館 ○ ○ O ○ ■

006 御霊平遺跡 集落 ○ O ○ ○ ▲

007 久返り北遺跡 集落 Э O 0

008 久返 り南遺跡 集落 ○ ○ ●

009 花立遺跡 包蔵地 ○ ●

0 0 多古山 I遺跡 集落 O ○ ●

0 1 多古山Ⅱ遺跡 集落 O ○ ▲

0 天神平 I遺跡 集落 。地点貝塚 O ○ ▲

0 天神平Ⅱ遺跡 集落 ○ ○ ■

0 ミコヤ遺跡 集 落 ○ ■

0 押井戸遺跡 集落 ○ ■

0 本山遺跡 包蔵地 ■

0 7 薬師堂跡 寺院 ○ ○ ■

0 仏国寺跡 寺院 ○ ■

0 向地遺跡 包蔵地 ■

020 松作遺跡 包蔵地 ○ ■

021 トチ郎内遺跡 包蔵地 ■

022 綿内北遺跡 包蔵地 ○ ■

023 綿内南遺跡 包蔵地 ■

024 打越北遺跡 包蔵地 ●

025 打越南遺跡 包蔵地 ●

026 木の根田遺跡 楽落・古墳 ○ ○ ■

027 内出遺跡 楽落 O ■

028 宮前遺跡 柔落 ○ ▲

029 宮後遺跡 柔落 ○ ■

030 下の下遺跡 柔落 。城館 〇 ○ ▲

031 大輪遺跡 柔落 ○ O ○ ▲

032 法堂遺跡 製塩・貝塚 Э ■

033 端山遺跡 ヨ蔵地・地点貝塚 ●

034 源氏内遺跡 包蔵地 ○ ●

035 榎下遺跡 包蔵地 ●

040 根火前遺跡 圭蔵地 ○ ●

114 トテ郎内塚 一本 ○ ○ ■

115 大日塚 啄 ○ ○ ■

0現存 ▲一部湮滅 ■湮滅
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第 2図  陸平員塚周辺の地形と遺跡
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大野が明治29(1896)年 に発掘報告した「小石棒の如キモノ」

墨書で「二十九年二月二十三日常陸国安中土浦陸平貝塚ヨリ出Jの注記がある。
石材は泥岩製で少量の貝殻が含まれている。長さ9 0cm、 幅2 4cm、 重量75g
(実測図は美浦村教育委員会2006、 写真は初鹿野博之・山崎慎治・諏訪 元2006よ り転載)

第 3図 大野延太郎の D員塚調査

大野延太郎「常陸國霞力浦沿岸旅行談」『東京人類學會雑誌第百試拾董琥』東京人類學會 1896

◎
凰
日
日
囮
①
①

写真 2 現在 の陸平 D貝塚

奥にみえる木道の先 (台地の縁辺付近)

トレンチを設定した

(東から撮影 )

に今回の調査区DNol

大野延太郎「常陸國霞力浦沿岸旅行談」
『東京人類學會雑誌第百試拾参琥』

東京人類學會 1896

写真 3 現在 の陸平 D貝塚 (南か ら撮影 )

斜面側から台地縁辺をのぞむ。中央奥に小さく見える三角コー

ナーは今回の調査区の位置を示す。左奥の高い樹木はA貝塚。

-4-



名が文献資料にみることができる。またそれらの研究者

と地元美浦村の郷土研究家たちとの関わりも陸平貝塚調

査の歴史に記される事柄である。

今回の調査地点であるD貝塚はすでに明治期、明治

29(1896)年 2月 頃、大野延太郎により調査が行なわ

れた記録が 「常陸國霞力浦沿岸旅行談」 (大野,1896)

の中にみられる。

大野は発掘地点について「東南二延長セル南面ノ崖 (石

神氏所有地)」 と記し、現在のD貝塚であることがわかる。

調査については 「長サ七間餘幅一間餘ノ場所ニシテ貝殻

層ヲ縦聯セリ土壌一尺貝殻六尺五寸或ハ七尺二至ル」と、

長さ約 12.6m、 幅約 1.8mの 場所で貝層を縦断するよ

うに掘 り、土層が約 30 cm、 貝層はおよそ 2mあると

いう内容の記述がみられる。

出土遺物については次のように記されている。

「遺物ハ土器破片多クシテ完全ノモノヲ見ズ土器ノ形

式ハ下紹國香取郡阿玉台貝塚ヨリ出ヅル雲母ヲ含ム厚平

ノ土器二類シタルモノ割合二多クシテ他ハ国譜中二示セ

ル陸平式ノ土器破片ナリ石器ノ類ハ至ツテ少シ武蔵國多

摩郡深大寺附近ヨリ出ツル トコロノ形式二似タル打製石

斧ニツ磨製石斧ノ破壊セシ頭部―ツ小石棒ノ如キモノー

ツ、スリミガキ石ニツ、オモリ石其他獣魚骨類モ出タリ」

土器片は多いが完形の土器は出土せず、石器も少な

かったようである。出土土器は現在中期に比定される阿

玉台式が割合として多かつたようであり、本文中には、

陸平式の名称もみられる。石器は打製石斧 2点、欠損部

分のみられる磨製石斧 1点、小さな石棒のようなもの 1

点、磨石 2点、石錘が出土。獣や魚の骨も出土した。

その後、 D貝塚の発掘調査が行なわれた記録は昭和

62(1987)年 に実施された確認調査まで現在のところ

確認されていない。

昭和期には戦後間もない昭和 23(1948)年 に酒詰仲

男等東京大学がB貝塚を発掘調査。この調査は地元の中

学生も調査を手伝った記録が残されており、当時参加し

た人々や見学した人々からは懐かしい思い出として話に

でることも多い。昭和 38(1963)年 には庄司克による

A貝塚調査。昭和 43(1968)年 、県史事業で明治大学

が陸平貝塚測量調査を行い、貝塚の範囲を初めて図化し

て貝塚の規模が具然的に示された。昭和 62(1987)年

には陸平調査会によるボーリングステッキによる貝層範

囲確認調査とトレンチによる試掘調査が行なわれ、この

時、D貝塚にトレンチを 2ケ所設けて (D No.1及びD

No.2ト レンチ)発掘した。そのうちの一つD No.1ト

レンチが今回の調査地点である。

平成に入つてか らは、平成元 (1989)年 に陸平調査

会によるA貝塚下谷部試掘調査と陸平貝塚谷部ボーリン

グ調査、平成 9年 (1997)年 に美浦村教育委員会がA

貝塚発掘調査を行なった。

これまでの調査から貝塚の形成時期は、縄文時代早期

条痕文系土器期 (D貝塚東部)、 前期後半 (E貝塚 )、 中

期 (A・ B・ D・ F・ G貝塚)、 後期 (A貝塚、 D貝塚西部)

が確認されている。

今回報告するD貝塚の調査地点は陸平貝塚西部で、

1987年の試掘調査により後期の貝層が予想されている。

後期について陸平貝塚及びその周辺をみてみると、陸平

A貝塚では佐々木 。飯島による調査以来、称名寺式から

安行式までの土器が多く出土しており、平成 9(1997)

年の発掘調査により後期前葉の堀之内 1式期の住居址が

検出された。周辺の遺跡では、陣屋敷低湿地遺跡 (004)

において堀之内式期から加曽利 B式期にかけての土器集

積が検出され、その上に位置する陣屋敷遺跡 (003)で

は少量ながら後期の土器片が出土している。しかし、陸

平貝塚を除くとその周辺では後期の集落遺跡は確認され

ていない。

引用参考文献

大野延太郎 1896「常陸國霞力浦沿岸旅行談」『東京人類

學會雑誌第百武拾査琥』東京人類學會

大野延太郎 1896「常陸國霞力浦沿岸旅行談」『東京人類

學會雑誌第百試拾参琥』東京人類學會

美浦村教育委員会 2004『陸平研究所叢書 1茨城県稲敷

郡美浦村陸平貝塚―調査研究報告書 1・ 1997年度発

掘調査の成果―』

美浦村教育委員会 2006『 陸平研究所叢書 3茨城県稲敷

郡美浦村陸平貝塚―調査研究報告書 2・ 学史関連資料

調査の成果―』

初鹿野博之・山崎慎治・諏訪 元 2006『 東京大学総合

研究博物館標本資料報告第 67号東京大学総合研究博

物館人類先史部門所蔵陸平貝塚出土標本』
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Ⅱ.住民参加の発掘調査と情報発信

確認調査の計画と平成 20年度調査

陸平貝塚は平成 9(1997)年 史跡整備に伴うA貝塚

発掘調査後、平成 10(1998)年 国史跡に指定されてか

らは、保存を第一に史跡の草刈 りを中心にした管理が行

なわれている。その間、国史跡指定以前から行なわれて

きた陸平貝塚を巡るボランティア活動やソフト活動等の

活用事業も活発に実施されてきた。平成 9(1997)年

の発掘調査成果に基づいた住民か加による竪穴住居の復

元 (平成 14～ 15年 度 )、 さらに平成 16(2004)年 の

美浦村文化財センター開館を契機として、美浦村文化財

協力員に委任された地域の人々による復元竪穴住居管理

や見学者への陸平貝塚公園案内及び公園内巡視等が行な

われている。

遺跡の活用は進められていったものの、陸平貝塚の実

態についてはこれまでの限られた調査による情報や一般

的な縄文時代の情報に頼ることが多かつた。陸平貝塚そ

のものに対する理解を深め、情報発信、活用の幅を広げ

地域づくリヘとつなげていく上で、陸平貝塚の調査を計

画的に進めていくこととなった。

この調査計画の根底には、陸平貝塚の保存と活用につ

いて昭和 60年代に検討されその基本方針となった「動

く貝塚博物館構想」がある。その構想の中には、陸平貝

塚が保存されることにより縄文研究とくに貝塚学を進め

る場、縄文文化を理解する場となり、地域の人々が誇 り

と連帯のきずなになるような文化ゾーンのシンボルとな

る場となることなどが掲げられ、地道にそして永続的に

活動していくことが示されている。

こうした考えの下、平成 20年度調査より実施される

10ヶ 年計画の目的は、陸平貝塚の確認調査を核に村内

周辺遺跡群の蓄積された調査成果の利用や新たな調査の

実施を通して、陸平貝塚の性格把握など地域的特徴のあ

る縄文時代史を明らかにし、それとともに調査成果や調

査の過程そのものをさまざまなソフト活動として地域の

文化活動に活用し、文化財保護意識の向上や継続的な地

域づくりを推進していく、というものである。

陸平貝塚の性格を知るための調査には多くのテーマが

あり、それを一度に実施することは困難である。平成

20年度の調査では、陸平貝塚における時期ごとの貝層

の在 り方や古環境の復元を行っていく上での基礎的な

写真 4 住民参加の発掘調査
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データとなる縄文時代後期の貝層について確認を行なう

ことになった。それはこれまでの調査において後期の貝

層について具体的に確認できていないこと、また昭和

62(1987)年 の試掘調査においてD貝塚西部で後期の

貝層が予測されていること、などの事由による◇

具体的な調査地点としてD貝塚が選ばれ、D Nolト

レンチを再発掘して後期貝層の調査を進めサンプル分析

を行うこととなった。さらに貝層断面の剥ぎ取 りも行な

い、展示などで活用を図っていくことが計画された。調

査は発掘調査から整理、報告書まで地域住民と専門分野

の研究者とが協同で行なうことを基本として実施するこ

ととなった。

住民参加の調査

地域住民の調査参加は遺跡活用のひとつと捉え、発掘

調査前に調査に関わるさまざまなテーマで専門分野の研

究者をまじえて学習することからはじめ、発掘調査、そ

の後の資料整理など調査研究の一連の過程を体感しても

らい、陸平貝塚を通して考古学という手法を用い地域の

歴史を自分たちの手で明らかにして、地域に対して誇り

をもつことにつなげていってほしいという目的がある。

平成 18年度に村広報紙で調査参加者の募集を行い、

「陸平貝塚を皆で調べよう講座」として住民参加の発掘

調査に向けての準備を進めていくことになった。発掘調

査前までには陸平貝塚や縄文時代、貝や骨などに関する

講義やこれまでの調査で出土した資料を用いて縄文土器

の分類や貝の分類、またこの間に大谷貝塚の発掘調査が

何茨城県教育財団により実施されていたことから貝層断

面の剥ぎ取 りについても事前に学ぶ機会が得 られた。

一定期間にわたり学習や研修に参加した受講生は美浦

村文化財協力員 (美浦村文化財協力員規則)と して委任

し、発掘調査に参加することとなった。美浦村文化財協

力員としての調査参加は、自分たちが主体的に発掘調査

を行なっている意識をもってほしいという目的もある。

現地での発掘調査終了後、文化財協力員は引き続き資料

整理に参加し、発掘調査報告書作成にむけての作業を行

なった◇最初は文化財センターで発掘調査の速報展示を

行なうため、現地で剥ぎ取 りした貝層聯面の処理を行

なった。調査に関わつていただいた各分野の研究者から

写真 6 貝層剥ぎ取 り断面の洗浄

写真 7 縄文土器の分類
阿部芳郎氏 (中央)か ら講義を受け土器を観察。

写真 8 魚の骨格標本作 り

骨の部位について鈴木素行氏 (中央)か ら説明を受けている。

F磐 ン

/―轟 |

写真 5 発掘調査前の勉強会
常木晃氏 (中央奥)か ら考古学をテーマに講義。
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表 3 陸平貝塚を皆で調べよう講座の内容

回 実施 日 曜 日 内 容 講 師

1 平成 18年 12月 3日 日 打合せ 。研修 睦平貝塚見学、講話 「霞ヶ浦沿岸の縄文時代貝塚J

中村哲也 美浦村教育委員会2 平成 19年 1月 13日 土 研修 貝サンプルをふるう (大谷貝塚資料を用いて)

1月 28日 日 研修 貝を分類する

2月  1日 木 研修
「貝層の剥ぎ取りについて～大谷貝塚貝層断面剥ぎ取りを例に
～」

村田六郎太 千葉市立加曽利貝塚博物館

横田正美  lall千葉市教育振興財団埋蔵文化財調査センター

5 3月 24日 土 舜修 陸平貝塚出土貝資料の分類・計測①

中村哲也 美浦村教育委員会

4月 1日 日 舜修 陸平貝塚出土貝資料の分類・計測②

7 4月 28日 土 牙修 陸平貝塚出土土器の分類①

5月 6日 日 研修 陸平貝塚出土土器の分類②

6月 30日 土 研修 貝層剥ぎ取り断面の観察と保存処理 (大谷貝塚資料を用いて)

1 9月 19日 水 議義 「遺跡出土人骨からどのようなことがわかるか」 谷畑美帆 明治大学講師

平成 20年 5月 25日 日

議義 これまでの陸平貝塚調査成果について

中村哲也 美浦村教育委員会打合せ 確認調査の実施について

1 6月 15日 日 講義 発掘調査について

6月 29日 日 講義 「考古学とは ?」 常木晃 筑波大学大学院教授

7月 5日 土 講 義 「縄文時代後期について」 町部芳郎 明治大学教授

7月 13日 日 講義
「動物遺体からわかること一貝・骨からみた陸平貝塚の環境と
生業 |

樋泉岳二 早稲田大学講師

7月 19日 土 講義 「貝層の微小貝からわかることJ 黒住耐二 千葉県立中央博物館

17 8月 2日 土 打合せ 発掘調査について 中村哲也 美浦村教育委員会

8月 14日 (木)～ 9月 10日 (水)発掘調査

10月 日 土 整理作業 貝層剥ぎ取り断面の清掃・保存処置作業

平成 21年 1月 31日 土 整理作業 貝サンプル整理

2月 15日 日 研修・整理

「年代測定と炭素・窒素同位体分析について」 吉田邦夫 東京大学総合研究博物館

「出土した貝類について」 黒住耐二 千葉県立中央博物館

「出土した骨類について」 樋泉岳二 早稲田大学講師

21 3月  1日 日 舜修・整理 「縄文土器の変化と食物加工技術の多様性」 阿部芳郎 明治大学教授

3月 15日 日

整理作業

貝サンプル整理
5月 23日 土

5月 27日 水

動物遺体サンプルより骨類抽出
6月 4日 木

6月 6日 土 牙修・整理 「魚の骨格標本を作る」 鈴木素行 ひたちなか市埋蔵文化財調査センタ=
6月 ■ 日 木

整理作業

動物遺体サンプルより骨類抽出

6月 14日 日

貝の分類 (動物遺体サンプル)

6月 17日 水

6月 21日 日

6月 25日 木

6月 28日 日

貝の殻長計測 (動物遺体サンプル)

7月 1日 水

7月 4日 土 貝の殻長計測 (動物遺体サンプル)、 貝サンプル整理

7月 8日 水 研修・整理 「サンプルより抽出した骨と貝の同定・みかた」 通泉岳二 早稲田大学講師

7月 12日 日

整理作業

土器の洗浄

9月 4日 金

土器の注記
9月 6日 日

10月 18日 日 研修・整理 「出土した縄文土器を分類するJ 珂部芳郎 明治大学教授

平成 22年 1月 24日 日 整理作業 電文土器の拓本
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写真 9 県内の子供たちが発掘調査中の陸平貝塚を見学

写真 11 現地説明会での調査区見学
村内外から発掘調査に関心を寄せる多くの方が遺跡を訪れま
した。

は発掘調査の見解や整理作業に向けての講義を受け、今

回の発掘調査について確認をした。その後は主に現地で

採取した貝層サンプルを中心に整理作業を実施した。

貝サンプルについては水洗選別や土器・骨・貝製品等

の抽出、貝を種類ごとに選別し個数計測、二枚貝の殻長

計測等。出土遺物については洗浄、注記、拓本等を行なっ

た。整理作業期間中にも資料の整理が一段落した時点で

調査指導委員の方々から学ぶ機会を設けた。貝サンプル

では骨類の抽出が終了した段階で、その後の分析を行な

う樋泉岳二氏に骨や貝についての説明を受け、縄文土器

の整理では注記が終了した段階で、阿部芳郎氏から土器

の分類について出土土器に触れながら話をしていただい

た。また貝サンプルから出土する多くの魚の骨について

学ぶために魚の骨格標本作成なども行なった。

参加した地域の人々は事前学習から発掘調査、資料整

理等を通して、遺跡から出土資料が考古資料としてどの

ように扱われていくのかを具体的に体感した。

写真 10 発掘調査中の陸平員塚に来た学生
貝塚調査についてメモを取りながら説明を聞いています。

写真 12 現地説明会での出上品見学
調査で出土した土器や貝製品、骨角器など主な遺物や貝の種類
を紹介。調査参加者皆で見学者の方々に対応。

調査の情報発信

発掘調査の公開 遺跡は写真や書物などで知ることが

できるが、発掘調査中の遺跡の姿はその時にしか見るこ

とができず、またその内容は日々変化していく。今回の

発掘調査の様子を多くの人に見てもらい、また触れる機

会のひとつとして、調査期間中に実施した親子発掘答験

教室がある。事前に広報や地域情報誌で参加募集の周知

を行い、村内外から発掘調査に興味ある小中学生の親子

が参加した。

発掘体験教室では調査区内に設定した場所で移植ごて

を使つて少しずつ土を剥ぎ、そこからどのように遺物が

出土するかを体感してもらい、さらに出土した遺物をそ

の場で洗浄し、自分が検出した遺物がどのようなものか

を観察してもらった。また、貝サンプルの水洗選別も体

験してもらった。が加者は自分たちの手で歴史を掘り起

こし、遺跡が活きた歴史を学ぶ教室であると感じてくれ

たようであった。

発掘調査最終段階には現地説明会を開催した。調査が
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写真 13 親子で発掘調査を体験
竹べらや移植ごてで丁寧に少しずつ土をはいでいきます。

終了すると調査で掘った場所は埋め戻してしまうため、

多くの人々に調査中の貝塚を実際に見てもらうことを目

的に、午前と午後と2回行った◇天気に恵まれ多くの人々

が見学に訪れ、後 日その様子は新聞記事としても掲載さ

れた。文化野協力員はこれらの体験発掘参加者に対して

のサポー トや現地説明会における見学者への対応などで

も積極的に活躍した。調査期間中は現地説明会時以外に

も、文化財センターでの縄文体験に訪れた子どもたちや

村内の小学 6年生全児童が見学に訪れた。

発掘調査の経過や様子は美浦村ホームページに掲載

し、毎日更新してリアルタイムで調査の情報発信を行う

試みを実施した。調査への関心はあっても遺跡まで来る

ことができない人々に今回の調査を知ってもらい、また

陸平貝塚を通して美浦村を知つてもらうことになった。

ホームページの作成及び更新は、文化財担当の専門職員

が直接行った。専門用語の多いものになりやすい発掘調

査の情報を短時間で分かりやすく示すことができ、後 日

一般の方や研究者からも好評いただいた。

発掘調査後の資料整理においては、職場体験の村内中

学生や文化財センターで実施している夏休み体験講座の

一つ 「貝塚の貝を調べよう」で子どもたちに出土資料に

触れてもらう機会を設けた。

調査の記録 (ビデオ製作)と活用 平成 20年度は茨

城県で国民文化祭が開催された年であった。11月 1日

から9日 までの期間に県や広域、市町村主催の各種事業

が県内各地で催された。美浦村は 「みんなでつくる陸平

貝塚動く博物館」をテーマに 11月 8日 ～ 9日 の 2日 間

開催し、陸平貝塚の発掘調査をさまざまな形で活かして

いくこととなった。

写真 14 貝サンプルから骨などを抽出する体験

そのひとつとして発掘調査の記録ビデオを作成があ

る。地域の文化財に関わる記録ビデオをこれまで何本も

作成している会社 (n茨城ビデオパック)に製作を委託

し、調査期間中に撮影、最終的に 10分程度の内容にま

とめられた。内容は発掘調査を中心に、陸平貝塚の紹介

や調査参加住民や発掘体験教室が加親子の声も加えたも

のとなっている。ビデオは、国民文化祭時には調査担当

者による陸平貝塚発掘調査紹介とともに上映したのをは

じめ、以後美浦村文化財センターで随時上映している。

国民文化祭では遺跡を活かしたまちづくりをテーマに

したフォーラムを実施した。そのコーディネーターを引

き受けて下さったNHK解 説委員の毛利和雄氏は発掘調

査期間中に陸平貝塚を訪れ、調査に参加している住民ヘ

の取材も行ない、フォーラムの内容を充実させてくだ

さった。フォーラムオープニングでは、今回の発掘調査

をテーマに「発掘体験記」と題 したパフォーマンスを、

文化財協力員として調査に参加した地元のバレエ指導者

が、陸平と関わ りのあった都立高校生とともに披露した。

このように今回の発掘調査はさまざまな切り口で陸平貝

写真 15 陸平員塚学術指導委員の戸沢充則氏 (中央奥)が来跡
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表 4 調査の公開・活用

内容

親子発掘体験教室

現地説明会

村内小学校 6年生見学

団体見学

村ホームページでの調査速報

調査概要報告

ビデオによる調査記録製作、上映

調査の速報展

広報紙による情報発信

新聞記事掲載

文化財行政研修会での調査報告

整理作業体験

平成 20年 8月 24日

平成 20年 8月 30日

平成 20年 9月 3日 ～4日

平成 20年 8月 20日

平成 20年 8月 16日 ～ 31日 まで毎日更新

平成 20年 ■ 月8日  国民文化祭における縄文フォーラム

平成 20年 ■ 月 9日 ～ 文化財センターにて随時上映

平成 20年 ■ 月～

広報みほ、陸平通信

茨城新聞、常陽新聞、常陽リビング

平成 20年 二 月20日  関東甲信越静埋蔵文化財担当者研修会

美浦中学生職場体験 (平成 20年 ■ 月 27日 、平成 21年 7月 17日 )夏休み林験講座 (平成 21年 7月 26日 )

写真 16 記録 ビデオ撮影

写真 18 貝層剥ぎ取 り断面展示 (文化財センターにて)

塚の魅力を発信することができた。

一方、文化財センターでは調査速報展を開催した。調

査の概要や出土品、貝層剥ざ取り断面を展示。村広報紙

を通して調査の速報や成果、発掘調査後の出土資料整理

の経過等を継続して村民に紹介した。

写真 17 縄文フォーラムオープニング「発掘体験記」

写真 19 発掘調査速報展 (文化財センターにて)

11月 に開催された関東甲信越静地域の埋蔵文化財行

政に関わる担当者の研修会では、今回の発掘調査につい

て調査担当者が発表する機会があり、ビデオを活用して

他地域の文化財担当者にも知ってもらうことができた◇
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Ⅲ.縄文時代後期貝層の調査

陸平貝塚はその特異性として縄文時代の長期にわたり

斜面貝層が形成されたことにある。これまでの調査によ

り、早期～後期初頭までの貝層サンプルが調査・分析さ

れているが、最盛期のひとつである後期前葉～中棄 (堀

之内式～加曽利 B式期)の貝層サンプルは得られていな

い。そのため陸平貝塚の保存整備計画における今回の調

査は、陸平貝塚における時期ごとの貝塚の変遷を明らか

にしていくために、後期前葉～中棄の貝層サンプルを採

取し、貝や動物遺体の在 り方について、他時期のサンプ

ル結果と比較できるデータを得ることを目的とした。加

えて今後調査を実施していくための基準となる恒久的基

準杭の設置も行うこととした。

発掘調査を実施するにあた り、陸平貝塚が平成 10

(1998)年に国の史跡に指定されていることから、現状

変更手続きを行なう必要があつた。申請者の美浦村長は

上記の事由により、平成 20年 4月 22日 付で文化庁長

官に「史跡現状変更等許可申請書」を提出し、平成 20

年 5月 28日 付で文化庁長官より文化財保護法第 125条

第 1項の規定により現状変更が許可された。調査は美浦

村教育委員会が主体者となり、美浦村教育委員会生涯学

習課の文化財専門職員が調査を担当した。発掘調査及び

調査後の事務手続き終了後の平成 20年 12月 5日 に美

浦村長より文化庁長官へ現状変更終了届を提出した。

昭和 62(1987)年度の確認調査

昭和 62(1987)年 度 の陸平貝塚確認調査 (以 下、

1987年調査 と表記)は、昭和 61(1986)年 か ら開始

された美浦村安中地区総合開発計画の基本理念として、

当時の市川紀行村長が掲げた「陸平貝塚そのものと開発

は並列同義であり、精神的にはむしろ前者が優位にあ

る」に基づき、遺跡をより完全な形で保存していくため

にまず陸平貝塚の現状を正確に把握することが必要とさ

れた。そのために貝塚とその周囲の地形の状態を観察し、

保存範囲確定のための基礎データ得ることを目的に調査

が実施された。調査を遂行していくために美浦村陸平調

査会が組織され、陸平調査団により陸平貝塚での現地調

査が行なわれることとなった。

調査は昭和 43(1968)年 に行なわれた陸平貝塚の測

量図をもとに試掘調査の前段階として地下レーダー探査

による台地平坦部の遺構の有無 (5～ 7月 )やボーリン

グステッキによる貝塚の分布を確認 (6月 )か ら始めら

れ、その結果を踏まえて試掘地点が設定された。試掘調

査 (8～ 9月 )では台地上における土層の堆積構造、包

含層の広がり、貝層 (堆積状況・規模・性格)等を観察

することを目的に、陸平貝塚全域にわたり24ケ 所の ト

レンチが設定された。 (第 4図 )

試掘調査では、縄文時代だけではなく旧石器時代から

奈良・平安時代に至るまでの遺構 (住居跡や土坑、濤状

遺構など)や遺物が検出され、陸平貝塚における土層の

基本層序も確認された。平成 21(2008)年度に実施し

たA貝塚発掘調査においても基本層序はこれに従ってい

る。

基本層序

I層 表土

Ⅱ層 縄文時代以降の包含層

Ⅱ層は堆積の厚いところではさらにa～ cに分層。

Ⅲ層

Ⅳ層

V層

Ⅵ層

Ⅱa層

Ⅱb層

Ⅱ c層

ローム層

粘土層

D貝塚においては西側にDNo lト レンチ、東側に

D No.2ト レンチと名づけた 2ケ所の トレンチを設定

1.調査に至る経緯
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写真 20 昭和 62(1987)年 D No lト レンチ調査

し、 D No.1ト レンチは 8月 26日 か ら9月 3日 まで発

掘調査が行なわれた。当時の調査日誌から調査の経過を

まとめると次のとおりである。なお文中の小グリッドを

示す 1～ 5区は今回報告する調査区と同一区である。

＼

0

笏

―

1987年 D員塚 No.1ト レンチ調査日誌抄

8月 26日 (水)D貝塚西端にトレンチ設定 (2× lo m)

し、掘 り始める。

8月 27日 (木)表土剥ぎ。 5区より人骨、加曽利 B式

土器出土◇

8月 28日 (金)表土剥ぎほぽ終了◇遺構確認開始。 5

区で貝層上面がみられる。人骨出土。Ⅱ層より出土し

ている土器は堀之内式が多数。

8月 29日 (土)ト レンチ東側に 50 Cm幅でサブ トレ

ンチをいれる。貝層上面の検出作業。4区で魚骨出土。

8月 30日 (日 )サプトレンチ内にて貝層上面を検出す

るが、北側は貝層が落ち込んでいるようで貝層上面は

まだ確認されない。4区にて人骨左上腕骨検出し精査。

サブ トレ南端では人骨 (頸骨から下の部分 )出土。 4

網点は貝塚範囲。1997年調査区以外の枠線は1987年調査区 (2008年 調査区は1987年調査区と重複)

第 4図 陸平貝塚平面図
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写真 22

埋 め戻 し上 を

除去 し昭和 62

(1987)年 の

発掘面検 出。

トレンチから突

出している4か
所のサブトレン

チはDNo lト
レンチ検出のた
め最初に掘つた

部分。

写真 21 調査地点 (西側 A貝塚方面から調査区をのでむ)

中央に4つ あるコーン (白 い三角形)が調査したDNo lト レン

チの範囲を示す。右側の森 (南)は斜面。

近1を



区貝層上面からltr(完形)出土。

8月 31日 (月 )サブトレ内貝層検出作業◇ トレンチ全

体に貝層があることを確認。サブトレ北側半分に貝層

の落ち込みを確認。

9月 1日 (火)サブ トレ北側の島状に残る貝層部分を

一部深堀。 1。 2区より称名寺式の小片、加曽利 B式

(注 目)、 加曽利 E式 (把手部分)ほか時期不明土器片、

貝刃が出土。深堀部分の貝層サンプルは次の a～ d層

に分けて取 り上げた。 (サ ンプルはサブ トレ内 lmご

とに取上。)

a層 黒褐色土を含む混土貝層

b層 黒褐色土を含む破砕貝層

c層 暗褐色のぱさぱさした土を含む混土貝層。貝の

含有率増える。

d層 純貝層

9月 2日 (水)完掘。写真撮影。実測。

9月 3日 (木)埋め戻し。

1987年調査時のD No.1ト レンチ遺構図及び出土遺

物等詳細は昭和 62(1987)年度確認調査報告書 (美浦

村教育委員会 2010)|こ掲載している。

引用参考文献

陸平調査会 1989『陸平調査会報告 1 1987年度陸平貝

塚確認調査概報および周辺地域A地区分布調査報告』

美浦村教育委員会 2010『茨城県稲敷郡美浦村 陸平貝

塚一調査研究報告書 4。 1987年度確認調査の成果―』

調査 日誌抄

8月 14日 (木)～ 15日 (金)調 査準備。調査区のD

貝塚 No.1ト レンチ付近にテント設営と器材搬入。

8月 16日 (土)晴  D No.1ト レンチの旧埋め戻 し土

(1987年 調査時に埋め戻 した土)を除去。最初にD

No.1ト レンチ検出のために 2ヶ 所試掘 トレンチを東

西方向に設定して発掘した。埋め戻し土及び トレンチ

ほか表土より出土した遺物は 「表土」として取上。基

準杭埋設 (共進測量設計株式会社に委託)。

8月 17日 (日 )雨後曇 午前は雨のため文化財センター

にて前 日出土 した土器の洗浄と貝の種類について学

習。午後はD No.1ト レンチ埋め戻し土発掘 (ト レン

写真 23 4区貝層調査区 cの遺物出土状況

(ト レンチ東側から撮影)

加工痕のあるシカの中手骨 (第 24図 176)出土 (写真左上)

チの壁出し、1987年調査時に トレンチ内東側に入れ

たサブ トレンチ検出)。 トレンチ南東隅でサブトレン

チを入れた際に打った目印の釘を検出。

8月 18日 (月 )曇後晴 旧埋め戻し土完掘し写真撮影。

発掘区に基準杭 4本設置。BMを大宮神社参道 (2448

m)か ら移動。仮 BM=26349m。 ビデオ撮影。

8月 19日 (火 )晴 貝層発掘開始 :4区 a、  c、  f、

hを 1次取り上げ区とし、そのうちの a、 c、 fを掘

り始める。 aはハマグリ主体、 cでは大型のハマグリ

目立ち、加工痕あるシカの中手骨出土、 fでは大型の

フグ骨がまとまって出土。掘つた貝層はサンプルとし

て採取。

8月 20日 (水 )晴 貝層発掘 :4区 a、 c、  f、 h。

写真 24 4区貝層調査区 fの フグ骨出土状況

(ト レンチ西側から撮影)

2.調査の経過
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写真 25 貝層発掘の様子

fではハマグリ主体でカキ (大型)が混じる層を確認。

hの北東隅でクロダイの骨が集中して出土。発掘と並

行して貝サンプルを乾燥し水洗選別等を行なう。

8月 21日 (木)晴一時雨 貝層発掘 :4区 a、 h。 1

次取 り上げ区 (a、  c、 f、 h)は -50 cm掘 り下

げ終了し、セクション図作成。セクション図の作図よ

り層位検討。遺物は後期の堀之内式ほか中 。後期土器

片、骨等。貝サンプル乾燥及び水洗選別。

8月 22日 (金)曇 貝層発掘 :4区 b、 gを 2次取 り

上げ区とし、そのうちのgを分層発掘。 2層中より大

型の土器片 (堀之内式)、 gの北東部よリフグの下顎骨

(1点)出土 (19日 に出土したフグ骨集中出土位置に

隣接する位置)。 貝サンプル乾燥及び水洗選別 (シカ製

のヤス (第 124図 174)あ り。イシマキガイの多いサ

ンプルあり)。 ビデオ撮影。前夜の強風でテント破損。

8月 23日 (土)曇 貝層発掘 :4区 b、 gを分層発掘。

出土土器は堀之内式多い。貝サンプル水洗選別、土器

洗浄。テント建て。

8月 24日 (日 )曇 貝層発掘 :4区 b(記録→遺物取

り上げ)。 午後、親子発掘体験教室。貝サンプル乾燥

及び水洗選別。ビデオ撮影

8月 25日 (月 )雨曇雨 午前、室内作業 :貝層サンプル (5

mm)の 遺物抽出。年後、貝層発掘 (4区 f、 h区と

2区 c、 d)。 4区 b(東壁面)よ り脊椎動物の椎骨

出土 (写真 26)。 2区 dよ り大型土器片 (堀之内式、

壺形)出土→写真撮影 (写真 52～ 54、 57、 第 21図

140)。 2区において土器と貝層との関係を確認するた

めサブトレ南側を掘る (写真 56)。 貝層サンプル乾燥。

8月 26日 (火)曇時々晴 貝層発掘 :4区 c、  f、 g

及び 2区。 4区 gにおいて 2層下～ 3層でイカ甲目立

ち、 3層上面で大型土器片出土、 4層上面で土器片錘

出土。 4区の c、  f、 g区にまたがる 3層上面出土の

写真 26 4区貝層調査区 bの東
壁面より出土した椎骨

大型土器片を記録、取上。 2区は前日調査部分の写真

撮影及び記録。No遺物として土器片を多く取 り上げ

る。貝サンプル乾燥。調査終了後、阿部芳郎氏より出

土土器についての勉強会。

8月 27日 (水)晴 貝層発掘 :4区 f、 g、 j、 ko f、

gは西面清掃→写真→セクション図。 j,k区 は樋泉

岳二、黒住耐二両氏土層確認、動物遺体及び微小貝サ

ンプル採取 (第 10図 )。 1及び 2区は東壁清掃→分層。

貝層サンプル乾燥及び洗浄。ビデオ撮影。

8月 28日 (木)雨後晴 4区 j、 kは動物遺体及び微

小貝サンプル採取。並行して室内作業 :午前、土器洗浄。

午後、貝サンプル選別。

8月 29日 (金)曇 午前、室内作業 :貝サンプル選別。

午後、調査区全体清掃→全景写真→貝層セクション写

真撮影。 4区 j、 kは動物遺体及び微小貝サンプル採

取。吉田邦夫氏年代測定のため炭化物サンプル採取 (写

真 84)。 戸沢充則氏 (陸平貝塚保存活用検討委員会学

術指導委員)、 勅使河原彰氏 (調査指導)、 毛利和雄氏

(NHK解説委員)来lVI(写真 15)。 現地説明会準備。

8月 30日 (土)晴時々曇 現地説明会 (10時、13時 )(写

真 11、 12)。 5区土坑出土人骨清掃→写真撮影。貝層

断面剥ぎ取りのため壁面掘削。

8月 31日 (日 )晴 貝層断面剥ざ取 り (写真 32)。 5

区土坑出土人骨記録→サンプルとして取り上げ。調査

区平面図作成 (写真 29)。 貝サンプル乾燥。器材片づけ。

ビデオ撮影。

9月 1日 (月 )晴 器材撤収。東壁セクション図等作成。

9月 3日 (水)晴 村内小学 6年生見学 (大谷小 82名、

安中小 20名 )。 ビデオ撮影。

9月 4日 (木)曇 村内小学 6年生見学 (木原小 66名 )

9月 9日 (火)晴 調査区埋め戻し (写真 60)

9月 10日 (水)晴 調査区埋め戻し (写真 61)

写真 27 写真撮影による調査の記録
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調査区は 1987年 調査で設定された 2m× 10mの ト

レンチで、「D No.1ト レンチ」と呼称され、今回の調

査においても同様に呼称している。 トレンチはD貝塚西

側に位置し、台地縁辺部側から台地中央部側にかけての

平坦部上にあり、北 -12.5度 ―東を軸に南北方向に設

定されている。調査区の面積は約 20∬ になる (第 5図 )。

トレンチを含む周囲は標高約 26.Omで ある。 トレンチ

内は 1987年調査で設定された小グリッドを踏襲し、 ト

レンチの北側から南側へ 2mごとに 1～ 5区とした。さ

らに小グリッド内は各々 50 cm四方に 16等分し、東壁

面側からa～ pと している (第 8図 )。 発掘調査は表土

剥ぎから埋め戻しまで全て人力で行なっている。

包含層

陸平貝塚において基本層序は 1987年調査で I～Ⅵ層

に分かれることが確認されている (Ⅲ -1参照)。 この

うちDNo lト レンチにおいては 1987年及び今回の調

査で I層 とⅡ層とが確認された。 (第 6図 )

I tt I層 は表土で旧耕作土。陸平貝塚全域にわたり

約 10～ 30 cmの 厚さでみられる土層である。1987年

調査時には トレンチ内の I層は全て掘 り、さらにトレン

チ内にサブトレンチを設けてⅡ層も掘っている。そして

調査後発掘最終面にブルーシー トを敷き、その上に掘っ

た土を入れて地表面まで埋め戻している。そのため埋め

戻した土には I層及びⅡ層が混在している。

以上のことから今回の調査で I層 とした土層には、現

表土に加えて 1987年調査で掘 り上げた I層及びⅡ層が

相当する。出土遺物も縄文時代の土器や石器だけではな

く、土師器、須恵器、陶磁器、泥面子など異なる時代の

遺物が混在 している。表土と 1987年調査時の埋め戻し

土より出土した遺物は全て I層 として取 り上げた。 (表

6、 第 15。 22図 )

Ⅱ層 I層 の下位には縄文時代以降の遺物包含層で、

貝を含まないⅡ層の存在が 1987年調査で確認されてお

り、堆積の厚いところではⅡa層～Ⅱc層 に分けられて

いる (Ⅲ -1参照)。 D No.1ト レンチにおいては、黒

褐色のⅡa層が I層 の下位に広がっていることが 1987

年調査で確認されている。1987年調査では、東側に 50

cm幅で設定したサブトレンチ以外はⅡa層上面の検出

までとした。

今回の調査では、調査区東壁面の上層観察により、Ⅱ

a層 と捉えていた土層のうち特に 1区から2区にかけて

の部分では暗褐色を呈する土層の広が りが確認された。

基本的にはⅡa層 として捉えられるが、その土層をⅡa

(2)層 と呼称することにした。 Ⅱa(2)層 の中には

更に部分的に若千黒味の強い色調 (第 6図 調査区土層

断面図のⅡa層 中の斜線部分)がみられた。 Ⅱa(2)

層とした部分は、1987年調査時にサブトレンチを入れ

深掘 りを行つた場所にあたり、今回は東壁面での確認に

とどめ平面的な広がりは確認していない。

I層 とⅡa層 との境は、1987年調査時所見からほぼ

水平であることが確認されている。Ⅱa層の下位には貝

層が堆積しており、Ⅱa層 と貝層との境は水平な部分 (4

区 dか ら5区 にかけて)もあるが、貝層の上面がでこぽ

こしているのにあわせてところどころ落ち込むように堆

積している。Ⅱa層は薄いところでは 5cm、 落ち込ん

でいる部分においては厚いところで 25～ 30 cm程。Ⅱ

a(2)層 は堆積の薄い部分では 10 cm、 落ち込みの

深い部分では 50～ 70 cmの厚さを測る。Ⅱa(2)層

下に堆積している貝層の上面は大小のでこばこが確認さ

れた。貝層上面の凸凹は、貝層が堆積された後に貝層を

掘 り込んだためにできたものと考えられる。1987年調

査では、1区 と2区 とにまたがり堆積しているⅡa(2)

層の北側の貝層 (1区側)と南側の貝層 (2区側)とは

同じ貝層であるとの所見がみられる。

今回の調査におけるⅡa層の発掘は、 1区 と5区が精

査のみ、 2区 と3区はⅡa層の途中まで、 4区はⅡa層

を完掘した部分と精査のみの部分とがある。 (第 7図 )

1987年 調査時、 Ha層 中においては堀之内式、加曽

利 B式の土器片が多く出土した。今回の調査でもⅡa層

か ら出土した土器は堀之内式と加曽利 B式が主であっ

た。1997年 に調査を行つたA貝塚においては、出土土

器からⅡa層 が縄文時代後期後棄以降の包含層である可

3.包含層と遺構の概要
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写真 30 4区貝層調査区発掘前の状況 (ト レンチ西側から撮影)

白く見えるのは貝

能性が考え られ、 DNo lト レンチにおいても同様の傾

向が認められた。

遺構

D No.1ト レンチにおいて確認された遺構は、1987

第 7図 調査区最終発掘面

写真 31 4区東壁貝層断面 (ト レンチ西側から撮影)

年調査時に検出された 5区の人骨を伴う土坑 1基である

(第 6図 )。 土坑は 5区 c・ dのサブトレンチ内で検出さ

れ、 5区 cか ら調査区外の東西南方向に広がることが確

認されているが、今回もサブトレンチ内についてのみの

調査となった。

写真 28 発掘調査開始時の様子 写真 29 調査区測量の様子

-19-



今回は調査区の 2区 (サ ブトレンチ部分)と 4区にお

いて貝層の調査を行なった。1987年調査においてすで

に調査区内では、Ⅱa層 の下位に貝層が堆積されている

ことが確認されていた。当初貝層の調査は 4区のみ行な

う予定であった。しかし、 2区でサブトレンチに接する

位置で比較的大きい土器片が出土し、貝層との関係を確

認するため部分的に貝層調査を行うことになった。

2区で対象となった貝層の調査面積は狭く (2区 c・

d)、 混土貝層と混貝土層と上下 2つ の層に分けられた

のみであった。

4区においては、市松状に発掘して貝層サンプルを採

取しながら、貝層の堆積状況を確認して記録をとり、最

後に貝層断面の剥ぎ取 りを行なった。

貝層は 2、 4区 ともに全てサンプルとして取り上げた。

4区におけるサンプリングの方法

小グリッド1～ 5区までの各区は2× 2mで、各々そ

の中を 16等分し50 Cm四 方の平面区画 a～ pを設定。

例えば、4区のaの 区画を示す場合、小グリッド名と区

画名とを組み合わせて「4区 a」 と呼称し、遺物の注記

においても出土層位と合わせて記載している。

貝層の取り上げは 1997年 のA貝塚調査時の貝層サン

プル取り上げと同様に、貝層の堆積を観察しながら1次

及び2次と、 2段階で取り上げた。

1次取り上げ  4区では最初に a、 c、 f、 hをサ

ブトレンチとして市松に設定して各々 50 cmの 深さま

で発掘を行ない、掘りあげた貝をサンプルとして取り上

げた。この取り上げ段階を「1次取り上げ」とする。た

だし、この段階では貝層の断面を確認しながら掘ること

はできないため、掘り進めていく過程で堆積している貝

を観察しながら、ある平面ブロックが異なる平面ブロッ

クと同一の貝層であると把握できた場合や、他の平面ブ

ロックと層序関係を持つ貝層であると確認できた場合に

「層」として捉えた。この段階で層として捉えたものは

順にA～ F層、とアルファベットの大文字で呼称した。

この層位は 1次取り上げの貝層サンプルや、取り上げた

遺物にも用いている。

1次取り上げが終わった段階で、現われた断面により

層の堆積状況を観察し、医面や写真等で記録し、 2次取

り上げに進む。

2次取り上げ 1次取り上げでの発掘後、サブトレン

チの断面観察と 1次取り上げ時の所見等も加味して貝層

の分層を行なった。この分層をもとにして発掘し、採取

する貝層サンプルを「2次取り上げ」とした。 2次取り

上げを行なった場所は b、 gである。この段階で層位を

1～ 4層 とアラビア数字で示し、各々の層において細分

される場合はアルファベットの小文字を用いて示してい

る。例えば2a層、 2b層など。

動物遺体・微小貝サンプル 1次取り上げ区及び 2次

取り上げ区とは別に、 j、 k、 1では動物遺体・微小貝

サンプル採取区を設定した。サンプル採取区ではサンプ

ル採取前に f、 g、 hの西壁面 (j、 k、 1か ら見た場

合では東壁面に相当)で貝層の断面を検出して観察し、

分層及び記録をとった。この段階で 1次取り上げ区と2

次取り上げ区との層位対応も行なった。

サンプルは j、 k、  1で採取しており、取 り上げに

際し動物遺体サンプルは「T」 、微小貝サンプルは「K」

で示すこととした。サンプル数は動物遺体が 25(T―

1～ T-25)、 微小貝が 17(K-1～K-17)である (第

10図 )。 遺物の注記においても出土層位と合わせてT―

●、K-0と表記している。

貝層断面剥ぎ取り区 j、 k、 1は貝層断面剥ざ取り

区とし、サンプル採取の後、層位順に掘り、貝層断面の

剥ざ取りを行った。剥ぎ取りを行った貝層断面は発掘調

査終了後に文化財センターで処理を行い、展示している。

写真 32 貝層断面の剥ぎ取 り作業
薬品を剥ざ取り面に注入した後裏打ちのガーゼを貼つて剥ぎ取
り。今回は縄文時代後期 (堀之内期)の貝層を剥ぎ取りました。

4.貝層の調査
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資料の採集

基本的に貝層サンプルは同一平面区 。層位別に全て採

取しているが、発掘調査時に目についた土器や石器、骨

類等は現地で個別に取り上げている。

発掘調査で採取した貝層サンプルは 3種類ある。①動

物遺体コラムサンプルとして取り上げたもの (T-1～

25)、 ②微小貝コラムサンプルとして取り上げたもの (K

-1～ 17)、 ③動物遺体および微小貝コラムサンプル以

外に現地調査で採取した貝層サンプル (整理番号 No.1

～ 79)。

②は非常に細かい貝を分析するためサンプル採取から

水洗選別、分析まですべて分析者の黒住耐二氏が資料を

取り扱った。①③のサンプルについては、水洗選別まで

は共通の手順で行なった。以下は①③のサンプルについ

ての作業手順である。

取り上げた貝層サンプルは、平面区・層位ごとにプラ

スチック製のコンテナに収納し、コンテナには取 り上げ

順の通し番号、平面区や層位を記録したラベルをつけ、

台帳にも記録をつける。同じ平面区、層位のサンプルが

一つのコンテナに入 りきらない場合は、数コンテナに分

けて収納されることになり、異なる通し番号をつける。

次にサンプルをブルーシー トの上に広げて乾燥させ (写

真 35の 奥の部分 )、 再び同じコンテナに戻す。サンプ

ルを乾燥させた段階でサンプルの重量を計測する (写真

33)。 コンテナは同じ規格のものを使用することし、体

積と重量を算出 (註 1)し た。次に水洗選別を行なった (写

真 34)。 水洗選別はコンテナごとに水洗選別器で、5mm、

2.5mm、 lmmメ ッシュの舗で水洗し、各舗に残った

貝等は各々選別された状態で再度乾燥させ (写真 35の

手前部分 )、 完全に乾燥した段階で各々ビニール袋に収

納してもとのコンテナに戻した。次にサンプルは 5mm、

2.5mm、 lmmメ ッシュの飾で残つた貝等か ら土器や

石器、獣魚骨、骨角器などの遺物を採集した◇

サンプル採取から水洗選別までは発掘調査期間中、発

掘と並行して現地でも行なった。発掘期間中に取 り上げ

サンプル全体の 7～ 8割程度について水洗選別を行うこ

とができた。雨により現地での発掘調査ができない時に

は、文化財センターにおいて 5mmメ ッシュの舗で残っ

た貝等の中から遺物を採集する作業も行つた。発掘調査

期間終了後には、文化財センターにおいて残りのサンプ

ルすべてについても水洗選別と遺物の採集を行なった。

5mmメ ッシュの舗で残った資料については、全サンプ

ルを対象に遺物の採集を行った。2.5mm、 lmmメ ッ

シュの舗で残った資料については、動物遺体サンプルの

みを対象に遺物の採集を行つた。

動物遺体サンプルを除いたサンプルの総量は、水洗前

が体積約 1237.75リ ットル、重量約 995,95kg、 水洗後

の土壌を取り除いた重量は 452.22kgに 及ぶ (表 5)。 水

洗選別により各箭に残つた資料は全て美浦村教育委員会

が保管している。

写真 33 貝サンプルの重量計測

採取した貝サンプルを一度乾燥させた後に重量と体積を計測

写真 34 貝サンプルの水洗達別
5mm、 25mm、 lmmの 3種類の枡目のザルを重ねて貝サン

プルを入れ水をかけながら土を落とします。それぞれの枡目に

引っかかつた貝や骨などを混ぜないように乾燥、収納、分析へ。

写真 35 員サンプルの乾燥

貝サンプルは採取時 (奥のシート)と水洗選別後 (手前)に天

日に広げて乾燥
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表 5 貝層サンプルの詳細

*コ ラムサンプル (動物遺体サンプル・微小貝サンプル)は除く
*土壌は水洗前後の重量差 (流失量)、 混土率は土壌重量/水洗前重量× 100(%)

※整理番号はサンプル収納箱の通し番号
※層位については対応する層を同じまとまりにしている。 1層とB層、 2層 とA・ C層、 3層 とD層 がそれぞれ対応。

小グリッド 貝層区 層位 体積 (ツ ) 重さ (kg)
水洗後残存
重量 (kg)

土壌 * 混土率%* 5mm骨重量
(g)

整理番号

2 Ⅱ a 0800

3 Il a 46,49

3 Ⅱ a 725 0.250 7 96.6 0

4 f Ⅱ a 252 1935 0510 974 3,5,11

4 Ia 1075 930 0265 9035 972 0

4 h Ⅱ a 0185 5965 970 7

1 550 4420 1710C 357 2,43,44

g 1 482 5235 2255C 298 569 1873 34,35,36

4 剥ぎ取 り 1 040C

C B 7705 5995 3420C 2575 43C 1539 2,4,8,9,13,15

f B 3226 2610 7_70C 1237

h B 8064 6625 3145C 348 525 3832 9,23,24,26

4 b 2 1012 8305 4745 3343 47,50,51,52,53

C 2 5018 3660 1785( 1875 923 63,65

g 2 13529 11320 4889( 643 568 37,38,39,40,41,62

剥ぎ取り 2 195( 175 473

a A 6585 2713C 3872 1753 ,6,10,14,29

C C 4533 3865 1845C 202 523 22,25

f C 4372 3265 1455( 554 1189 6,18,60

h C 5820 2750C 527 11_49 27,28,30

b 3 1792 139〔 735( 473

g 3 367 275【 1525C 2093 67,68

剥ぎ取 り 3 320〔

D 5197 376( 2370C 31,32

4 f D 9022 641( 2415 377 2646 20,21,57,58,61

g 4 50〔 315( 376

剥ぎ取 り 4 550 080C 789 1847

剥ぎ取 り 050( C

剥ぎ取 り 050( 833 C

2 E 3226 262( 525〔 209[ 800 3279 55,56

d 297 209( 735〔 135[ 648 85G 59,64

剥ぎ取 り ―括 7018 461( 2930( 2187 77,78,79

清掃時 ―括 2330 810( 1005 1395

計 (混土率は平均値) 123775 9959〔 45222( 545,02 599 40656
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分析・報告の対象

土器等 土器、石器、土製品、貝製品、骨角器につい

ては現地採集資料と5mmメ ッシュで採集された全資料

を今回の報告対象とした。

貝類 採取した貝層サンプル全てについて林積、重量

は同一平面区・層位ごとに計測している。貝種ごとの個

数、重量、殻長等の分析は動物遺体サンプルのみを対象

とした。サンプルごとの貝種同定、貝種ごとの個数や重

量 (註 2)、 殻長計測の作業は樋泉氏の指導の下、調査

担当者、調査員、文化財協力員が行い、分析及び報告は

樋泉氏が行つた◇

骨類 骨類は現地採集資料と5mmメ ッシュで採集さ

れた全資料、動物遺体サンプル (5mm、 2.5mm、 lmm)

を分析対象とした。骨類の抽出、重量計測 (註 3)まで

は樋泉氏指導の下、調査担当者、調査員、文化財協力員

が行い、分析及び報告は樋泉氏が行った。

微小貝類 微小貝サンプルとして採取した中から採集

した微小貝を分析対象とし、微小貝採集から分析報告ま

で全て黒住氏が行つた。

(註 1)体積はコンテナの容量をもとに算出し、重量は

20 k gの 上皿秤を用い、50g単位で計算。

(註 2)重量は2kgの 上皿秤を用い lg単位で計量した

が、対象が 100g未満のものは電子上皿天秤で

計量し、 g単位以下は四捨五入して表記、集計

している。尚 lg未満のものは lgと表記した。

(註 3)重量は電子上皿天秤で計量し、 g単位以下は四

捨五入して表記、集計している。尚 lg未満の

ものは lgと表記した。

写真 36 水洗選別後の貝サンプル

右から5mm、 25mm、 lmm

写真 37 水洗選別された貝サンプル (5mm)か ら

遺物を抽出
調査中に水洗選別した貝サンプル。この中に混ざつている土器
や貝製品、骨等を拾い出しています。出土した貝刃や穿孔貝な
どはこの作業で見つかりました。

写真 38 員の分類

貝サンプルから遺物を拾い出した後は貝が残ります。貝を同じ

種類ごとに分け、二枚貝はさらに左右に分け、数や重さを計測。

写真 41 上器 の注記

遺跡の名称やどの位置から出土したのかを土器 1点 1点 に細
い筆で記入。写真 39 上器の洗浄 写真 40 土器の拓本
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4区 にお け る貝 層 の堆 積 状 況

1次取 り上げ区の調査 (第 8図)1次 取 り上げ区と

して a、  c、 f、 hをサブトレンチとして平面的に掘 り

進めた。

aでは 50 cm掘 り進め、その中で貝層は 2つ の面に

分けられた。Ⅱa層直下の第 1面ではハマグリが主体で

サルボウ、シオフキが目立ち、大型のバカガイを含んで

いた。その下位の面 (第 2面)では、第 1面でみられた

貝のほかに大型のマガキやオキシジミ、オオノガイが確

認された。第 1面はA層、第 2面はD層 と仮称した。最

終的にaは第 2面のD層まで発掘した。

cに おいても 50 cm掘 り進め、貝層は 2つ の面に分

けられた。Ⅱa層直下の第 1面ではハマグリが主体でし

かも大型のものが目立ち、そこにアカニシ、大型のバカ

ガイを含んでいた。さらに焼けた貝もみられた。第 2面

ではハマグリが主体だがシオフキも多くみられ、サルボ

ウ、大型のバカガイも確認された。第 1面はB層、第 2

面はC層 と仮称した。 C層 を掘るとその下位にD層 と同

じ層が確認された。最終的に cは D層上面までを発掘し

た。

fでは発掘により4つの貝層面を確認した。Ⅱa層直

下の第 1面ではB層、第 2面ではC層、さらに第 3面で

はD層が確認された。 D層を掘り進めると破砕貝を含む

混貝土層の面が検出された。 この面をF層 と仮称 した。

B層 中からは発掘中に大型のフグの骨がまとまって出土

した (第 12図 )。 fは最終的にF層上面までを発掘した。

hでは 2つ の貝層面が確認され、 Ha層直下の第 1面

でB層、第 2面でC層が確認された。発掘中にB層 中か

らは加工痕のあるシカの中手骨 (第 24図 176)が、北

東隅からはクロダイの骨が集中して出土した。 hは最終

的にC層 まで発掘した。

1次取り上げの段階で出土した遺物は、その出土層位

をA～ F層 として取り上げた。発掘中に確認できた出土

遺物は主に土器片や骨類で、土器は堀之内式を中心に後

期のものが目立ち、中期のものもみられた。掘 り下げ終

了後、貝層を観察してセクション図を作成し、A～ F層

と仮称していた層についての検討を行った。その結果、

A層 とC層は貝層を構成する貝の種類や特徴などから同

一層として捉えることができると判断した。貝層の層位

はアラビア数字を用いて示すこととした◇作図したセク

ション図より貝層の堆積状況を検討し、1層 には B層、

2層 にはA層及びC層、 3層にはD層、 4層にはF層 を

あてた。

2次取 り上げ区の調査 2次取 り上げ区として設定し

た b、 gでは、1次取り上げ区発掘での検討を踏まえて a、

c、 f、 hの貝層断面を観察しながら層位発掘を行つた。

bでは 1層→ 2層→ 3層 の順に掘 り進め、最終的に 3

層の途中まで発掘した。発掘中に東壁面の 2層 中からイ

ノンシあるいはシカと思われる脊椎動物の骨 (椎骨)が

出土した。

gでは 1層→ 2層→ 3層 の順に 4層 上面まで発掘し

た。1層発掘中に北東部でフグの下顎骨が 1点出土した。

この出土位置は 1次取 り上げ区 fの南東部でまとまって

出土したフグの骨と接する位置で、層位も同一層であつ

た。 2層下部から3層 にかけての吉[分ではコウイカの甲

破片の出土が目立った。 3層上面では大型の土器片が出

土し、さらに、 c、 f、 gにまたがる状態で別の大型土

器片が出土した (第 12図 )。 4層上面においては土器片

錘が出土した (第 12図、第 22図 147)。

発掘中に確認できた出土遺物は土器や魚骨獣類が多

く、土器は堀之内式が主であった。

貝層断面剥ぎ取 り区 貝層断面剥ぎ取 り区とした j・

k・ 1では、動物遺体及び微小貝サンプル採取の後、 1

～ 4層まで順次発掘した。最終的に4b層の途中まで検

出し、剥ぎ取 りをおこなった。 4層上面を検出した段階

でボーリングステッキにより4層の深度を確認した。そ

の結果、 4層は約 30 cm下 まで続くことが確認された。

さらに4層 の下位に貝層が堆積 していることが判明し、

ボーリングステッキにより約 40 cmの厚さまではその

堆積を確認した。

出土遺物は層位 ごとに取 り上げ (剥 ざ取 り 1層 ～ 4

層 )、 その後の断面剥ざ取 りに伴う壁面精査時に出土し

た遺物は、剥ざ取り面清掃として一括して取 り上げた。

5。 貝層の堆積状況
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15区

I♯装■1次取り上げ区

%多物2次取り上げ区 もrて召辞
い
物%物

――――貝層剥ぎ取り面1士 :::i:

G・ k1   11■
1

Ⅱa層

貝層上面

l層中

2層 中

霊彗歳3層上面

機鐵錢3層中

欝灘馳4層上面

鰯饉踵4層中

第 3図 4区貝層取 り上げ区

第 9図 4区最終発掘面

(銑器
K-1

K-2

25 50m  B●
K-3

K-10
K-11
降

K15
K-16
K-17

m

第 10図 4区動物遺体及び微小貝サンプル採取位置

写真42 4区貝層発掘調査の様子 (ト レンチ東側から撮影)

2次取り上げ区gを掘り始める

写真 43 4区貝層発掘のためグリッ ド設定

(ト レンチ西側から撮影 )

50 Cm四方の枡形に区切り発掘する単位を決める。枡目は左

奥から右に向かつて a、 b、 C、 d、 その手前に移り左からe、

f、 g、 h

写真 44 4区 1次取り上げ区(a、 c、 f、 h)完掘状況

(ト レンチ西側から撮影)

t'各チ揚レ
(20× 20cm)

K-4

K-5
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2区における貝層の堆積状況

当初 2区では貝層部分の発掘を行う予定ではなかった

が、Ⅱa層の発掘中に大型の土器片が出土したため、出

土位置の記録をとって取 り上げることとなった。土器を

検出した際にその破片がⅡa層下位の貝層上面から続い

ていることが判明した (写真 52)。 出土土器と貝層との

関係を確認するために、サブトレンチ部分の範囲内に限

り貝層の発掘を行なった。 2区では 1987年 の調査時に

貝層部分を発掘しているが、今回土器が出土した場所は

ちょうど発掘から取 り残されていた部分 (2区 C、 d)

であった。

この時点では、すでに4区での貝層発掘が進んでおり、

層位名としてA～ D層 を使用していた。そのため 2区で

検出した貝層及び貝層下の土層をあわせて E層 と仮称す

ることとした。

E層は 2つ の層に分けられた。上位の混土貝層をE―

1層、下位の混貝土層をE-2層 とした。E-2層 では

堀之内式の土器がまとまって出土している。検出した貝

層北側断面の観察により、E-2層 の下位で貝層の堆積

がわずかに認められた。この貝層は 1987年調査時に称

名寺式と予想されている貝層に続き、層位的にも堀之内

式の土器が主体的に出土している層の下にあたるため、

称名寺式期に相当するのではないかということが予想さ

れた。

E層はサブトレンチ部分のみの調査であったため、平

面的な広がりや E層 の下位に堆積していると予想される

貝層の実態、また 3区の調査が対象外であつたためE層

と4区貝層との関係等については今回の調査では確認で

きなかった。そのためE層 については貝層の層序をあえ

てあてはめないこととする。

1987年 調査時には 1～ 2区 にかけてサブトレンチ部

分を深く掘つている。発掘した深さは地表面からおよそ

150 C mで 、貝層の途中までである。今回の調査では貝

層をさらに掘 り進めることはしなかったが、1987年調

査時の最下面の貝層がどこまで堆積しているかをボーリ

ングステッキで確認した。その結果、貝層の最下面に検

出されていた貝層は、さらに約 30 cm下 まで続いてい

ることが確認された。その時期については最下面の貝層

で称名寺式、加曽利 EⅣ式の土器が出土していることか

ら、当該時期に貝層が形成された可能性が予想される。

貝 層

1層 混土貝層。土は炭化物粒を含む暗褐色土。ハマ

グリ主体でしかも大型のものが多い。他の種類の貝はあ

まり含まれていないが、大型のバカガイ、アカニシがみ

られる。焼け貝の破片もみられる。 1次取り上げでは「B

層」と仮称した層。 1層はさらに 2つ の層に細別できた。

la層 (=1層上部)は大型のハマグリが目立ち、バカ

ガイは少ない。 lb層 (=1層下部)はバカガイが多く、

サルボウもみられる。

2層 混土貝層。土は炭化物粒を含む暗褐色土。ハマ

グリが主体だが、 1層よりもやや小型のものが多い。シ

オフキも多く、サルボウ、大型のバカガイ、オオノガイ

も含む。1層 に比べると貝の方向性があり、混土はやや

黒味がある。 1次取 り上げでは 「A層J「 C層」 と仮称

した層。 2層 はさらに 3つ の層に細別できた。 2a層上

部は土の量が多い◇ハマグリはやや小型のものが多く、

シオフキ、サルボウがみられる。 2a層 は 2a層上部よ

り土の量が少ない◇ 2b層は 2a層 より大型のハマグリ

が多い。2a層 との層の境には大型のハマグリが目立つ。

3層 混土貝層。土は黒褐色土で炭化物泣を多く含む。

ハマグリ主体にシオフキ、オキシジミ、オオノガイ、バ

カガイがみられる。 2層 と似ているが大型のマガキが混

じるのが特徴で、2層 よりも貝の割合が多いようである。

1次取 り上げでは 「D層」と仮称した層。 3層はさらに

2つ の層に細別できた。 3a層 は混土貝層でマガキが多

くみられる部分。 3b層は貝の割合が多く土が殆ど混じ

らない。合弁の貝が多い。マガキは目立たない。

4層 混貝土層。褐色土に破砕貝を少量含む土層。土

質はしまりがなく、粘性ややあり。完形のハマグリが混

じり、炭化物粒を含んでいる。1次取り上げでは 「F層」

と仮称した層。 4層は 2つ の層に細別できた。 4a層は

4層 上部に部分的にみられる土層。 4層 上面出土の逆

位の底部破片 (第 20図 121)の 中とその周辺に広がる。

土質はしまりがなく、粘性もあまりない。最厚 10 cm◇

褐色土に破砕した小型巻貝と魚骨を多く含む。 4b層は

4層の下部に堆積しており4a層以外の4層を4b層 と

した。
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Ett E-1層 とE-2層 と2つ の層に分かれる。 E

-1層は混土貝層でハマグリ主体。シオフキ、サルボウ

もみられる。暗褐色土が混じる。 E-2層 は混貝土層で

暗褐色土に破砕貝が混じった土層。焼土粒、炭化物粒を

含み、たまに完形のハマグリが混じる。

遺物の出土状況

遺物は縄文時代後期前葉の土器を中心に出土 してい

る。土器については、層位と時期別に出土点数を表 6に

示している。

I層は調査区全体から遺物が出土している。縄文土器

を中心に、土器片錘 1点、石器 10点、土師器、須恵器、

環状土錘 2点、泥面子 1点など異なる時代のものが混在

している。

Ⅱa層以下の層では縄文時代の遺物のみが出土してい

る。Ⅱa層は 2～ 4区 を発掘し、遺物は土器のみ。時期

は後期前葉の堀之内式土器を中心に中期後半の土器片や

加曽利 B式の比較的小さい破片がごくわずかに混じる。

この傾向はどの層においても同様であった。

1層からは土器のほかに穿孔貝 2点、骨角器 2点が出

土した。遺物の出土量は他の層に比べて少ない方である。

出土した土器は小型の破片が多い。1層では調査中に大

型のフグの骨 (第 12図)やクロダイの骨が集中して検

出された。しかし、土器や骨角器との関係は特に認めら

れなかった。

2層 は 1～ 4層の中で遺物の出土量が多かつた◇土器

を中心に貝刃 8点、穿孔貝 4点、貝輪未成品 1点、骨角

器 1点が出土。土器以外の遺物は貝サンプルより抽出し

たため詳細な出土位置は不明である◇土器片の大きさは

小型のものが多いが、なかには比較的大型のもの (49、

83)や 接合により器形復元できるもの (78)も あった。

出土した土器は時期を判別できるような特徴ある文様を

描くものが多い。

3層 は土器を中心に土器片錘 1点、貝刃 3点が出土。

3層上面では大型の土器片 (107、 109、 110)が まとまっ

て出土している。堀之内式土器が主体的に出土しており、

共伴する縄文のみ施文あるいは無文の土器は、堀之内式

にあてられると考えられる。

4層 は土器のほかに土器片錘 1点が出土。土器は堀之

内式の比較的大型破片 (115、 116)が 出土している。 4

層上面では底部 (121)が逆位の状態で出土し、その底

部の中には破砕した巻貝がまとまって検出された。この

部分は輸物遺体サンプルとして採取 (試料番号T-24)、

分析している (V-1)。

E層は土器のほかに土器片錘 1点が出土。堀之内式が

まとまって検出された。

貝層の時期

今回の調査では、当初から 1987年調査の成果をうけ

て縄文時代後期の貝層が予想されていた。調査で検出し

た貝層は 1層 から4層まで分層され、いずれの層でも堀

之内式が量的にも主体的に出土し、当該時期の大型破片

も比較的まとまって出土した。わずかに前後段階の土器

型式である加曽利 E式、称名寺式、加曽利 B式が混じる

ものの、貝層の形成時期は後期前棄の堀之内式期と捉え

てよいであろう。堀之内式の細別型式である堀之内 1式、

同 2式各々の土器は、1層から4層 まで混在して出土し

た。出土量や出土状況においてもそのどちらかが主体的

に出土するという現象は確認されず、両者を層位的に分

けることはできなかった。ただし、出土した堀之内 1式

は器形や文様構成等か ら東関東地域の特徴をもつもの

で、時期は比較的新しい段階に位置づけられるものが多

いと思われる。以上のことから今回検出した貝層は堀之

内 1式の後半から堀之内 2式にかけて形成されたと考え

られる。

次にDNo.1ト レンチ部分及びその周辺の貝層の堆

積についてみてみよう。台地側の トレンチ北側最下部で

は、称名寺式期の貝層が予測されている。今回、斜面側

に近い4区を中心に貝層を発掘したところ、堀之内式期

の貝層と捉えることができ、その貝層はD貝塚斜面側に

傾斜して堆積していることが確認できた。そのようなこ

とから、称名寺式期には比較的台地の中心部に近い側か

ら台地の斜面側に向かって貝塚が形成され、堀之内式期

には少し南側にずれた位置から斜面側にかけて貝塚が形

成されたと考えることができる。そして今回の調査で加

曽利 B式の土器片がわずかに混じつて出土していること

や 1987年調査時に斜面に最も近い 5区から加曽利 B式

が出土している状況を考えあわせると、斜面側では堀之
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写真 45 4区 1次取り上げ区の発掘調査の
様子 (ト レンチ東側から撮影)

掘っているのは右が a、 左が c、 中央が f

碇上爾と
1甲

ψ

l駄
'留

盛
147

118      8

176

写真 46 貝層調査区g(手前中央)におけ
る1層上面の貝層 (ト レンチ西側から撮影)

写真 47 貝層調査区aの遺物出土状況
(西から撮影、奥は東壁面)

が釈
唖

ギ:7
108

lDl

第 12図  4区遺物出土状況図

写真 50 3層上面の遺物出土状況
(ト レンチ西から撮影)

写真 48 貝層調査区 g(手前中央)における 2層上面の貝層
(ト レンチ西側から撮影)

写真 49 貝層調査区gに おける 2層 中の遺物出土状況
(西から撮影)

写真 51 4層 の遺物出土状況 (東から撮影)
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第 13図  2区遺物出土状況図及び貝層堆積状況図

写真 55 2区発掘調査の様子
右端にみえる貝層はE-1層

写真 52 2区 E層遺物出土状況 (西から撮影)

写真 53 2区 E-1層 (北西から撮影) 写真 56 E-1層 発掘の様子

写真 57 土器 (140)を検出写真 54 2区 E-2層 上面遺物出土状況

(西から撮影)
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●土器

X人骨

0                          1m

第 14図  5区人骨出上状況図

写真 60 調査 区埋 め戻 し (東か ら撮影 )

調査したことを示すために貝層面にブルーシー トを発掘した

面にあててから、埋め戻しの砂や土を入れる。写真は4区の貝
層調査区。

内式期の貝層の上位 に加曽利 B式の貝層が形成されてい

る可能性があると予想される。

土坑

5区で土抗が 1基検出された。この上抗は 1987年 の

調査時にサプトレンチ内 (5区 c、 d)で検出された土

抗である。当時、土抗から人骨が出土し、記録をとりそ

のまま埋め戻した。当時の調査所見によれば、人骨の周

辺に貝層が広がっていたが 1～ 4区で確認された貝層に

比べて貝の含有割合は少ない。検出された人骨の部位は

左足の雁骨、朋F骨、足根骨等であった。人骨の出土状況

や土坑と人骨との位置関係等から土坑の中に伸展葬で埋

葬されたのではないかと予想された。

今回の調査では 1987年調査時に検出した土坑と人骨

を精査して記録をとり、その一部はサンプルとして取り

上げ、年代測定を行うこととなった。年代測定の結果は

今後別に報告する予定である。

写真 58 5区上坑内人骨出土状況 (西から撮影)

写真 59 5区人骨検出の様子

写真 61 埋め戻 しが終了した調査区
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Ⅳ.遺物

出土した土器の概要

出土量はコンテナ (内寸 336× 545× 200 mm)約

4箱分である。土器は全て破片で出土し、破片の大きさ

は 5× 5cm大前後のものが大半を占める。出土した土

器のうち、縄文土器は中期から晩期に及ぶが、主体は後

期前葉である。縄文時代以降の時代の土器は I層からの

み出土している。土師器、須恵器、陶磁器があるが破片

数点で詳細な時期は不明であり、本報告では出土点数の

み示す。

出土土器は全てについて洗浄、注記、接合を行ない、

分類及び集計の段階で資料の選別を行なった。時期の判

別が困難と判断した 3× 3cm大 未満の破片は小片とし

て扱うこととし、分類及び集計の封象外とした。ただし、

現地調査で No.遺物 として出上位置を記録 して取 り上

げた破片と、接合により同一個容の破片と判断した破片

は、 3× 3cm大 未満の大きさであつても分類及び集計

の対象として扱つた。

小片はおよそコンテナ 1.5箱分あり、 I層より出土し

たものがその大半を占める。集計は破片 1片を 1点 と計

上している。

縄文土器は次のように分類した◇中期、後期、後期後

棄～晩期、櫛描文、縄文のみ施文、無文。後期について

は更に称名寺式、堀之内式、加曽利 B式に分けた。

中期 各層から出土しているがいずれも数点で、後期

の土器の中に少量混じるように出土している。時期は主

に中期中葉の加曽利 E式が相当する。

後期

称名寺式 (後期初頭)各 層か ら堀之内式に少量混じ

るように出土している。小さい胴部破片が多く、時期判

別の困難なものが多い。称名寺式としたものは、無文地

にモチーフを単沈線で描くもので、沈線内に縄文を充填

したり、列点をいれているものもある。

堀之内式 (後期前葉)各 層から出土し量的にも主体

1.土器

を占める。比較的大きな破片や接合により器形復元でき

たものもあった。堀之内 1式及び同 2式が認められたが、

堀之内 1式 に相当する破片が多いようである。

堀之内 1式は無文の口縁部下端を隆線もしくは沈線で

区画したり、口唇部に円孔や沈線による文様帯がみられ、

縄文を地文とする胴部に 1～数条の単沈線によって、主

に垂下する文様が描かれたもの。

堀之内 2式は沈線間に縄文を充填し幾何学的な文様を

表出した、いわゆる磨消縄文の土器と、半我竹管状工具

や櫛歯状工具による集合沈線によって幾何学的な文様を

描いたもの、さらに口縁に細い紐線や口縁内面に細い沈

線を巡 らした土器等をあてている。

縄文のみ施文されている土器では、出土状況や器形、

特に口唇部のつくり等から堀之内式にあてているものが

ある。

加曽利 B式 (後期中葉)主 体的に出土している堀之

内式との間に型式学的連続性が認められず、堀之内式の

中にわずかに混ざる状況で出土し、破片も小さい。その

ため時期を明確に判断することのできるものは少ない。

加曽利B2式の胴部が算盤形を呈するものなど。

後期後葉～晩期 I層で安行式の破片が数点出土した

のみである。

櫛描文・縄文・無文の破片 櫛描文あるいは縄文のみ

施文された破片や無文の破片については、施文の特徴や

胎土等から型式や時期が想定できるものもあるが、破片

が小さいと判別が難しいため別分類にした。

層位別出土土器

I層 出土土器 (第 15図 1～ 4)

縄文土器が主であるが数点の土師器片、須恵器片、陶

磁器片が出土している。全体的に摩耗している破片が多

く、文様が明瞭でないものも多くみられる。

1は 日唇部直下より半我竹管状工具による平行沈線で
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表 6 出土土器分類・集計表

破片1片を1点でカウント。(3cm× 3cm未満の小片は除く。)

小
グ
リ

ツ
ド

層位

縄文上器 弥
生
土
器

土
師
器

須
恵
器

陶
磁
器

計早
期

前

期 中期 称名寺 堀之内
曽

Ｂ 不 明

後期
後葉
～晩期

櫛描文
文
み

縄
の 無文

分類
不明

I層 5 8 1 3 7

I層計 8 2 1 3 4G 7 206

2 Ia層 1 9 1

3 Ia層 4 7 3 3

4 Ia層 7 3 1

Ia層計 2

4 層 6 3 2 17 1

4 層最上部

4 層上部 2

4 層中～下部

4 層最下部 1 4

1層計 6 1 4 2

4 層 9 4 8 5

4 層 上 面 4

4 層上部 2 5 2 9

4 層中部 1 2 5

4 層下部

4 a層 4 6

4 2a層 (3層 直上 )

4 2a層上七日 5 8

4 2a層下郡 1 3 2 2 8

4 2b層最上部

4 b層上部

4 2b層 中部

2層計 1 6

4 3層 8 7 3 3

4 3層上面 9 2

4 3層上部

4 3a層上部 2 8

4 3a層下部 2 3

4 3bナき 2

4 3b層最下部

3層計 40

4 4層 4 ユ

4 4層 上面 3 6

4 4'署 (4aサ冒)

4 4b月目 5 6

4 4層 (4b層 ?)

4層計 1 1 3

4 剥取面一括 4 2

剥取面一括計 1

4 4区一括計 6

4区―括計

2 E層 9 3

2 E-1層
2 E-2層 3 l

E層計 6 7C

5 土 坑

土坑計

調査区―括 1 2

計 0 8 7
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モチーフを描く日縁郡破片。日唇部上端はなでている。

沈線は浅く引かれている。内外面ともに橙褐色。堀之内

式。 2は紐線文を有する日縁部破片。口唇部に 1条細い

紐線を貼付し、指頭押圧を加えている。単節LRの縄文

地に、半載竹管状工具による平行沈線を斜位に施してい

る。日唇部内面には浅い沈線を 1条引く。内外面とも褐

色。わずかに赤色軟質粒子を含む。堀之内式と思われる。

3は胴部破片。単節LRの縄文地に横方向の細い単沈線

を引いている。外面は黒褐色、内面は灰黒褐色。加曽利

B式。 4は無文地に櫛歯状工具を用いて上下方向に蛇行

した文様を描く胴部破片。外面は黒褐色、内面は黄褐色。

1～ 4はいずれも胎土の粒子が細かく透明粒を含む。

Ⅱa層 出土土器 (第 15図 5～ 21)

2～ 4区で土器が出土 しているが、 2区 (5～ 10)

と4区 (11～ 21)出 土のものを図化した。

5は口縁部破片◇単節LRの縄文地に太めの沈線で文

様を描く。内外面ともに表面は橙褐色だが断面は白色を

呈している。胎土に透明粒含む。堀之内式。 6は櫛歯状

工具を用いて文様を描く胴部破片で底部に近い部分。破

片が小さく縄文の有無は不明。胎土には砂質感がある。

外面は褐色、内面は黄褐色を呈する。堀之内式◇ 7は縄

文のみ施文された口縁郡破片。口唇部外端より単節LR

の縄文施文がみられる。口唇部に横方向のなで調整痕が

みられる部分がある。内外面ともに黒褐色を呈している。

土器断面に細かい繊維状の炭化痕が部分的にみられる。

6、 7は胎土に自色粒、透明粒、わずかに赤色軟質粒子

を含む。 8～ 10は胴部破片で同一個体。単沈線により

文様を描く。縦位に 3本単位で沈線を引いて区画し、区

画内では斜位に沈線を引く。沈線はかなり浅い◇外面は

黒褐色、内面は褐色～橙褐色を呈している。胎土に白色

粒、透明粒、赤色軟質粒子を含む。堀之内式。

11は胴部破片。単節RLの縄文地に沈線を垂下させ、

沈線間をヘラ状工具で磨消して無文帯を表出している。

内外面とも表面は黄褐色だが、断面は黒色を呈する。胎

土に白色粒、透明粒、赤色軟質粒子を含む。加曽利 E式。

12は 日縁破片。口唇部は丸 く形成 し、若干内屈させ

ている。口唇部外端は、横方向になで調整による細かい

擦痕がみられる。節の細かい縄文地に単沈線でモチーフ

を描く。底部側の割れ口断面に5mm大 程の楕円形の圧

痕がある。内面は暗褐色で外面は褐色を呈している。胎

土に白色粒、透明粒を含む。堀之内式。13は 日縁部破片。

単節RLの縄文地に沈線でモチーフを描く。口唇部上端

はなでて外削形に形成。内面は橙褐色で外面は褐色を呈

し、胎土に白色粒、透明粒、細かい赤色軟質粒子を含む。

堀之内式。

14は胴部破片。単節LRの縄文地に沈線で三角形あ

るいは菱形のモチーフを描いていると思われる。破片の

下方は底部の形成に伴うなで調整痕が縦方向にみられ、

文様を消している部分もみられる。外面は自味がかった

黄褐色でススが要因と思われる黒斑もみられる。内面は

橙褐色、断面は白色を呈している。胎土に白色粒、透明

粒、赤色軟質粒子を含む。 15は朝顔形深鉢の胴部破片。

幾何学的な沈線による文様の中に充填縄文を施し、それ

以外の部分はよく磨いている。内外面とも黒褐色を呈し、

胎土に白色粒 と金色の雲母をわずかに含む。 16は胴部

破片。単節LRの縄文地に平行沈線を斜位に引いている。

沈線の中にわずかではあるが炭化物の付着がみられる。

内外面とも黒褐色を呈し、胎土に自色粒、透明粒を含む。

14～ 16は堀之内 2式。

17は肩部が算盤玉状に屈曲する器形の胴部破片で、

その屈曲部にあたる。最も屈曲の著しい部分には刻みを

巡らせている。屈曲部の上方に沈線で区画し、単節LR

の縄文を施している。屈曲部の下方にみられる沈線は、

矢羽状の文様を描いていると思われる。胎土に白色粒、

透明粒、赤色軟質粒を含む。土器断面には繊維が炭化し

たような黒色を呈する部分がわずかにみられる。加曽利

B2式。18は縄文のみ施文された口縁部破片◇口唇部

は四角く形成し、上端部は平坦だが、なで調整により若

干窪みがあり、内面には細沈線が 1条巡る。口唇部外端

より節の細かい単節LRの縄文が施されているが、日唇

部外端のなで調整により縄文が消されて無文に見える部

分もある。内面はなで調整痕が良く残る。同一層出土の

破片 4片接合。外面は黒褐色、内面は黄褐色～黒褐色を

呈し、胎土には白色粒、金色の雲母、赤色軟質粒を含む◇

19は胴部破片で、縄文地に沈線を斜位に引く。胎土に

白色粒、透明粒、黒色透明粒、赤色軟質粒を含む。 17

～ 19は加曽利 B tt。

20は深鉢形の底部破片。底面はなでた痕跡がみられ

る。胎土には砂質感があり、断面には繊維が炭化してい
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るような黒色を呈する部分がみられる。21は浅鉢形の

底部破片で内面をよくなでている。20、 21は いずれも

底面が半分破損し、胎土には白色粒、透明粒、わずかに

金色の雲母を含む。

1層出土土器 (第 16図 22～ 40)

1層 は 1次取 り上げで 「B層」 としたものを含む。

22、 23は加曽利 EⅣ式の日縁部破片である。22は単沈

線で横位、曲線に区画した中に縄文を施文。内外面とも

灰褐色。23は横位の沈線に区画された中に縄文を施文。

外面は黄褐色、外面は橙褐色。22、 23と もに縄文は単

節LR、 胎土に白色粒、透明粒、赤色軟質粒を含む。

24は称名寺式の胴部破片。沈線 と列点がみ られる。

内外面とも暗褐色を呈し、胎土に透明粒を含む。

25は 日縁部破片。日唇部に横位の沈線を引いて区画

し、胴部に沈線で文様を描く。内外面とも暗褐色を呈し、

胎土に透明粒、自色粒を含む。堀之内 1式。26は胴部

破片。細沈線で文様を描いた後に非常に節の細かい単節

LRの縄文を施文。内面は灰褐色、外面は黒褐色を呈し、

胎土には白色粒、透明粒を含む。27は櫛描文の胴部破片。

内外面はとも暗褐色を呈し、胎土には白色粒、わずかに

赤色粒を含む。28は注目土器の胴部破片◇沈線でモチー

フを描き、非常に節の細かい単節LRの縄文を施文。内

外面とも橙褐色を呈し、胎土は白色粒、わずかに赤色粒

を含む。26～ 28は堀之内 2式。

29～ 32は胴部破片で縄文地に沈線で文様を描くもの。

31と 32は同一個体。沈線は浅く、半萩竹管状工具によ

る平行沈線と細い単沈線と2種類の沈線がみられる。外

面は黄褐色～橙褐色、内面は褐色～黄褐色を呈し胎土に

白色粒、赤色軟質粒を含む。29も 平行沈線で胎土に自

色粒、赤色軟質粒、わずかに金色の雲母を含む。30は

単沈線で菱形の文様を描く。いずれも堀之内式。

33は胴部破片。縄文地に横位の沈線が引かれている

が、施文されている縄文は明瞭ではなくわずかに確認で

きる程度。内外面とも薄い橙褐色を呈し、胎土に自色粒、

透明粒、赤色軟質粒を含む。34はゆるく内湾 し胴部が

膨らむ鉢形土器の日縁部破片。日唇部上端を平坦に形成

し、回唇部外端よりなで調整による無文帯、その下に単

節LRの縄文を施文している。外面は黒褐色、内面は暗

褐色を呈し、胎土には白色粒を含む。33、 34は加曽利 Btt。

35～ 37は縄文のみ施文された日縁部破片。35は縄文

が非常に浅く明瞭ではない◇外面は黒褐色、内面は暗褐

色を呈する。胎土に白色粒、赤色粒、非常に細かい貝片

を含む。36は 口唇部外端より縄文を施文 している◇縄

文はLRで 0段多条◇外面は暗褐色を呈しススが要因と

思われる黒斑部分もみられる。内面は黄褐色を呈しなで

調整による表面が剥落し、ざらついた質感である。胎土

に白色粒、透明粒、わずかに赤色軟質粒を含む。37は

口唇部外端をなで、その下位から単節LRの縄文を施文

している。補修了しがあり、土器片は孔の中心にかかって

割れている。土器断面の観察から孔が内外面の両方より

穿孔されていることが確認できる。外面は黄褐色、内面

は薄い橙褐色を呈し、胎土に自色粒、透明粒、わずかに

赤色軟質粒を含む。

38は 1層最上部出土の胴部破片で、単節LRの縄文

のみ施文。内外面とも暗褐色を呈し、胎土に白色粒、赤

色軟質粒を含む。

39は 1層 上部出上の胴部破片で、縄文地に沈線が引

かれている。外面は暗褐色、内面は褐色を呈し、胎土に

自色粒を含む。堀之内式。

40は 1層 中部～下部で出土 した胴部破片。単沈線と

その両端を微隆起させて無文帯 と縄文 とを区画してい

る。縄文は単節RL。 外面は黒色、内面は灰色がかった

黒褐色を呈し、胎土に白色粒、透明粒を含む。加曽利 E式。

2層 出土土器 (第 17図 41～第 18図 88)

2層は 1次取 り上げで 「A層」「C層」 としたものを

含む。41～ 43は 中期の土器。41は胴部破片で、横方向

の押引文とその下位に縦位に条線を引いている。内外面

とも橙褐色を呈し、胎土に白色粒、透明粒、金色の雲母、

径 lmm程 の小石を含む。42は微隆起線で縄文部と帯

状の無文部が区画された胴部破片。縄文は単節 LR。 内

外面ともに暗褐色を呈し、胎土に白色粒、透明粒を含む。

41と 42は 加曽利 E式。43は 日縁部付近の破片。内外

面とも橙褐色を呈し、胎土に白色粒、透明粒を含む。44

と45は称名寺式の胴部破片。沈線で文様を描き縄文を

充填している。縄文は単節LRで節が細かい。44は外

面が橙褐色を呈し内面は黒褐色、胎土に白色粒、透明粒

を含む。45は外面暗褐色、内面橙褐色、土器断面は黒

色を呈する。胎土に白色粒、透明粒、黒色鉱物粒、わず
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かに赤色軟質粒を含む。称名寺 I式。

46と 47は波状口縁の波頂部。46は波頂部の上端に押

圧による浅い窪みがある。竹管状工具で刺突を加え、刺

突部分を基点として口縁に沿って横位あるいは縦位方向

に単沈線を引いている。地文の縄文は単節 LR。 外面は

暗褐色で内面は褐色を呈し、胎土に自色粒、透明粒を含

む。47は 口唇部上端を平坦に形成している。口唇部外

端より縄文を施文し、単沈線で蕨手状の文様を描く。外

面は暗褐色～褐色、内面は褐色を呈し、胎土に自色粒、

透明粒を含む。48は胴部破片で縄文地に沈線で文様を

描 く。器壁の厚さは薄く、縄文及び沈線ともに浅 く施

文。内外面とも暗褐色を呈し、胎土に透明粒を含む。49

は日縁部から胴部にかけての破片。頸部に引いた 2本の

沈線で日縁部の無文帯と縄文施文の胴部とに区画してい

る。縄文は沈線間にも若千見られる。単節LRの縄文で

節が細かい。内外面とも黒褐色を呈し、胎土に白色粒、

小石を含む。

50は 日縁部か ら胴部にかけての破片 3片が接合。 こ

のうち 2片は接合痕で割れている。口縁部は緩やかな波

状を呈していると思われる。日唇部上端は平坦気味にな

で調整。日唇郡外端より地文の縄文を施文し、半我竹管

状工具による平行沈線で文様を描いている。縄文は単節

LRで節が細かく、明瞭に押捺されている。内外面とも

に橙褐色～褐色を呈 し、胎土に透明粒を含む。51は波

状口縁部の波頂部に近い部分の回縁部破片。口唇部上端

はなで調整で平坦に形成している。口唇部外端より地文

の縄文を施文し、波頂部を中心に沈線で文様を描いてい

る。日唇部に沿つて横位に引いている沈線と、その下位

に円形や斜位に引いている沈線とでは異なる工具を用い

ている。縄文及び沈線ともに浅く施文。内外面は橙褐色

～暗褐色、黄褐色を呈し、胎土に自色粒、透明粒を含む。

52は波状口縁部の波頂部。波頂部の日唇部上端はなで

調整で平坦に形成し、傾斜している部分は口唇部を四角

く形成し上端に浅い沈線を引いている。波頂部に先端の

尖った工具で刺突し、その刺突部分を中心に沈線で同心

円を描き、横位に引いた沈線下に縄文が施文されている。

内外面とも黄褐色を呈し、胎土に透明粒、赤色軟質粒を

含む。

53は 口縁部破片。 日唇部外端より少し下がった位置

に刺突が加えられ、刺突部分を中心に沈線で文様を描く。

口唇部は外削状に形成。日唇部上端に短い単沈線がみら

れる。刺突部分の左右には平行沈線が引かれ、櫛歯状工

具によると思われる条線で文様を描く。内外面とも黄褐

色を呈 し、胎土に自色粒、透明粒を含む。54は縄文の

み施文されている破片。真上から円形に押圧し、その影

響で粘土が外面に突出している。内外面ともに暗褐色を

呈し、胎土に自色粒、透明粒を含む。

55は胴部破片。単節LRの縄文地に沈線を引いてい

る。沈線間には細い半蔵竹管状工具をU字状に器面に押

し当て、上から下に向かって少しずつ引き、列点のよう

な文様を表出している。外面は黒褐色、内面は暗褐色を

呈している。胎土には自色粒が日立ち、透明細粒、径 2

mm程 の小石、貝片 と思われる白色の砕片を含む。56

は胴部破片。縄文施文後、縦位に粘土紐を貼付し、沈線

で区画文を描く。縄文は単節LRで節の中に炭化物の付

着がみられる。外面は黒褐色、内面は暗褐色を呈し、胎

土に自色粒、透明粒、貝片と思われる白色の砕片を含む。

55と 56は ともに器壁が薄く、胎土は近似している。

57は把手部分の破片。内外面はなで調整で無文。上

面は 8の字状に形成。 8の字状の丸く窪ませている部分

には先端の尖った工具で刺突を入れている。 8の字の両

脇の回唇部上端に沈線が入る。内外面ともに橙褐色を呈

し、胎土に自色粒、透明粒を含む。58は縄文のみ施文

された口縁部破片。口唇部はなで調整で外削状に形成。

縄文は単節LR。 外面は黒褐色、内面は褐色を呈し、胎

土に白色粒、透明粒、わずかに赤色軟質粒を含む。46

～ 58は堀之内式で 50～ 52は堀之内 2式。

59は 日縁部破片。 日唇部外端より単節LRの縄文が

施文され、横位に単沈線を引いている。内外面とも褐色

を呈し、胎土に白色粒、透明粒を含む。加曽利 B式。

60と 61は、櫛歯状工具による条線で文様を描く胴部

破片。60は 同一層出土の 3片が接合。内外面とも橙褐

色を呈 し、胎土に白色粒、透明粒を含む。61は密に条

線を引いている。下端は接合痕で割れており、その断面

には筋の入つた種子圧痕がみられる (写真 66)◇ 内外面

とも黄褐色を呈し、胎土に白色粒を含む。堀之内式。

62～ 66は縄文のみ施文された破片で、日縁部破片は

いずれも日唇部上端から外端にかけて丁寧になで調整を

施 している。62は 日唇部外端から縄文が施文されてい

るが、日唇部のなで調整で縄文が消されている部分もあ
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る。縄文は複節LRLに みえるが、押捺が不明瞭である。

堀之内式。63の縄文はRLと思われるが不明瞭である。

内外面とも暗褐色を呈し、胎土に白色粒、透明粒を含む。

64は 口唇部をなで調整で外削状に形成。縄文は単節 L

R。 内外面ともに暗褐色を呈し、胎土に白色粒、透明粒、

貝片と思われる自色の砕片を含む。65は縄文をしっか

りと器面に押捺し、その影響で表面が凸凹している。口

唇部は内外端ともよくなで調整され丸みを帯びた三角形

に形成されている。内外面ともに橙褐色を呈しているが、

断面は薄黒い色調。胎土に自色粒、赤色軟質粒を含む。

多条縄文で LR。 66は胴部破片で無節 Lが施文されて

いる。外面は黒褐色、内面は褐色を呈し、胎土に自色粒、

透明粒を含む。

67～ 74は無文の破片。回縁部破片の中には波状を呈

するものもあると思われるが、破片が小さいため明瞭

に判別できないものが多い。67、 68、 72は丁寧になで

調整が施され表面が滑 らかである。67は 口縁部破片で、

外反する。内外面とも黒色を呈し、胎土に透明粒を含む。

68は 口縁部破片。接合痕で割れている。外面は橙褐色、

内面は黄褐色を呈 し、胎土に透明粒を含む。69は 口縁

部破片で、外面黒褐色、内面褐色を呈し、胎土に透明粒

を含む。70は 内傾する日縁部破片。口唇部上端を平坦

に形成している。外面に横位のなで調整痕みられる。内

外面ともに暗褐色を呈 し、断面は黒色。胎土に自色粒、

透明粒を含む。71は 口縁部破片。外面暗褐色、内面黄

褐色を呈し、外面にはわずかに炭化物が付着している。

胎土に自色粒、透明粒、金色の雲母を含む。72は 口縁

部破片でくの字に形成し、日唇部に円形の押圧を加えて

いる。内外面ともに横方向のなで調整痕が明瞭に残る。

外面は橙褐色、内面は乳白色を呈し、胎土に白色粒、透

明粒を含む。同一層の破片が 3片接合。73は波頂部で、

破片の下方には浅い沈線のようなくばみがみられる。外

面は黒色、内面は灰黒色を呈し、胎土に透明粒を含む。

74は径 10 cmの底部破片。底面はへら状工具で丁寧に

なで調整を施す。内側底面より2cm程 上位の位置から

口縁側の破損部分にかけて炭化物の付着があり、この土

器が煮炊きに使用されたものと判断できる。外面は暗褐

色、内面は橙褐色～黒色を呈し、胎土に自色粒、透明粒、

赤色軟質粒、径 2mm程 の小石を含む。

75と 76は 2層上面出土。75は胴部破片。単節LRの

縄文地に、沈線で半円形～円形に近い形を連続して描く。

縄文は非常に浅く施文されている。沈線も浅く、線が筋

状に見える部分もある◇外面は暗褐色、内面は黒色を呈

し、胎土には白色粒、透明粒を含む。堀之内式。76は

回縁部破片。口唇部形態は四角く形成され、縄文が施文

されている。縄文の節は 77や 79に 比べると角ばって撚

りが粗い感じである。内外面ともに橙褐色を呈し、胎土

には白色粒、透明粒を含む。

77は 2層上部出土の胴部破片。単節RLの縄文地に

沈線を引いている。外面は暗褐色、内面橙褐色を呈し、

胎土に白色粒、透明粒、赤色軟質粒を含み、砂質感があ

る。堀之内式。

78は深鉢形土器の口縁部か ら胴部。縄文のみ施文。

破損部分も多いが、口縁部と胴部の残存部分をもとに器

形復元できた。胎土が非常に脆弱で、取 り上げ中にも数

片に分割。 2層上面出土の 18片 に 2層 出± 5片、 3層

出± 2片の破片が接合した。口唇部はなで調整により丸

味のある形状を呈している。縄文は口唇部外端より胴部

中程まで施文され、そこから下位の無文部分には、へら

状工具による縦位方向のなで調整痕がみられる◇口唇部

においては、なで調整により縄文が消されている部分も

みられる。節の細かい単節RLの縄文が浅く施文されて

いる。外面は黒色、内面は黄褐色を呈し、胎土に自色粒、

赤色軟質粒を含む。内外とも表面は硬質でなめらかであ

るが、断面には砂質感がある。水分を含むと崩れるよう

に割れ、土器成形後の焼成段階で粘土自体に十分に火が

通っていない生焼けのような質感である。

79は 2層上部の土器片 3片、 2層中部の土器片 1片

が接合した胴部破片。縄文のみ施文されており、上端は

接合痕で割れている。方向を変えて単節LRの縄文を施

文している。外面は黄褐色、内面は薄い橙褐色を呈し、

胎土に自色粒、透明粒、赤色軟質粒、径 5mm程 の小石

を含む。堀之内 1式。

80は 2層 中部出土の口縁部破片。単節LRの縄文の

み施文。内外面とも褐色を呈し、胎土に自色粒を含む。

81は 2層下部出土の口縁部破片。無文で内外面とも

灰褐色を呈し、胎土に自色粒、透明粒を含む。

82は底部破片。 2a層 (3層 直上)出土の底面と2

層上部の胴部 2片が接合。底径 9,7cm。 底面から胴部

にかけては反り気味に立ち上がり、胴部には縦位方向に
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へら状工具でなでた調整痕がみられる。底面にもへら状

工具で丁寧になで調整し、表面は滑らかである。内面隅

には、縁に沿ってなでた調整痕がみられる。底面から2

cm程上位の位置から口縁側の破損部分にかけて炭化物

の付着があり、煮炊きに使用されたことがわかる。外面

は橙褐色、内面は暗褐色を呈し、胎土に自色粒、透明粒

を含む。

83は堀之内 1式。 口縁部が緩 く外反して胴部が膨 ら

む深鉢形土器の口縁部から胴部。 2a層 出土の比較的大

型の破片に、剥ざ取 り面一括出土の胴部破片が接合して

いる。さらに貝層剥ぎ取 り断面中には、この 2片に接合

する口縁部破片がある。地文に単節 LRの縄文施文し、

単沈線で文様を描く。日縁部は 3単位の緩やかな波状を

呈する。波頂部には 2か所の突起を形成し、そこから頸

部にかけてV字状に沈線を引く。緩く括れた頸部に沈線

を引いて胴部には蕨手状のモチーフを描く。日唇部は波

頂部の突起部分に刺突を加え、そこから縁に沿って沈線

を引いて、 くの字状に形成している。突起部分には指頭

状押圧を加えたり、指頭状押圧に刺突を加えたり、刺突

のみ加えているのがみとめられ、刺突は細い棒状工具を

用いていると思われる。突起の上端は軽い押圧により平

坦。内面にはなで調整痕が明瞭にみられる。口縁部断面

に径 3mm程 の圧痕が見 られ、圧痕部分のみ黒く炭化し

ている。外面は黒褐色、内面は褐色を呈し、胎土に透明

粒、赤色軟質粒、貝片と思われるような)F常に細かい白

色の砕片を含む。

84～ 86は 2a層 出上の破片。84は 口縁部で縄文のみ

施文されている。縄文は単節LR。 内面にはコゲの痕跡

と思われる細かい点のような黒色の付着物がみられる。

外面は黒色、内面は褐色を呈し、胎土に自色粒、透明粒、

黒色鉱物粒を含む。85は胴郡破片で、上端は接合痕で

割れている。単沈線を横位に何本も引き、その下位に単

節LRの縄文が施文されている。外面は黄褐色～黒色、

内面は黄褐色を呈し、外面には貝のカルシウム分に似た

付着物がみられる。胎土に透明粒と白色粒をわずかに含

む。86は胴部破片で 33の破片の下に重なって出土した。

単節LRの縄文施文。内外面とも褐色を呈し、胎土に自

色粒と透明粒を含む。

87は 2a層下部出土の胴郡破片。沈線で区画した中

に単節LRの縄文が施文されている。称名寺式。

88は底部で 2a層下部 1片、 2層 2片、 3層 1片が

接合している。底径は推定で 13.2cm。 底面から胴部

に若干外反気味に立ち上がる。内外面および底面ともに

よくなで調整されている。外面は黄褐色～黒褐色、内面

は橙褐色を呈し、胎土に白色粒と透明粒、貝片と思われ

る自色の砕片を含む。

3層出土土器 (第 19図 39～ 113)

3層 は 1次取 り上げで 「D層」としたものを含む。89

は口縁部破片。微隆起線で縄文部と帯状の無文部を区画

している。縄文は単節 LR。 内外面とも黄褐色を呈し、

胎土に自色粒、透明粒、赤色軟質粒を含む。加曽利 E式。

90と 91は称名寺式の胴部破片。単沈線でモチーフを

描き列点を入れる。90は内外面とも橙褐色を呈し、胎

土は白色粒を含み、砂質感がある。91は縄文が施文さ

れているが明瞭ではない。外面は暗褐色、内面は乳白色

を呈し、胎土に自色粒、赤色軟質粒を含む。

92は 口縁部破片。回唇部に深 く沈線をいれる。その

下位には縄文地に単沈線で文様を描く。縄文は単節LR。

外面は橙褐色、内面は黄褐色～暗褐色を呈し、胎土に自

色粒、透明粒を含む。堀之内式。93は 口縁部破片で縄

文地に単沈線で文様を描く。縄文は節の細かい単節LR

で器面に明瞭に押捺されている。内外面ともに暗褐色を

呈し、胎土に自色粒、赤色軟質粒を含む。堀之内式。94

は胴部破片。単節LRの縄文地に、平行沈線で文様を描

く。外面は暗褐色、内面は赤褐色を呈し、胎土に白色粒、

透明粒を含む。堀之内式。95は胴部破片で、上端は接

合痕で割れている。沈線と縄文が施されているが、縄文

は不明瞭である。沈線は櫛歯状工具を用いている。外面

はススの付着で黒色、内面は黄褐色を呈し、貝のカルシ

ウム分 と思われる自色の付着物がみ られる。胎土には

白色粒、赤色軟質粒を含む。堀之内式。96は胴部破片。

単節LRの縄文地に、半我竹管状工具による平行沈線で

蛇行文を描いているようである。内外面ともに暗褐色を

呈 し、胎上には自色粒を含む。堀之内式。97は胴部破

片で、縄文地に沈線で文様を描く。沈線は深く引いてい

る。外面は黒色、内面は褐色を呈し、胎土には自色粒、

赤色軟質粒を含む。堀之内式。98は胴部破片で、縄文

地に沈線で文様を描 く。縄文及び沈線ともに浅く施文◇

外面は黒褐色、内面は橙褐色を呈し、胎土には自色粒、
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透明粒、黒色鉱物粒、赤色軟質粒を含む。堀之内式。99

は胴部破片。単節LRの縄文地に沈線で文様を描く。内

側の表面は系」落し、貝のカルシウム分の付着がみられる。

外面は暗褐色、内面は黄褐色を呈し、胎土に自色粒、透

明粒、わずかに赤色軟質粒を含む。堀之内式。100は胴

部破片で同一層の 2片接合。単節LRの縄文地に、沈線

で幾何学文様を描く。下方は文様が施されなくなり、な

で調整により無文になっている。内外面ともに暗褐色を

呈し、胎土に白色粒を含み、砂質感がある。堀之内式。

101は 口縁部破片。なで調整を施し、無文。外面は褐色、

内面は暗褐色を呈し、胎土に透明粒、わずかに赤色軟質

粒を含む。堀之内式。102は縄文のみ施文された口縁部

破片。下端は接合痕で割れている。日唇部は上端から外

端にかけてなで調整。縄文は浅く施文され不明瞭。内面

には細沈線が 1条引かれている。内外面は黄褐色で、断

面は黒色を呈している。胎土に自色粒、透明粒、黒色鉱

物粒、わずかに赤色軟質粒を含む。堀之内式。

103は 口縁部破片で、口唇部を肥厚させている。縄文

地に単沈線で文様を描いている。縄文は浅く押捺されて

いる。沈線のくぽみ部分に細かな筋状の痕跡がみられる。

外面は黒色、内面は自みがかった黒色で口唇部は橙褐色

を呈し、胎土に白色粒を含む。加曽利B2式。 104は縄

文のみ施文された口縁郡破片。波状回縁部の波頂部に近

い部分と思われる。縄文は無節 R。 外面は黒褐色～褐色、

内面は赤褐色を呈し、胎土に自色粒を含む。

105～ 110は 3層上面出土。 105は 日縁部破片。肥厚

した口唇部の下位に単節RLの縄文が施文されている。

外面は暗褐色、内面は褐色を呈し、胎土に自色粒、透明粒、

細かい金色の雲母、径 2mm程 の小石を多く含む。加曽

利 E式。

106は櫛描文の胴部破片。底部に近く、文様が施文さ

れなくなる部分。縦位方向になで調整痕みられる。条線

は櫛歯状工具で文様を描いている。内外面とも暗褐色を

呈し、胎土に自色粒、透明粒、径 3mm程 の小石を含む。

107は胴部破片。底部付近で文様が途中で施されなくな

り、なで調整により文様が消されている部分もみられる。

縄文地に細沈線を引いているのがわずかにみられる。外

面は黒褐色～4tBJ色、内面は赤褐色～暗褐色で全体的に自

味がか り、斑状に赤褐色を呈している部分もみられる。

胎土には透明粒を含む。

108は縄文のみ施文された口縁部破片の波頂部◇口唇

部上端は丁寧になでている。内面はなで調整により凸凹

している。日唇部外端より単節LRの縄文がしっかりと

押捺されている。縄文施文による器面の粘土の盛り上が

りや 1回の施文単位が明瞭な部分があり、器面が比較的

軟らかい段階で押捺されたと思われる。外面は褐色、内

面は黄褐色～橙褐色を呈し、胎土に白色粒、透明粒、赤

色軟質粒、径 lmm程 の小石を含む◇

109は 口縁部が緩く内湾し、胴上半部が膨らみ、底部

までほぼまっすぐにすぽまる深鉢形の口縁部から胴部に

かけての部分。口縁部はゆるやかな波状を呈し、その波

頂部分にあたる。波頂部には 2つの山形の突起を形成。

突起間には 1本沈線を引き、その両側の口唇部上端及び

外端に刻みを 6本ずつ入れる。山形の突起から波底部に

向かう口唇部においては、突起上に刺突を加え、そこか

ら縁に沿って沈線を引く。胴部においては地文縄文に単

沈線でV字状、波頂部の下に渦巻き状の文様を描く。沈

線の両縁に盛 り上がった粘土が器面のなで調整により沈

線の窪みに入 りこんだと思われる部分がところどころに

みられる。また、施文されている縄文を消して、無文の

部分を表出しようとしたと思われる部分もみられる。指

でなでたような筋も認められる。内面はなで調整により

滑らか。内外面ともに橙褐色～褐色を呈し、外面にはと

ころどころに薄い黒斑がみられ、断面は暗褐色。胎土に

は透明粒、自色粒、赤色軟質粒、貝片と思われる白色の

砕片を含む。器形や文様に綱取式の影響がみられる。堀

之内 1式。

110は 3層 上面でまとまって出土した 4片 に、 3層中

出土の 1片が接合。波状口縁を有する深鉢形土器の口縁

部から胴下部。日唇部はなで調整により外削ぎ状に形成。

波頂部には口唇部上端のやや内面側に軽い押圧を加えて

いる。縄文は単節LRを器面全体に施文しているが、波

頂部から 16 cm程 下の胴下部から下には縄文を施文せ

ず無文となり、底部から縦位のなで調整がみられる。無

文の部分にはススが要因と思われる黒斑がみられる。内

面でも波頂部から約 3cm下 がった位置から約 6cm下

までの間にコゲと思われる細かな黒斑がみられる。外面

は暗褐色、内面は赤褐色を呈し、胎土に白色粒、透明粒、

赤色軟質粒、わずかに径 1～ 2mm程 の小石を含む。出

土状況や器形などか ら堀之内 1式に相当すると思われ
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る。

111と 112は 3a層上部出土の胴部破片。111は櫛描

文。外面は褐色、内面は暗褐色を呈し、内面にはコゲの

付着がみられる。胎土に白色粒、透明粒、赤色軟質粒を

含む。 112は単節LRの縄文のみ施文。外面は暗褐色、

内面は褐色を呈し、胎土に自色粒、透明粒、わずかに赤

色軟質粒を含む。

113は 3b層 出土の胴部破片。単節LRの縄文地に、

沈線で文様を描く。外面は黒色、内面は黄褐色を呈し、

胎土に自色粒、透明粒、赤色軟質粒を含む。堀之内式。

4層 出土土器 (第 20図 114～ 122)

1次取 り上げで 「F層 Jと したものを含む。

114は胴部破片。単沈線で区画し、縄文を施文してい

る部分と無文の部分とがある。縄文は単節RL。 外面は

褐色、内面は黒色を呈し、胎土には透明粒を含む◇加曽

利 E式または称名寺式と思われる。

115は 口縁部破片。内外面ともに器面の調整痕がよく

残る。櫛歯状工具で紡錘形のモチーフを描く。外面は暗

褐色、内面は橙褐色～暗褐色を呈し、胎土に白色粒、透

明粒、赤色軟質粒を含む。堀之内 1式。116は胴部破片で、

櫛歯状工具で紡錘形のモチーフを描く。 lη 5と 同一個体

の可能性が高い。外面は褐色、内面は黒褐色を呈し、胎

土に透明粒、赤色軟質粒を含む。堀之内式。 117は胴部

破片◇単節LRの縄文地に、沈線で文様を描く。内外面

とも暗褐色を呈し、胎土に白色粒、透明粒を含む。

118、 119は縄文のみ施文されている破片。118は胴部

で、単節LRの縄文を施文。外面は暗褐色、内面は白味

がかった褐色を呈し、胎土に白色粒、赤色軟質粒を含む。

119は 口縁部で、単節LRの縄文を施文。外面は黒褐色、

内面暗褐色を呈し、胎土に自色粒を含む◇

120と 121は底部。 121は逆位で出土し、破砕巻貝が

混入していた。径 11.6cm。 底面、胴部は丁寧になで

ている。内面は同心円状によくなでている。外面は暗褐

色～黄褐色、内面は白味がかった褐色～黒褐色を呈し、

胎土には白色粒、透明粒、赤色軟質粒を含む。122は無

文の胴部破片。器面は横位方向になで調整痕がみられる。

外面は暗褐色、内面は黒褐色を呈し、胎土には白色粒、

赤色軟質粒を含む。

4区貝層一括出土土器 (第 20図 123～ 125)

123、 124は貝層剥ざ取 り区より出土した破片。123は

口縁部破片で、波状口縁の波頂部に近い部分。外削状に

形成した口唇部に、沈線で円形を描いたり刺突を入れ、

胴部は沈線と縄文とで文様を描く。内外面ともに暗褐色

を呈し、胎土には白色粒、赤色軟質粒を含む。124は胴

部で粘土紐を縦位に貼付し、縄文地に沈線で文様を描く。

内外面ともに橙褐色を呈し、胎土には自色粒、透明粒を

含む。堀之内式。

125は 4区 f及び gの壁面清掃時に出土した口縁部破

片。口唇部は外削状に形成し、地文縄文に刺突を 2ヶ 所

入れて 8の字状を表出したり沈線を引く。縄文は単節L

R。 内外面ともに暗褐色を呈し、胎土には透明粒を含む。

堀之内 1式。

上坑出土土器 (第 20図 126)

胴部破片 1片のみ出土。縄文地に沈線を引いている。

外面は暗褐色、内面は乳白色を呈し、胎土には黒色鉱物

粒を含む。

E層出土土器 (第 21図 127～ 144)

127、 128は加曽利 E式の破片。 127は 日縁部で日唇部

は無文で、微隆起線より下に単節LRの縄文が施文。外

面は橙褐色、内面は黄褐色を呈し、胎土に自色粒、まば

らに赤色軟質粒を含む。 128は胴部破片。沈線で区画し

た中に単節 LRの縄文施文。内外面とも橙褐色を呈し、

胎土に自色粒、赤色軟質粒を含む。

129は称名寺式の胴部破片。沈線で文様を描き列点を

施す。外面は褐色、内面は橙褐色を呈し、胎土には白色

粒、赤色軟質粒、径 2～ 3mm大 の小石を含む。

130は胴下部の破片。縄文地に沈線で文様を描く。外

面は橙褐色、内面はコゲの付着により黒色を呈する。胎

土には白色粒を含む。131は胴部で、櫛歯状工具による

条線で文様を描く。内外面ともに暗褐色を呈し、胎土に

は白色粒、赤色軟質粒を含む。堀之内 1式。 132は 口縁

部破片。同一層の 2片接合。口唇部は上端を平坦気味に

なで調整し、外端より単節LRの縄文を施文。内面には

lcm幅 の非常に浅い沈線が 1条入る。横位に筋のよ

うな線がかすかにみられ、非常に浅い沈線が引かれてい

る可能性が考えられる。内外面ともに暗褐色を呈し、胎
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土には白色粒、赤色軟質粒、径 2～ 4mm大 の小石を含

み、砂質感がある。

133～ 137は E-1層 出土。133は 口縁部。口唇部は

無文で微隆起線より下に縄文が施文されている。内外面

ともに乳白色を呈し、胎土に自色粒を含む。中期。

134は 口縁部破片。波状口縁の波頂部。櫛歯状工具に

よる条線で文様を描く。内外面ともに暗褐色を呈し、胎

土に自色粒を含む。堀之内式。 135は胴部破片。同一層

の 2片接合。粘土紐を貼付した区画内に文様を描く。地

文縄文に粘土紐 (縦位及び横位)を貼付し、粘土紐の交

差部分に円形の粘土を貼付し、沈線を引いた後、縦横の

粘土紐上には刻みを、円形の粘土貼付部分には刺突を加

える。縄文は単節LRと思われる。外面は暗褐色、内面

は黄褐色～暗褐色を呈し、胎土には白色粒、わずかに赤

色軟質粒を含む。堀之内 2式。

136は胴部破片。節の細かい縄文地に、沈線で文様を

描く。縄文は単節 LR。 内外面ともに暗褐色を呈し、胎

土に自色粒、透明粒を含む。堀之内式。 137は胴部破片。

櫛歯状工具により条線を引いている。外面は暗褐色、内

面は黄褐色を呈し、胎土に白色粒を含む。

138～ 144は E-2層 上面出土。 138は胴部破片。頸

部が括れる深鉢形土器の頸部。括れ部には横位に単沈線

を 2条引き、沈線上に加えた刺突部分を基点に胴下半方

向へ沈線で文様を描く。刺突部分は、先に粘土を貼付し、

竹管状の工具で 2ヶ 所連続して入れ 8の字状の形を表出

している。地文の縄文はLRで 0段多条と思われる。胴

部文様は、 8の字状を基点にして縄文地に蕨手状のモ

チーフを描いていると思われる。頸部より上位の無文郡

分は横位方向のなで調整痕がみられる。内外面とも淡褐

色を呈し、胎土に白色粒を含む。堀之内 1式。 139は胴

部破片。縄文地に沈線で文様を描く。縄文は単節 RL。

外面は暗褐色、内面は褐色を呈し、胎土に自色粒、赤色

軟質粒を含む。堀之内式。

140は把手を有する壼形土器の把手付近の破片。全体

的に丁寧になで調整が施され、表面は滑らかである。把

手と連結して大きな円形の窪みを有する円柱形の貼り付

けがある。円形の窪みは、入り口部分の径よりも内部の

径の方が若干大きい。円柱の上面はC字状に縁辺を整え、

刺突を基点に円形の縁と窪みとのあいだに沈線を引いて

いる。円柱形の貼 り付け部分の片側は欠損しているが、

欠損部分の状態や把手と円柱形の貼り付け部分にみられ

るヒビの入り方等から、欠損側にも同じ形の把手がつき、

さらに土器の左右に同様の把手や貼 り付けがあつたと思

われる。把手はその中心に幅広の深い沈線が入り、沈線

の両側には 2ヶ 所刺突を入れている。胴部には沈線で曲

線状の文様を描き、ところどころ基点となる位置に刺突

を加えている。内外面ともに褐色を呈し、胎土に自色粒、

透明粒、赤色軟質粒を含む。下端の断面に種子痕と思わ

れる筋の入った楕円形 (0,7× 1.2cm)の窪みがみられ、

窪みとその周囲が黒色に変色している。堀之内式。

141～ 144は縄文のみ施文されている破片。141は胴

部破片で日縁部に近い部分。節の細かい単節LRの縄文

が施文されている。内外面とも暗褐色で、断面は橙褐

色を呈し、胎土に白色粒、透明粒を含む。加曽利 B式。

142は 口縁部破片。波状日縁の波頂部に近い部分。口唇

部は丁寧になで調整が施されている。縄文は単節 LR◇

外面は橙褐色、内面は黄褐色を呈し、胎土に自色粒を含

む。143は胴部破片。無節 R?。 外面は暗褐色、内面は

黄褐色を呈し、胎土に自色粒を含む。

144は 同一層出土の 3片が接合。胴部破片で底部に近

い部分。文様は途中で施文されなくなり、底部からの縦

位方向のヘラ状工具によるなで調整痕がみられる。縄文

は単節LRで方向を変えて施文。内外面ともに褐色を呈

するが、上位の破片の側断面は黒色、内面の下方はコゲ

による黒色部分がみられる。胎土には白色粒、透明粒、

赤色軟質粒、径 2mm程 の小石を含む。赤色の小石が目

立つ。

写真 69 E層 出土土器 (1)
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土製品

今回の調査で出土した土製品は縄文時代の土器片錘 4

点、縄文時代以外では管状土錘 2点、泥面子 1点である◇

土器片錘 (第 22図 145～ 148)

完形のものはない◇縄文土器の破片に細い工具を用い

て切目をつけ、破片の周囲を磨 り、隅丸長方形あるいは

楕円形に整形している◇出土した資料は全て切目が 1ケ

所のみ残存し、もう片方が欠損している。切目の入れ方

は 3点が破片断面に対して直行しているが、 1点は破片

断面に対して斜めの角度で入いる (148)。 使用されてい

る破片の部位は全て胴部。

145は 3区 Ⅱa層より出土。全林の 3分の 2程度が残

存していると思われる。切目のある上面と左側断面には

磨つた跡が見 られる。単節LR縄文が施文されている。

幅は 4.Ocm、 残存部の重量は 17.6g。 146は 4区 3

層出土。全体の 3分 の 2程度が残存 していると思われ

る。単節LRの縄文が施文されている。残存部の重量は

119g。 147は 4区 4層上面出土。完形に近い。片方 (図

中の下側)の切日付近が欠損しているものの切目の端が

ほんのわずか確認できる。切目が入いっている側の断面

には磨った跡がみられる。複節RLRが 施文されている。

幅は 3.8 cm、 残存部の重量は24.4g。 148は 2区 E層 出土。

残存部分がわずかだが、断面を磨っている痕跡がみられ

る。器面には縄文と沈線とが施文されている。残存部の

重量は 126g。

管状土錘 (第 22図 152)

I層から2点出土し、そのうち 1点を図化した。 2点

とも球状を呈し、未図化の資料はちょうど縦半分に割れ

ている。152は高さ 2.9cm、 径 2.9cm、 重量 18.7g。

器面には棒状工具の側面が押しあてられたような窪みが

みられる。図中上面の孔の縁辺には、球状になで調整し

た際についたと思われる擦痕がみられる。

泥面子 (第 22図 153)

I層より出土。高さ 2.4cm、 幅 1.7cm。 狐の形を

した人形型。粘土を型押しして素焼きしている。斜線は

破損している部分。近世以降。

石 器

出土した石器はすべて縄文時代に相当する。磨石 2点、

敲石 1点、 2次加工石器 1点、剥片・砕片 6点である。

図化していないものも含めて法量、石材については表 7

に掲載した。

2次加工石器 (第 22図 149)

149は 2次加工石器。縦長の剥片に対して求心状に剥

離が入 り、下の部分に折れが認められる。黒曜石製。 I

層出土。

敲石 (第 22図 150)

全体の 4分の 1程度が欠損している。中心部に敲打痕

が残る。全体的に砂質感が強く触ると表面がボロボロと

砂が落ちる感じである。結晶片岩製。 I層 出土。

磨石 (第 22図 151)

2点出土し、そのうち 1点 を図化した。151は敲打に

より平坦になった側面を有する楕円礫。表裏面は磨減し

ている。表面には磨滅部分の上に一部重なって研磨によ

る楕円形の窪みを有する◇窪みには長軸方向に平行して

細かい筋状の擦痕がみられる。その用途の一つとして、

骨角器等の研磨に使用された可能性も考えられる。全体

的に平滑である。安山岩製。 I層出土。

剥片・砕片

剰片は 1点、砕片は 5点出土している。砕片はすべて

動物遺体サンプルの水洗選別で採集された (表 8)。

2 土製品・石器
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第 22図 出土土製品・石器

表 7 出土石器観察表

長さ、幅、厚さcm、 重量は g。

表 8 出土破片集計表

「5 mmJ「2.5mm」 「lm飢」は水洗資料の採集メッシュ。
5mmは貝サンプル全て、25mm、 lmmは動物遺体サンプルのみを対象。

^‖
153 1j詈

図版番号
出上位置

長 さ 幅 厚 さ 重量 種類 石 材
小グリッド 層位

149 I層 41 二次加工石器 黒曜石

150 I層 2787 讃石 結晶片岩

I層 2885 磨石 安山岩

未図化 4区 f 3層 2412 磨 石 安山岩

未図化 I層 1 剥片 馬暗

層位 5mm 25 mm lmm 計 石材

1層 1 黒曜石

2層 1 黒曜石 (2点 とも)

3層 1 チャー ト

4層 1 チャート

計 1 4
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貝 製 品

貝製品 13点、穿孔貝 6点、貝輪未成品 1点が出土した。

このうち穿孔貝 1点 (172)以外は、すべて貝層サンプ

ルおよび動物遺体サンプルの水洗選別 5mmよ り採集さ

れた。

貝刃 (第 23図 154～ 166)

13点 出土 し、そのうち 4点は欠損品または破片であ

る。 2点が 2区、11点 が 4区より抽出された。出土層

位は 2区が E層 (2点 )、 4区は 2層 (4点 )、 2a層上

部 (3点 )、 2a層 中部 (1点 )、 3層 (1点 )、 3a層

上部 (2点 )。 素材はすべてハマグリで、左右が判別で

きるものでは右殻、左殻ともに 5点ずつある。貝の大き

さは殻長 49cm～ 75cmま でみられ、6.Ocm前後

の貝が多い。刃部はいずれも内面からの打撃あるいは押

圧によって作出されている。稲敷市福田貝塚で出土して

いる、腹縁の裏側を剥離 して刃部とした個体はなかっ

た。また、A貝塚で剥身傷の可能性ありとされた (註)、

後背縁寄 りの腹縁にのみ剥離が看取される個体もなかっ

た。

156で は腹縁の前縁～中央よりに、155で は中央～後

背縁よりに剥離が施される。157では腹縁中央部分に刃

部が作出される。 154、 158、 159、 160、 161、 162、 164

では、腹縁全体にわたって剥離が施され、刃部が作出さ

れている。 これ らのうち、 160、 162で は刃部が平坦に

なる程著しい磨耗が観察され、160では平坦になった部

分で刃部に直行する線状痕が認められた。

剥離を観察すると、金子浩昌が指摘したように殻皮の

外層と内層では異なった剥離の仕方をしている (金子

1976)。 特に 157、 158、 160、 162、 164な どでは外層が

大きく剥がれているが、これが一度の加撃によって、刃

部とともに作出されたものなのか、あるいは刃部作出の

ための二次的な細部加工に先立って、殻皮を粗く剥ざ取

る (長谷川 1991)意図があったものなのかは判断でき

なかった。

3.貝製品・骨角器

註 『茨城県稲敷郡美浦村 陸平貝塚』 (2004)の

P38、 40(第 19図 202、 203、 204)、 41

引用文献

金子浩昌 1976「第 11章 加曽利南貝塚の骨・角・貝製品」

『加曽利南貝塚』中央公論美術出版 pp.150172

長谷川豊 1991「第 6節 貝製品」『茨城県福田 (神明前)

貝塚』古代學協会 pp 108 187

穿孔貝 (第 24図 167～ 172)

貝殻に穿孔が施されたもので、全部で 6点検出された。

出土層位は 1層及び 2層。 172のみ調査時に現地で取 り

上げた。いずれの穿孔貝も内面からの打撃により孔が開

けられている。孔は 1つ のものが多いが、 2つ開けられ

ているもの (172)が ある。貝の種類はハマグリとシ本

フキで、貝の大きさは貝刃に比して小型である。

穿孔の位置は貝の左殻及び右殻には関係なく、殻頂部

付近、貝殻の中央部、縁辺付近とさまざまで、孔の大き

さも径 3mm程 の小さなもの (168)か ら径 2cm程 の

大きなもの (169)ま である。穿孔は何回か穿孔工具の

位置を変えて打撃を加えているものが殆どで、いずれも

孔の縁辺は凸凹しているが、中には凸凹が著しく孔が四

葉のクローバーのような形のもの (170、 172)も みられ

る。また、何度も穿孔具の位置を細かくずらして打撃を

加えたような細かい凸凹の割れ日がみられるもの (170、

171)も ある。いずれの穿孔貝も孔の縁辺を磨っていな

い。そのために凸凹の鋭利な割れ口が残る◇例えば 172

の殻頂部に近い位置に穿孔されている孔からは、比較的

細い刺突具が穿孔に用いられたことが考えられる。

図には表現していないが 168～ 1711こは貝の表面にカ

ルシウム分の付着がある。

員輪未成品 (第 24図 173)

2層 より検出された。173はベンケイガイの左殻を用

いていると思われる。殻頂部付近しか残存していない。

殻頂部付近から大きく孔を開けているが、割れ口を研磨

した痕跡がみられない。輪状となる部分も殻頂部付近で

左右ともに破損している。残存部の重量は 57g。 尚、
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156

2区cE層

162

T92a層 中部

161

T…82a層上部

凍
164                         165

4区g2層              4区 g2層

166

牛 183a層上部

0                            5cm

第 23図 出土貝刃
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図版番号
出土位置

殻長 殻 高 重 さ 種 類 貝種
小グリッド 層位

4区 j～ k 2a層上部 65 154 貝 刃 ハマグリ左殻

4区 h 2層 64 貝 刃 ハマグリ左殻

2区 c E層 貝 刃 ハマグリ左殻

4区 g 2層 55 46 貝 刃 ハマグリ左殻

空区 f 3層 58 48 貝 刃 ハマグリ右殻

2区 c E層 46 貝 刃 ハマグリ右殻

4区 ～ k 2a層上部 貝 刃 ハマグリ右殻

空区 ～ k 2a層上部 40 74 貝 刃 ハマグリ右殻

空区 ～ k 2a層中部 49 122 貝 刃 ハマグリ右殻

生区 ～ k 3a層上部

欠損品・破片

貝 刃 ハマグリ左殻 ?

4区 g 2層 貝 刃 ハマグリ左殻

4区 g 2層 貝 刃 ハマグリ

4区 j～ k 3a層上部 貝 刃 ハマグリ

生区 c 2層 穿孔品 ハマグリ右殻

空区 f 1層 穿孔品 ハマグリ右殻

4区 g 2層 5.2 40 穿孔品 ハマグリ左殻

4区 h 1層 44 穿孔品 ハマグリ左殻

4区 h 2層 穿孔品 ハマグリ左殻

空区 g 2層 穿孔品 シオフキ左殻

表 9 出土石器観察表

長さ、幅、厚さ cm、 重量は g。

写真 71 員刃

貝輪はもう 1点、貝層剥ぎ取 り断面に付着 しているも

のがある。それはイタボガキ製の貝輪 (欠損部分あり)で、

層位は 2層 に対応し、すぐそばに 83の土器片と接合す

る口縁部破片がある。

骨角器

刺突具 (第 24図 174)

全面研磨により整形され、両端が尖る刺突具。 2層 よ

り検出◇一方の先端は先細 りで鋭く、もう一方の端は紡

錘状の形を呈する。断面は楕円形。表面には研磨の際に

ついたと思われる筋状の擦痕がみられる。鋭利な先端は

ごくわずかに欠損がみ られる。長さ 2.6cm、 幅 0.65

cm、 厚さ 035 cm、 重量 0.6g。 鹿角製と思われる。

加工痕のある骨 (第 24図 175、 176)

175は上下左右ともに割れてお り、骨の外面に幅 0.5

～ lmm程 の筋状の清が斜位方向に入る。溝の周囲にも

非常に細かな筋状の擦痕が、縦位あるいは斜位方向にみ

られ、それ らが交差している部分では筋が太 くみえる。

長さ 2.75 cm、 幅 0.9cm、 厚さ 0.25 cm、 重量 1.3g。

鹿骨と思われる。 176は側面に打ち欠いた大きな半円形

の剥離面、溝を彫つて擦り切ったような平坦面がみられ、

上下は割れている。図の上位に水平方向の細かい擦痕が

多数見 られる。この擦痕は 2本組になっているようであ

る。側面の擦 り切り痕の上位にも擦痕と同一方向に工具

で擦ったような細かい跡が連続 しているのがみられる。

長さ 7.5Cm、 幅 105 cm、 厚さ 055 Cm、 重量 5.Og。

鹿骨と思われる。 175、 176は ともに 1層 出土。

-54-



す

縮射硼醐棚爛附脚旧旧隅脚□脚脚脚脚脚園旧隅ど　‐７６幹　　　崎

惣閣□Ｍ旧旧旧旧Ｍ‐‐‐‐隔旧旧‐十‐陸阿旧旧旧ｍ蜘）
　　　　　　　‐７５、

４
媚

は

マ蝠

彦

‐７５蜘
173

4区f2層

第 24図 出土貝製品・骨角器

写真 72 骨角器
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V.動物遺体の分析

1.貝類・脊椎動物遺体

本遺跡では 2008年 にD貝塚で実施された発掘調査に

おいて、縄文後期前葉の貝層から貝殻や骨などの動物遺

体が多数採集された。ここではその分析結果を報告する。

分 析 資 料

2008年 の調査では 1987年調査のD貝塚 No.1ト レ

ンチが再発掘された。本 トレンチでは、1987年 調査の

際に北側 (台地中央寄 り)の 2区から称名寺式期の貝層

が確認されているが、今回 2区および南側 (台地斜面寄

り)の 4区の貝層を一部掘削した結果、称名寺式期の貝

層の上位か ら堀之内式期の保存良好な貝層が発見され

た。今回分析した資料は、この堀之内式期貝層から検出

された動物遺体 (お もに貝殻と骨類)である。分析資料

表 10 陸平D貝塚コラムサンプル (④ j～ kグ リッド.60× 20cm)の詳細.

半土壌は水洗前後の重量差 (流失量)混土率は上壌重量/水洗前重量 X100(%)

は、採集方法によって以下の 3種類に分かれる :

① 現地採集資料 :発掘現場において手で拾い上げら

れた資料。出土位置を記録し、個別番号を付けて取り上

げられたものと、層位・グリッドごとに一括して取り上

げられたものがある。層序区分については 1次/2次取

り上げ資料と同様である.

② l次/2次取り上げ資料 :貝層発掘区 (4区。コ

ラムサンプルを除く)の貝層をすべて採取し、5mmメ ッ

シュによる水洗選別によって回収された資料。貝層の発

掘手順は、調査区を 50 cmグ リッドに区画したのち、

まず市松模様に貝層を掘り抜いて採取した (「 1次取り

上げ資料」)。 次いで貝層断面を観察して堆積状況を確認

したのち、残りの貝層を取り上げた (「 2次取り上げ資

料」)。 貝層の層序区分については、 1次取り上げ資料で

藍甘    層準        層相
サンプル量

体積     乾童量 (kg)

(リ ットル)水 洗前  水洗後  土壌 碁

骨の重量 (g)    分析
混土率

(%)* 5mm 2 5mm lmm 貝類 骨類

1層最上部

卜 2  1層 上部/下部

T3   1層 下部

1層 下部

t層 下都/2a上部

(漸移層 )

35   263   088
30     223     068

38     268     078

40     268     108

T6   2a層 上部

T7   2a層 上部

牛8」嘱翻
部

32   238   098 140

65   478   158 320

300

●

●

0  ●

0

0

0

0  ● 灰混じり 魚骨多い

0

上面を大型ハマグリが覆う

1 75

155

190

160

665

695

709

597

２４５
２５０
２９４
痢一
３２３
一８８３
帥

●

０

●

０

●

●

‐４‐
醐
ワ
醐
一
２０６
一７５３
７６２

ｍ
帥
曲
０４３
一
‐７６
一３‐８
４４５

T-5 588

669

670

50   436   148 661    412 628    728

590    040 362    500打-9

T-10

T-11

T-12

T-16

2a層 下部

2a層 下都

2a層 下都

2a層 下都

2a層 下都   |■ |■ |■ 1滋こ覚暮

42   300   123
50     423     198

60     393     198

62     448     2 18

55     408     203

■混と興議

1撮土票震

■漉工貫藩 |

T-13

T-14

T-15 ●

０

●

●

層

層

層

1混土具懲

1魔襲 |

1混五貫感

25     1 73     093     080

30     238     1 18     120

45     278     148     1 30

下面に大型ハマグリまとまる

2a層 最下部
～2b層

428 208 220     51 4    091    218    440
3a層 上面を露出させるために掘り下
げた貝層のサンプル 2a層 最下部～
2b層が混在していると思われる

T-18

T-19

3a層 上部  罐罐爾饉麓露壽國藝爾罐罐籐 55
3a層 下部  ■■■■滉土貝層■|● ■1 85

438  178  260  594  242  432  640  0    上部で土器破片多数

568  363  205  361 110 321 609 0 ●

T-20

T-21

T-22

T-23

T-24

T-25

3b層上部

3b層上部

3b層上部

純貝層

純貝層

純貝層

70   438   338   100
70     423     378     045

55     343     258     085

35     228     1 38     090

75      473      1 08     865

30     223     048     1 75

228 073 ■76 271 ●

106  1■  181  271  ●  ●

248  036  210  281  ●

395  762 524  649  ●    骨多い

4a層

4b層

772 1422 3129 4341 ●

735 1016 629 1111 ●

.祭
鼻寄

量Jmm資 料は重量比櫛 %の

1246    8845    42 10    4635    524    644   1084   1587    25
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はA層～F層、 2次取り上げ資料では 1層～ 4層 に区分

されている。両者をまとめた層序は、上位からB層 =1

層、A層 'C層 =2層、D層 =3層、 F層 =4層 (F層

からは動物遺体は出土していない)である。 E層は貝層

発掘区 (4区)とは離れた 2区で確認された貝層である

ため、他の層との上下関係は明らかでない。

③ コラムサンプル資料 :筆者 (樋泉)が採取 したコ

ラムサンプルの水洗選別によって採集されたもの。コラ

ムサンプルの採取方法は、貝層発掘区 (4区)の f～ g

グリッド西壁に幅 60 cm× 奥行き 20 cmの方形区画

を設定し、区画内の貝層を堆積序列に沿つて区分しなが

ら採取した。層序区分は 2次取 り上げ資料に準じた。採

取地点の層序とサンプルの詳細を表 10に示す。採取さ

れたサンプルは、乾重量と体積を計量したのち、 5mm

日、2.5mm日 、 lmm目 の 3種の箭を用いて水洗した。

水洗後の資料は再度乾重量を測定した。

分析方法

貝類 コラムサンプル資料のみを分析対象とし、 5m

mメ ッシュ上で分離された資料 (以下 「5mm資 料」)

に含まれる貝殻のうち、二枚貝は殻頂、巻貝は種類に応

じて殻口または殻軸を残す資料を抽出し、同定用資料と

した。同定に際しては、黒住耐二氏 (千葉県立中央博物

館)の ご教示を賜った。主要種であるハマグリ、シオフキ、

オキシジミ、サルボウについては殻長を計測した。計測

は方眼紙上において lmm単位で行つた (P.65写真)。

骨類 (脊椎動物遺体)現 地採集資料と 1次/2次 取

り上げ資料については全ての骨を分析対象とした。この

ため集計の際には、両者を一括して集計した。コラムサ

ンプル資料については、層序を代表すると思われる 7サ

ンプル (表 10の 「分析―骨類」欄参照)を選び、 5m

m、 2.5mm、  lmmの 各資料に含まれる骨類を抽出し

て分析対象とした (P.69写 真)。 ただしサンプルT24

の lmmメ ッシュ資料に含まれる魚骨の数は膨大であっ

たため、重量比 40%を抽出して同定するにとどまった。

このため組成 (同定標本数=NISPと 最小個体数=MN

I)を算出する際には、T24の lmm資 料の数を 2.5

倍 (100%換算)して集計した。

同定対象部位については、魚骨では主上顎骨、前上顎

表 11 検出された動物遺体種名一覧
腹足類は陸生種を除く

腹足綱 Castropoda

スガイ
ヒロクチカノコ

イシマキカン

ウミニナ

ホツウミニナ

イボウミニナ

カフアイ

ツメタガイ

カゴメガイ?

イボニシ

アカニシ

アラムシロ

効 J・ bο rL"ヵ ?〃砂ω//19r7/S Cr¢卯sls

,Υ9,rヵ ,ρ岱″砂ω理″COPra

fyrr17ο ヵκrrpPrt・ ″

B″ユ,larlp″ク″ぅbryprd

βじ
"/17:4gi,

,zο ,々′お

orrr7t,,9,β 9′rrb筋り む射 aric4sis

Cん
“
続 ,ユむ,,

β9施ックう″11ゅ ?

助αtt rR9Δ みつ c協ツrgF″

R攣″,レ″
“
,

′W″ο″,力 vescerrd

二枚貝綱           BiValVia
サルボウ

ナミマガンフ
マガキ
ノベカガイ

シオフキ
ヒメシラトリ
ムラサキガイ

カガミガイ

アサリ
ハマグリ

オキシジミ

オオノガイ

ツトオリガイ

Sttpち ,/cα 独攣d力滋つハた

Иヵοヵ滋●・/1J/1っ パrd

Cttss¨″∽陣 、

〕をc″αoカカ?ηdJd

Zツ伽″力ηな

コねcο″♂力じο487′σ

Sο形セ〃J/1α ′″力ο,

P/P,c“ ο″βブψο″カン″

父クカψ fdP加 ″々
'η

αV″

滋 躍″r■ ′lrsοrカ

ので脇♂∫力971誌

蜀α留/餌οり a),/9〃 α/1a00カ Ogヵ

と,rg/η″力 (践ο協lerηフカ〕″
`rpヶ

ヵ,

頭足綱

コウイカ科

節足動物門

フジツボ類            Balanomorplla
カニ類             Bracllyura

脊椎動物門

軟骨魚細 (板組亜綱)     Cl10ndich社 ッcs(Elasmobrancll� )

サメ類A
サメ類B

アカエイ科

トビエイ科

Lamnifomcs?A

Lam� fol■llcS?B

Dttyatididac

Mvliobatididac

硬骨魚綱 (真骨亜綱)

コノシロ

カタクテイワシ

ウナギ属

アナゴ科

ウグイ属

ドジョウ科

グツ科

サヨリ属

ボラ

メナダ

スズキ

キス属

ブリ属

マアジ?

シログチ

マダイ亜科

クロダイ属

サバ属

サフラ属 ?

ハゼ科

ハゼ科類似種

ギンポ類

フサカサゴ科

オニオコゼ科

コチ科

ヒラメ科

イシガレイ

フグ科

(TeleoStel)

囃 α′h,フο刀た困

И盟解 ,1la sp

Congridac

T/わ J9′οη sp

Cobitididae

Bcl。■idac

月〕?οル♂ψ 力留S sp

れわ♂′じη
'力

〃パ Cqρ ZrJrrd

L彦♂カコ9盟ρわc・/9'た

Lpセο協う/αブψ"た
2S

S,1,留 sp

能 /わ彦 sp

帝ocん″psブψο″た郎 ?

Иrプosο″ク∫argg″ ″郷

Pag�nae

Иcttr/Pψ ag/夕 s sp

Sじο″うcr sp

Scο
"う

?rο″ο瘤ざ

Cob�dac

ci Cobiidac

ci fη9,r,斜 ″gう直os,

Scorpac�dac

Synancclidac

'laVCephalidacParalich6yidac

Kαertlsう

'cOん

ra″d

Tetraodontidac

両生綱            Anlphibla
カエル類           S』 たIItia

Anatidac(smalり

ネズミ科

キツネ ?

タヌキ

イヌ

イノシシ

シカ

Muridac

r/y″餐ッИ′lIP“

Ⅳ力筋セ′r9d″οcン 9盟ο
'′

?d

G伊れた力″′″,′ rd

S2ss9負ヮι
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表 12 コラムサンプル (④ j～ kグリッ
各種の上段の数字は個数 .下 段の斜体数字は重量 (g)を 示す

ド)か ら検出された貝類遺体の同定結果
重量lg未 満は全て1と した frは破片

層 準

サンブル 腹足綱 (巻 貝類 )

番 号
体積 (9) 水洗後重量

(Kg)

スカ'イ

蓋 財
陣

併
河

タミニナ ル
け

【
増

ウミニナ

属
カフアイ ″

属
ツメタ
ガイ

アカニシ
カコ・メ
カ'イ ?

打
ウ

力
働

秒
舟

マイマイ
類

チァレボウ

重量 (K富 ) L  I  R

1層最上部 T-1
350

夕ι′ ′B′

3i  2
′ク !    σ

1層 T-2
300

タフ′
','

1

′

91  11
室′1   58

t層 T-3
380

夕δ′

7i  6
35!    ク″

1層 T-4
400

夕δ′

1

/

‐８

″

‐５

密

1層最下部 T-5
320

夕′∂ ,″

1

/

1

′ ′ p 認

1層合計
1750

′夕σθ 4Z0
1 1

/

1

′ r ′

1

ノ

45

224

48

″/0

都

部
下

上

最

層

層

２ａ
T-6

650

4/‐」

2

/ ′

2

′ ノω I  Z,

2a層 上部 T-7
520

4イ′

1

ノ ク

1

タ

1

′

1 91   5

密 | 〃

2a層上部 T-8
500

■′ひ ノ 密

5

7

1

ノ

1

/

41 1
321   ″″

2a層 中部 T-9
420

,00 ノ_9J

1

′

1

/

J

′ Z イ

2a層 下部
500

4ク′

1

2a層 下都 T-11
600

,ク′

2a層下都
620

4イ∂ 2′∂

1

/

1

′

1

ノ ′

31   2
′″ I   ′ノ

2a層 下部 T-16
550

4" 夕0′

1

/ ′ ′

2b層最上部 T-13
250

//‐」 /

1

′

1

′

2b層上部 T-14
300

2′′

1

/ ノ ど ′ ′

4

/

2i  て

7! "

2b層中部 T-15
450

夕Z, ′48

1

ノ

3

/ ′″

2a～ 2b層 T-17
600

42∂ 夕 体

1

ノ

1

′ ″ ′

1

′ 翻 ″

2層 合計
53 10

紗 宥 ′,0′ 0 0 r θ ″ ク

1

/ 0 23

1

r ク

1′

∂ j

1

ノ

38

F83

40

′′〃

路層上部
550

4′♂

4

ク ノ

3

/

1 3i (
9‐

1   /ノ

饒層 下部 T-19
850
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骨、歯骨、角骨、方骨、前鯉蓋骨、主鯉蓋骨、椎骨の全

資料およびその他同定可能な資料を同定用資料とした。

魚類以外では部位の判定可能なものを同定用資料 とし

た。同定方法は現生標本との比較を原則とした。現生標

本は、筆者の所蔵標本のほか、西本豊弘氏 (国立歴史民

俗博物館)の所蔵標本も参照させていただいた。

分析結果

(1)貝類

同定結果の一覧を表 12に示した。同定された種数は、

腹足綱 (巻貝類。陸生種を除く)12、 二枚貝綱 13、 頭

足綱 1、 計 26種である (表 11)。 また貝類以外の無脊

椎動物としてフジツボ類 とカニ類が若千検出されてい

る。

貝類の組成 (第 25図)は層や地点によってばらつき

があるが、個体数の総計ではハマグリが約 6割、次いで

シオフキが約 2割を占める。その他の種はいずれも3%

未満だが、バカガイ・ヒメシラトリがやや多く見 られる

点や、少数ながらムラサキガイ、インマキガイ、ヒロク

チカノコがみられる点は特徴的である。

マガキ左殻の付着痕跡は、 2層で細い棒状のもの (ア

シ ?)への付着痕を示すものが多くみられ、 3層ではウ

ミニナ類への付着痕を残すものが若千みられた。

生息環境別にみると、内湾の砂泥質千潟の生息種 (ハ

マグリ、シオフキ、サルボウ、アサリ、ウミニナ、ホソ

ウミニナなど)が圧倒的多数を占めており、サンプルに

よっては内湾泥質千潟の生息種 (オキシジミ、ヒメシラ

トリ、オオノガイなど)も普通である。基本的には典型

的な内湾干潟の貝類群集であるが、外洋水の影響の強い

水域を好むバカガイが普通であることから、やや湾目的

な様相も認められる。

層位的には、 4a層のT24で はウミニナ類が集中的

に産出してお り、特異な様相である。 3層 では多くの

サンプルでハマグリが 80%以上と圧倒的に優占するが、

3b層ではヒメシラトリ、 3a層 ではマガキもやや目立

つ。 2層ではシオフキが増加し、オキシジミもやや多い

(と くに2a層 中部)。 2a層上部はハマグリがやや少な

く、アサリとヒメシラトリが多い。 1層では、下部にお

いてハマグリとシオフキがおおむね同率 (30～ 40%前

後)で全体の 7割程度を占め、サルボウ、バカガイ、オ

オノガイが多く混じるが、上位に向けてハマグリが漸増

し、最上部ではハマグリが圧倒的に優占する。

ハマグリの殻長分布 (表 13・ 第 26図)には、層準ご

とにユニークな特徴が認められる。 3b層 と3a層 は

35～ 50 mm程度の中型個体を主体とし、より大型の個

体が混じる点で類似するが、 3a層 上部では 30 mm以

下の小型個体がやや増加する。 2b層ではこうした 25

～ 30 mm前後の小型個体が増加して主体を成すいっぽ

う、45～ 55 mm前 後の中型個林が加わって、特徴的な

バイモーダルの分布形が形成される。 2a層下部でも 2

b層 に類似 した分布形がみられるが、10 mm程度の幼

貝か ら60 1xlm以 上の大型個体まで分布範囲が広が り、

とくに 20 mln以 下の幼貝が増加する点が特徴である。

2a層上部では 20～ 50 mm前後が主体 となってバイ

モーダルの分布形が不明確となる。 1層では分布範囲が

25～ 55 rlam前後に狭まるとともに、モー ドが 40 mm

台となって、大型化傾向を示す。

シオフキの殻長分布 (表 13・ 第 27図)は、 3層では

40～ 50 mm程度の大型個林が主体だが、 2層～ 1層で

は 25～ 45 mm程 度 とやや小型化する。ただし、モー

ドは 2b層 ～ 2a層下部で 34～ 36 mm、 2a層 上部

で 34～ 42 mm、  1層で 32～ 34 mmで あり、 2b層

から2a層上部に向けてわずかながら大型化傾向がみら

れ、 1層で再び小型化する。

サルボウは計測できた資料数が少ないが (表 13)、 主

体的な殻長範囲は 3層 で 32～ 52 mm程度、 2層で 25

～ 45 mm前後、 1層で 30～ 50 mm前 後である (第

29区 )。 3層では比較的大型の個徳が多いが、 2層で小

型化し、 1層でやや回復する。

オキシジミについては、充分な数の計測値が得られた

のは 1層 のみである。殻長 25～ 45 mm程度の中～大

型個体が主体である (表 13。 第 28図 )。

(2)魚類

現地採集資料+1次/2次取 り上げ資料の同定結果を

表 14に、コラムサンプル資料の同定結果を表 16～表

18に示した。同定対象となった資料数 (鱗を除く)は、

現地採集+1次/2次取り上げ資料 417点 (表 15)、 コ

ラムサンプル資料 4799点 (5mm資料 52点、25 mm
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合計

Tl l層最上部

T2 1層

T3 1層

T4 1層

T5 1層最下部

T6 2a層 上部

T7 2a層 上部

T8 2a層 上部

T9 2a層 中部

¬ 02a層下部

¬ 12a層下部

T122a層下部

¬ 62a層下部

¬ 32b層

T14 2b層

T15 2b層

T172a～ 2b層

¬ 83a層上部

¬ 93a層下部

T203b層 上部

T213b層上部

T223b層上部

T233b層 下部

T24 4a層

T25 4b層

0%

ロハマグリ

国サルボウ

ロオキシジミ

20%

囲シオフキ

回アサリ

ロヒメシラトリ

60%

ロウミニナ/ホツウミニナ

ロマガキ

田バカガイ

80%

ロウミニナ類

国オオノガイ

ロその他

第 25図  コラムサンプルにおける貝類組成の変遷
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資料 2035点、 lmm資 料 2712点.表 19・ 表 20)で、

ほかに未同定標本が 4点ある。特定できた分類群の数は

板鯉類 (エイ・サメ類)4、 真骨類 28である (表 11)。

現地採集資料・ 1次/2次取 り上げ資料 魚骨の出土

数の層位変化をみると (表 15)、 下層 (2次取り上げ資

料の4～ 3層、 1次取 り上げ資料のD層)か ら中層 (2

次 :2層、 1次 :A層・C層 )にかけて増加し、上層 (2

次 :1層, 1次 :B層)で減少するが、それほど大きな

変化ではない。

全資料の合計値による組成を最小個体数 (MNI)で

みると (表 15)、 クロダイ属が 26個体と圧倒的に多く、

フグ科 8個体がこれに次ぐ。コチ科、スズキ属、フサカ

サゴ科、ウナギ属、ボラ科、オニオコゼ科も 5～ 3個体

とやや多い。 NISP比 (第 30図)でみても、オニオ

コゼ科が少なくヒラメ科が多い点を除けば、優占種の構

成はほぼ同様である。

NISP比 によって組成の層位的変化を下位からみる

と (第 30図 )、 4層ではウナギ属、ボラ科、スズキ属、

クロダイ属、フグ科が多い。上位層準に比べてクロダイ

属が少なく、組成の多様性が強い点が特徴である。 3層

/D層～ 2層/A層 ・C層ではクロダイ属が増加して最

優占種となり、コチ科、ヒラメ科も増加傾向を示す。ウ

ナギ属、ボラ科は減少する。 1層 /B層ではクロダイ属

がさらに増加して過半を占める。フグ科も引き続き普通

だが、他種は減少して組成がクロダイ属とフグ科に収叙

する。

コラムサンプル 2.5mm・ lmm資 料 各サンプルか

らの魚骨の検出数をみると (表 20)、 最下層の4 attT

24では 2.5mmで 1847点、lmm資料 (40%の み分析)

で 1846点 (100%換 算で 5320点 )と 膨大な量の魚骨

が検出されているのに対して、 3層～ 1層 (T21～ T

-3)では約 60～ 260点で、T24よ りもはるかに少

ない。 これを包含密度 (サ ンプル 10 k gあ たりのNI

SP)に換算すると、T-24が 15165、 他のサンプルが

130～ 583と なり、T24は 他の約 25～ 120倍の値を

示した。

全層準の合計値による組成をみると、MNIではハゼ

科 (111個 林)と ウナギ属 (41個体)が優占し、アジ科 (お

そ らくマアジ)24個体、ボラ科 11個体、スズキ属 8

個体がこれに次ぐ (表 20)。 その他にも多くの種類が少

数ずつ混在している。NISP比 (第 31図 )でも上位種

の構成は同様だが、ウナギ属とハゼ科は前者が 50%弱、

後者が約 35%で、MNIと は順位が逆転する。これはウ

ナギ属の 1個体あたりの椎骨数がハゼ科よりも多いため

である。

NISP比 によって組成の層位変化をみると(第 31図 )、

4a層 (T24)～ 3b層 (T21)で はウナギ属 とハ

ゼ科が大半を占めるが、 3a層 (T■ 9)以上では上位

に向けてハゼ科が漸減傾向を示し、最上層 (1層 :T―

3)ではハゼ科の優占状況は不明確となる。そのほか、

3a層 (T■ 9)～ 2b層 (T15)で はボラ科、アジ科、

スズキ属、ダツ科・サヨリ属、コイ科・ ドジョウ科が微

増し、相対的にウナギ属とハゼ科の比率がやや低下する。

2a層下部 (T ll)～ 1層 (T-3)で はボラ科が減

少し、イワシ類 (ニ シン科・カタクテイワシ)とエイ・

サメ類が微増する。

主要種のサイズ 計測値に基づく正確な体長推定は未

了だが、コラムサンプル資料における魚骨全体のメッ

シュ別のNISP比 によって大まかな傾向をみると、 5

mm資料 1%、 2.5mm資料 25%、 lmm資料 74%となっ

た。このことから、埋蔵されていた魚骨のほとんどは 5

mmメ ッシュを通過するような小型魚類 (小型種または

大型種の若魚)の ものであったと推定される。

ただし、クロダイ属は現地採集資料と 1次/2次取 り

上げ資料では最優占種であるのに対して、コラムサンプ

ル 2.5mm。 lmm資 料からの検出数は少ない。ヒラメ

科、コチ科、フグ科も同傾向にある。このことから、こ

れらの魚は 5mmメ ッシュを通過するような小型個体は

少ないと推定される。とくにクロダイ属は成魚クラスの

個体が圧倒的に多く、大型魚への偏向が明らかである。

フグ科はサイズの変異が大きいが、前上顎骨・歯骨の歯

板長 (エナメル質部分の最大長)が 35 mm以上に達す

る特大クラスの個体が多数みられた点で特徴的である。

ヒラメ科、コチ科は中型個体が主体で大型魚はまれであ

る。

これに対してボラ科、スズキ属、フサカサゴ科は、現

地採集資料と 1次/2次取 り上げ資料でも普通ではある

が、むしろ 2.5mm～ lmm資 料で多く回収されている

ことから、幼魚～未成魚が主体であると推定される。

ウナギ属、ハゼ科、アジ科は、いずれもコラムサンプ
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ハマグリ:T-1(1層 最上部)

平 予 尋 母 辞 〒 予 〒 〒 F耳 ヽ

ハマグリ!卜13(2b層 )

ギ :尋 母 宇ママ〒 軍亨〒ヽ

ハマグリ:卜 2～ 4(1層 )

=〒 尋 ,,▼ マ三〒 ギマ 手

ハマグリ:卜 0～ 12410(2a層 下部)

〒〒 尋母平予予尋子守〒 ヽ

ハマグリ:卜 14(2b履 )

1〒 尋 母 ,,マ F手 辞 専 耳

ハマグリ:「18儀層上部)

耳〒 尋母ギ専ヽ 写〒辞専耳

ハマグリ:卜19(aa層下部)

〒 予 尋 母 ギ マ ヽ 写 ▼ 辞 専 耳

ハマグリ:卜 24(4a層 )

専予尋母 マ〒〒〒 〒辞専耳

第26図 コラムサンプルのハマグリ殻長分布

ハマグリ:卜 S(1層最下部/2a層上部)

宇 章 尋 尋 辞 ▼ 予 〒 〒 守 写 再

ハマグリ:卜 6～ T8(2a層 上部)

〒 予 尋 母 ,▼ 予 〒 〒 辞 〒 i

郷

‐５

‐０

５

０

ハマグリ:卜 15(2b層 )

T予 尋 尋

'マ

耳 ▼ ▼ 辞 〒 耳

ハマグリ:T20～ 22(3b居 上部 ) ハマグリ〔T23(3b層 下船

=予 尋母辞▼章耳〒専専 ‖ヽ▼〒尋母亨▼章耳〒F専 耳
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ンオフキ T■ ～5(1層 )

tTFイ 平 平 I▼ f▼ 〒 ,

シオフキ :T・ 6～卜 8(2a層上部 )

'Fギ ギ 〒 マ I▼ ▼ 〒 〒 守

シオフキ T9～ 12コ 6(2a層下部)

1〒 イ ゴ 平 ▼ Iff▼ 〒

'
ンオフキ T■ 3～ 15(2b層 )

'Fギ 斗 T平 Iff▼ 〒

'
シオフキ イ23(3層 )

'Fギ ∬ マ 〒 11▼ ▼ 〒 1

オキシジミT-6～ 12コ 6(2a層 )

▼ I尋 母ユ平尋耳 f辞 専将

第 28図  コラムサンプルの
オキシジミ殻長分布

第 29図

t  i  t  ! !  !  !  !  !  !

サルボウTO～ 1,(2層 )

t Fイ ギ ▼ 平 ,▼
=▼

▼ ,

サルボウT23(3層 )

t Fイ ギ 平 TIff▼
=i

の
布

ル
分

プ
長

ン
殻

サ
ウ

ム
ボ

ラ
ル

コ
サ

第 27図  コラムサンプルの
シオフキ殻長分布

1籐

■■

写真 73 殻長計測の様子 写真 74 ハマグリの殻長計測
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表 14 現地採集・現地水洗 (5mmメ ッシュ)で得られた脊椎動物遺体の同定結果
コウイカ・カニ類も併せて示した

分類群 部位 Ⅱa層 1層 B層 2層 A層 C層 3層 D層 4層 E層 震土・不け 合 計

サメ類 椎骨 1

トビエイ科

エイロ
歯
僻 1 1

1

1

板燃類 椎骨 3

タナギ属

クナギ属

ウナギ属

ウナギ属

ツナギ属

船錆
鶉
麟
離

I 1

1/
/1

1/1

1

1

1/

1/
2

6

/1

4

ダツ君

ダツ君

歯骨,

腹椎

と

1 1

1

2

サヨリ属 尾権 1 1

ボラ

メナダ

メナダ

メナダ

ボラ科

ボラ科

ボラ科

骨

船
齢
鮒
船
鮭
離
鱗

主

l

1

1/

1

2 1

よ

スズキ属

スズキ属

スズキ属

スズキ属

スズキ属

スズキ

スズキ属

スズキ属

スズキ属

スズキ属

前上顎骨

歯骨

角骨

方骨

前縮蓋骨

主無蓋骨

擬鎖骨

第1椎骨

腹椎

尾椎

1/

1

1/1
/1

1/
/1

1/

/3

1

I

/1
1/

1/

1

2/1

/1

1

4

アジ科 腹椎 1 1 2

ブリ属

ブリ属

骨

椎

歯

尾

1/

1

1/0
1

クロダイ属

クログイ属

クロダイ属

クロダイ属

クロダイ属

クログイ属

クログイ属

クロダイ属

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

角;
方骨

日蓋骨

主綿蓋;
第2臀鰭棘

2/
3/6
8/7

1/2
2/2
/2
2

/5
5/1
3/5
3/
/4

2/1
1/3

1/2
2/1
1/

/1

1/3
1/3
3/1
1/
1/1
1/1

/1
2/1
3/1

/3
1/1

2/1
1/

1/
1/
/1

1/1

1/1

/1
2/1
1/1
1/

1

マダイ亜科

マダイ亜科

マダイ亜科

前上顎骨

角骨

方骨

/1

/1

1/

タイ科

タイ科

タイ科

タイ科

タイ科 ?

第1椎骨

腹椎

尾椎

第1血管間棘

鱗

I

1

6

１

　

　

２ ８

1

5

1

10

1

1

1

1

17

1

2

1 4

1

1

４

３

Ю

ｌ

６７

サバ属

サバ属

第1椎骨

尾椎 1

1 1

1

ハゼ科

ハゼ科

ハゼ科

前上顎骨

方骨

主燃蓋骨

1/

1/

1/

フサカサゴ科

フサカサゴ科

フサカサゴ科

フサカサゴ科

フサカサゴ科

クサカサゴ科

フサカサゴ科

フサカサゴ科

主上顎骨

歯骨

角骨

方骨

前組蓋骨

主無蓋骨

腹椎

尾椎

/1

1/
1/1

/1

2

/1
1/
/1

1 1

1/1 2/

ユ

オニオコゼ科

オニオヨゼ科

オニオコゼ科

骨

骨

椎

歯

角

尾

/1

/1

1

1/2

コチ科

コチ科

コチ科

コチ科

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

角骨

[/ /1
/1

1/
/1
/1
/1

1/

1/
2/
1 /

1/
/1

(次ページにつづく)

-66-



分類群 部位 Ⅱa層 1層 B層 2層 AJ詈 C層 A層 nチロ 4層 E層 表土・不 リ 合計

コチ科

コチ

コチ科

コチ科

方骨

前燃蓋骨

腹椎

尾椎

1/1
1

3

1/

1

2/
1/ /1

2

2/0
3/2

3

4

ヒラメ科

ヒラメ科

ヒラメ科

ヒラメ科

ヒラメ科

ヒラメド

ヒラメ科

ヒラメ科

主上顎骨

前上顎骨

歯骨

角骨

方骨

前組蓋骨

尾椎

尾部棒状骨

/1

2

/1

/1
/1

4

1

2 3

/1

/1
2

/1

1/1

0/1
0/2
0/1
0/2
1/1
0/1

13

1

カレイ科

カレイ科

カレイ科

カレイ科

カレイ科

歯骨

角骨

主組蓋今

腹椎

尾椎

I

1 1 |

/1
/1

1/

0/1
0/1
1/0

1

3

フグ癬

フグ科

フグ科

フグ科

フグ科

フグ科

フグ科

フグ科

フグ科

フグ科

主上顎骨

前上顎;
歯骨

角骨

方骨

舌顎骨

前鰈蓋骨

主鰍蓋骨

椎骨

尾部棒状骨

1/1
1/
1 /

2/1
2/
1/
/1
/1
/1

1/
1/
1/3
/1

1 /

1

8

1/ /1
2/1

1 /

/1
/2

1

1/

2 ノ

1

1

/1
/1
/1
/11

1

1

/2

/1
1/
/1

1/

1

1

2/2
5/4
8/7
3/2
1/3
2/3
1/3

3

12

3

真骨類同定不可

真骨類同定不可

真骨類同定不可

主綿蓋骨

椎骨

鱗

1

5

2

22

2

8

2 1

18

1

2 2

2

1

1

10

64

ヘビ類 椎骨 1 1

カモ類

カモ類

カモ類

上腕骨p

尺骨 d

中手骨p /1

/1

1/

0

1

0

1

0

1

鳥類同定不可

鳥類 同定不可

鳥類 同定不可

鳥類 同定不可

歴骨d

指青

不明 (長骨 )

椎骨

1

1

1

2

1

1

/1

1 1 1

0 1

タヌキ

タヌキ

タヌキ?

後頭骨

下顎骨 [吻 一Ml

携骨p /1

1

/1

1/

0

1

1

1

キツネ? 上腕骨 dt [/ 1 0

イヌ

イヌ

上顎m3

上顎Ml

1

1

0

0

小型獣同定不可 椎骨 l

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

イノシシ

上顎骨[P4Ml]

下顎 13

下顎切歯

下顎n3

前自歯社

後臼歯
「

中間手根骨

中手/中足骨 d

中節骨

l

/1

1 I

/1
1

1

1

/1

[ノ

|

1

1

0

1

シカ

シカ

シカ

シカ

臼tfr

上腕骨
「

寛骨 (腸骨 )

中手/中足骨i

/1

1

t/ 1

0

0

1

イノシシ/シカ

イノシシ/シカ

イノシシ/シカ

イノシシ/シカ

イノシシ/シカ

イノシシ/シカ

側頭骨=
胸椎i

腰椎

椎骨
「

涯骨任

不明 (長骨 )

1

/1

1

1 1 1

1

1

0 1

ヒト 尺骨 ?M l 1

コウイカ 甲破片 2 3 2 4 7

カニ類 鉗脚 1 2 4 7

合 計 9 2
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表 15 現地採集・現地水洗 (5mmメ ッシュ)で得られた脊椎動物遺体の組成
コウイカ・カニ類も併せて示した

分類群 MNI
ⅡJ詈 1 1層  I B層  1 2層  i 却目 i C層  1 3層  i D層  1 4層  I E層  1 不明 合計

サメ類

トビエイ科

エイロ

板鰯類

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

1

1

3

3

1

1

ウナギ属 0 0 1 1 2 2 2 2 8 5 0

ダツ科 0 0 0 2 0 0 1 0 0 3

サヨリ属 0 0 0 0 0 1 0 0 1

ボラ

メナグ

ボラ朴

ボラ科(鱗)

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

1

1

0

0

2

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

1

2

5

0

0

0

2

0

0

0

0

0

1

2

12

3

スズキ属 0 0 2 13 2 7 3 2 4 9 0

アジ科

プリ属

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0

0

1

1

0

0

0

2

2

クロダイ属

マダイ亜科

タイ科

タイ科 ?(鱗 )

4

0

2

0

8

1

0

6

37

0

1

28

33   1   8    1   17

1  1  0 1  0
7 1 3 1 1
10   +    0   1   17

13

0

3

1

7

0

0

4

4

0

1

1

1

0

0

0

139

3

18

67

サバ属 0 0 0 1 0 0 0 0 2

ゼ科 0 0 0 1 0 ユ 1 0 3

フサカサゴ科 0 1 0 4 0 1 2 0

オニオコゼ科 0 0 1 1 1 0 0 3 0 6

コチ科 1 2 1 4 6 3 1 0

ヒラメ科 0 3 8 2 3 0 4 1 0

カレイ科 0 1 1 1 1 0 3 0 7

フグ科 0 4 9 17 1 9 5 7 8 0

真骨類同定不可

真骨類 同定不可 (鱗 )

0

0

I

5

2

22

2

8

2

0

1

18

0

6

1

2

0

2

0

0

11

64

ヘビ類 0 0 0 0 1 0 0 0 2

カモ類

鳥類 同定不可

0

0

0

1

0

2

0

4

1

1

0

0

1

1

0

1

0

0

0

0

3

11

l

タヌキ

キツネ?

イヌ

小型獣同定不可

イノシシ

シカ

イノシシ/シカ

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

1

0

0

0

0

2

1

1

0

1

0

0

0

0

0

0

1

1

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

3

0

1

コウイカ 0 2 3 2 7 0 0 0

カニ類 0 0 1 0 2 0 4 7 0 0 0

合 計 8 51 2 640

1層 /B層 (N=74)

2層 /A層 /C層 (N=174)

3層 /D層 (N=64)

4層 (N=47)

E層 (N=39)

合計 (N望 06)

物エイ・サメ類  圏ウナギ属   ロボラ科

ロタイ科    雨フサカサゴ科 物コチ科

ロスズキ属  ロクロダイ属  ロマダイ亜科

劇ヒラメ科   圏フグ科 □その他

第 30図 現地採集・現地水洗 (5mmメ ッシュ)で得られた魚類遺体の組成
NISPに よる (た だ し真骨類の鱗・歯は含まない)
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表 16 コラムサンプル 5mmメ ッシュで回収された脊椎動物遺体の同定結果

コウイカ・カニ類も併せて示した T3・ 可¬ 1では同定対象資料が得られなかった

T-15 r-21

ウナギ属

ウナギ属

ウナギ属

ウナギ属

ウナギ属

ウナギ属

前鋤骨板

歯骨

角;
舌顎骨

腹椎

尾椎

1/
/1

/1
1

サヨリ属

ボラ科

ボラ科

ボラ科

ボラ科

舌顎骨

主組蓋骨

尾椎

鱗

[/
1/

1/0
1/0

1

1

骨

骨

骨

椎

椎

歯

角

方

腹

尾

スズキ属

スズキ属

スズキ属

スズキ属

スズキ属

アジ科

アジ]
アジ科

舌顎骨

主組蓋骨

稜鱗

1/
/1
1

1/0
0/1

1

シログチ 1/ 1/0
クログイ属

クログイ属

クロダイ属

クロダイ属

前上顎骨

歯骨

pm/d

日蓋骨 /1

1/

1/0
1/0

1

0/1
タイ科

タイ科
酢
鱗

1

6

フサカサゴ科    方骨

フサカサゴ科   主篤蓋骨

フサカサゴ科    擬鎖骨

コチ科

コチ科

前上顎骨

角骨

/1
/1

0/1
0/1

ヒラメ科

ヒラメ科

ヒラメ科

ヒラメ科

方骨

擬鎖骨

第1椎骨

尾椎

フグ科

フグ科

フグ科

フグ科

フグ科

フグ科

前上顎骨

歯骨

角骨

方;
舌顎骨

椎骨

0/1
1/2
1/0
1/0
1/0

4

真骨類同定不可

真骨類同定不可
僻
鱗

2

1

タヌキ 下顎骨[C― Ml] /1 0/1
コウイカ 甲i

カニ類

写真 77 水洗選別された lmmの
サンプルから骨等を抽出

写真 76 動物遺体サンプル
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写真 78 サンプルから抽出した
魚や動物の骨を皆で観察
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果

種
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位
  
  
  
T-
3 
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T-
1l
  

  
T-
15
  
  
T-
19
  
  
T-
21
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24

サ
メ
類

椎
骨

板
線

類
椎

骨

T-
21

部
位

合
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種
類

T-
3

T-
1l
  
  
T-
15
  
  
T-
19

T-
24

ニ
シ
ン
科

ニ
シ
ン
科

腹
椎

尾
椎

ク
ロ
ダ
イ
属

ク
ロ
ダ
イ
属

ク
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ダ
イ
属

ク
ロ
ダ
イ
属
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上

顎
骨

前
上

顎
骨

歯
骨

pm
/d

1/
1

1/
  
 1
 /
 0

2/
  
3 
/ 
1

1/
  
 1
 /
 0

く1
〉
  
  
  
  
 (
1〉

ウ
ナ
ギ
属

ウ
ナ
ギ
属

ウ
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ギ
属

ウ
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ギ
属

ウ
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ギ
属

ウ
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属

ウ
ナ
ギ
属

ウ
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ギ
属

ウ
ナ
ギ
属

ウ
ナ
ギ
属

ウ
ナ
ギ
属

前
鋤

骨
板

主
上

顎
骨

歯
骨

角
骨

方
骨

舌
顎

骨

主
紹

蓋
骨

基
後

頭
骨

第
1椎

骨

腹
椎

尾
椎

1

2/
1 /1

1/

13 13

マ
ダ
イ
亜
科

pI
1/
d

15

4 
 /
  
2

15
  
/ 
 1
0

5 
 /
  
7

1 
 /
  
1

10
  
/ 
 5

2 
 /
  
1

11 1

11
92

4

13

5 1 9 2

2 9 5 1 4 1

タ
イ
科

?

タ
イ
科

尾
椎

鱗
  
  

多
  
 

多
  
 

多

3 多

/1 /1 5 2

サ
バ

属
  
  
 

尾
椎
  
  
  
  
3 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 8

サ
フ
ラ
属
? 
  
  

曽
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 1
  
  
 1

ハ
ゼ

科
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顎
骨
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 /
 3
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科
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科
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12
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科
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科
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科

コ
チ

科
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科
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科

5 1
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イ
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科
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0

1
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腹
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ツ
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1
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1
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2
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1 
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1

19
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0
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 2
4

1/
  
 1
 /
 0

1/
  
 1
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 0

1/
  
 1
 /
 0

1/
  
 1
 /
 1

1/
  
 1
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 1

1 
  
  
  
  
1

1 
  
  
  
  
8

8 
  
  
  
  
9

サ
ヨ
リ
属

サ
ヨ
リ
属

― ど ―

ボ
ラ
科

ボ
ラ
科

ボ
ラ
科

ボ
ラ
科

ボ
ラ
科

ボ
ラ
科

ボ
ラ
科

涙
骨

方
骨

舌
顎

骨

主
組

蓋
骨

腹
椎

尾
椎

鱗

前
上

顎
骨

角
骨

腹
椎

尾
権

/1 1

ス
ズ

キ
属

ス
ズ

キ
属

ス
ズ

キ
属

ス
ズ

キ
属

ス
ズ

キ
属

ス
ズ

キ
属

ス
ズ

キ
属

ス
ズ

キ
属

ス
ズ

キ
属

耳
石

前
上

顎
骨

歯
骨

角
骨

方
骨

前
総

蓋
骨

擬
鎖

骨

腹
椎

尾
椎
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0 
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1

1/
  
 2
 /
 1

1 
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0

0 
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2

/3
  
1 
/ 
4

1 
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1

/1
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1

12
  
  
  
  
26

12
  
  
  
  
22

1/
1

1/
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1

6 5
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イ
シ
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鱗
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科

方
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】 5 3
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科
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科
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科

フ
グ
科
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科

フ
グ
科
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科
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顎
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方
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椎
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科
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科
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表 19 コラムサンプル 5mmメ ッシュで回収された脊椎動物遺体の組成
コウイカ・カニ類も併せて示した NISPは 同定された標本数,MNWよ最小個体数

表 20 コラムサンプル 2.5mm・ lmmメ ッシュで回収された脊椎動物遺体の組成
*イー24の lmm資料は40%の みの分析のため,NISP総計とMNIは 1000/c換算して算出した

種類 MNI
T-3 T-7 T-11 T-15 T-19 T-21 T-24 合 計

ウナギ属 2 1 1 4 8 2

サヨリ属 l 1 1

ボラ科

ボラ科 (鱗 )

2

1

1 3

1

1

スズキ属 3 1 3 7 1

アジ科

アジ科 (稜鱗 )

2

1

2

1

l

シログチ 1 1 1

クロダイ属

タイ科

タイ科 (鱗 ) 3

2

1

1

1 1

2

4

1

6

1

フサカサゴ科 3 1 4 |

コチ科 2 2 1

ヒラメ科 1 l 2 4 1

フグ科 1 10 11 2

真骨頚同定不可

真骨頚同定不可 (鱗 ) 4 I 1

2 2

1

4

7

タヌキ 1 1 I

コウイカ

カニ類

2 3 1

l

6

1

合計 0 0 7 8

種類

MNI*2

2 lmm

総計*

2 5mm+lmm

T-3 T-7 T-11 T-15 T-19 T-24 合計 T-3 T-7 T-11 T-15 T-19 T-21 T-24*
T-24*

(× 25) 合計*
T-3-
T-21

T-24* 総計*

サメ類A 0 2 5 5 5 1 1

サメ類 B 0 1 3 3 3 1 |

サメ類 1 2 1 1 1 I

アカエイ科 3 5 5 1 2

板鯉類 I 2 3 3 0 12 0

コノシロ 0 3 3 3 3 3

ニシン科 2 4 1 5 2 11 1 5 13 1 1

カタクテイワシ 0 3 4 2 1 2 5 15 1 1 2

ウナギ属 6 3 5 77 37 21 2347 8629 6 35

アナゴ科 0 I 3 3 3 1 I

コイ科 1 1 2 1 3 3 5 2 3

ドジョウ科 1 2 1 1 5 2 1 11 3 4

ダツ科 5 2 7 8 2

サヨリ属 3 3 1 9 3 2 5 2 5 2

ボラ科

ボラ科 (鱗 )

1 2 51 54 5 7 2 111 278 10

0

スズキ属 3 3 2 6 2 1 1 19 3 5 3

アジ科 2 5 3 1 3 8 4 8 6 2 4

アジ科 (稜隣 ) 8 多 多 11 多 普 通 多 普通 多 多 多 多 多

キス属 8 3 3 11 1

ニベ縛 0 1

クロダイ属 2 I 10 17 3

マダイ亜科 I 1 0

タイ科 ?

タイ科 (鱗 ) 多 多 多

3 3

2
5 5 13 18 21

姦

サバ属 3 8 0 3

サワラ属 ?(歯 ) 1 1 I 1 2 1

ゼヽ科 3 27 17 14

ゼヽ科類似種 2 5

ギンポ類 2 2 5 5 7

フサカサゴ科 1 15 2 2 34

コチ科 1 2 3 O 6

とラメ科 1 1 0 1 1

イシガレイ(楯鱗 ) 6 6 1 3 3 9 1

カレイ不斗 1 1 0 1

フグ科 2 12 1 8 3 , 1

真骨類未同定 1 2 2 2 5

真骨類保留 10

真骨類同定不可 3 7 2 2 2 21

カエル類 0

ヘビ類 1 1 1 1 3 1

鳥類 同定不可 1 1 1 2 〕 1

ネパミ科 1 1 2 3 4 〕

小型哺乳類同定不可 1 0 1

合計 21 12
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T-3(NE79)

T-7(N=228)

T-11(N=66)

T-15(N=105)

T-19(N=)116

T-21(N=49)

T-24(N=6820)

合 計 (N=7463)

国エイ・サメ類

日ダツ科/サヨリ属

団ハゼ科

盟コノシロ/ニシン科

囲ボラ科

躍フサカサゴ科

日カタクテイワシ

日スズキ属

□その他

ロウナギ属

囲アジ科

国コイ科・ドジョウ科

ロクロダイ属/タイ科

第 31図 コラムサンプル 2.5mm・ lmmメ ッシュで回収された魚類遺体の組成
NISPに よる (た だ し真骨類の鱗・歯は含まない)

ル資料における 2.5mm。 lmm資 料の比率が 99%以    のマダイ亜科がみられた。

上であり、とくにハゼ科は lmm資料が 90%を 占める。

ウナギ属とアジ科に大型成魚はみられず、ハゼ科も小型    (3)両 生類・爬虫類・鳥類・哺乳類

魚 (若魚または小型種)が大半を占めていると推定され    両生類では小型のカエル、爬虫類ではヘビ類がコラム

る。                           サンプル資料からわずかに検出されたのみである。いず

主要魚類の生息環境 クロダイ属、スズキ属、コチ科、   れも自然遺骸の可能性が高い。

ヒラメ科、ボラ科、ニシン科 (コ ノシロを含む)、 ダツ科、    鳥類は現地採集 。1次/2次取り上げ資料からカモ類

サヨリ属、アジ科などの内湾性種または内湾に多く来遊    3点 が得 られたのみである。

する表層回遊魚、および淡水域から内湾沿岸域まで広く    哺乳類ではネズミ科、キツネ ?、 タヌキ、イヌ、イノ

生息するウナギ属が多い。ハゼ科には淡水生種から内湾    シシ、シカが同定された。ネズミ科はコラムサンプル資

性種まで様々な種が含まれるが、ウナギ属の多産との同   料から若干検出されたのみであり、自然遺骸と推定され

調性からみて、検出されたハゼ科遺体には淡水～汽水生   る。NISPの 合計値は、イノシシ 7点、タヌキ 5点、

種が多く含まれる可能性が強い。その他に、少数ではあ   イヌ 2点、シカ 1点である。

るが淡水～汽水生種のコイ科、 ドジョウ科、外洋沿岸生

-73-



考 察

本遺跡ではこれまでに縄文早期後葉～後期初頭の貝層

の存在が知 られていたが、今回確認された貝層は後期前

棄の堀之内式期に位置づけられるものであり、現時点で

は陸平貝塚で最も新しい貝層となる。ここでは,上記の

分析結果をもとに、縄文後期前葉における本遺跡周囲の

自然環境および本遺跡の動物資源利用 (貝類採集。漁労、,

狩猟)の様相について予察する。

(1)動物遺体群からみた周辺の古環境

貝類はハマグリ、シオフキを主とする内湾砂泥質千潟

の貝類が圧倒的多数を占めており、サンプルによっては

オキシジミ、ヒメシラトリなどの内湾泥質干潟の生息種

もやや多い。魚類をみても、クロダイ属、スズキ属、ボ

ラ科などの内湾性種や、アジ類などの内湾に多く来遊す

る表層回遊魚が多い。このことから、当時の本遺跡周辺

海域は典型的な内湾環境であり、海岸には砂泥質干潟が

広く形成されていたこと、また一部の閉鎖的な場所には

泥質干潟が存在していたことが示唆される。ただしバカ

ガイが普通にみられたことから、外洋水の影響が若干及

んでいた可能性もある。フグ科に多くみられた特大クラ

スのものについても、種を特定できていないため確実で

はないが、湾目的な要素である可能性も考えられる。

いっぽう、魚類では淡水～汽水域に多いウナギ属が多

数検出されてお り、ハゼ科にも淡水～汽水生種が多く含

まれる可能性がある。このことから、遺跡の周辺にある

程度の規模の淡水～汽水域が存在した可能性が考えられ

る。ただし、他の淡水～汽水生魚貝類としてはイシマキ

ガイ、コイ科、 ドジョウ科がわずかにみられたのみであ

り、縄文貝塚産の汽水生貝類として最も一般的なヤマ ト

シジミは確認されていない。さらに、ウナギ属は海域 (内

湾域)に も生息可能であることを考慮すれば、出土した

ウナギ属が海域で捕獲されたものである可能性も否定で

きない。この点については今後の課題である。

その他に、岩礁性の魚貝類 (ス ガイ、フサカサゴ科な

ど)が若千みられた。これらは内湾域でも岩礁またはそ

れに類する環境があれば生息可能なので、当時の沿岸部

に局所的にそうした環境が散在していた可能性が高い。

(2)後期前葉の陸平貝塚における動物資源利用の様相

貝類採集 周辺の砂泥質千潟でのハマグリ・シオフキ

などの採集が主体である。周辺の地形条件からみて、こ

れらは遺跡から1～ 2km圏 内で充分に捕獲可能であつ

たと考えられる。

貝種組成や主要種のサイズ分布には明確な層位的変化

が認められた。すなわち、貝類組成では 3層でハマグリ

が 8割以上と圧倒的多数を占めるのに対して、 2b層 ～

2a層下部ではシオフキが増加し、さらに2a層 中部～

上部ではオキシジミ・ヒメシラトリ・アサリなどが増加

してハマグリの比率は漸減する。いっぽうハマグリの殻

長分布は、 3層では 35～ 50 mm程度の中型個体が主

体であるのに対 して、 2層のハマグリは殻長 35 mm以

下の未成熟と思われる個体が主体となり、強い捕獲圧の

影響が示唆される。こうした状況から、 3層から2層 に

かけてハマグリヘの捕獲圧が増大し、漁獲量が減少した

ため、これを補填するために他種の漁獲量が増加した可

能性が考えられる。 2層 における小型化傾向は、ハマグ

リに次ぐ優占種であるシオフキやサルボウでも同様に認

められることから、これらについても漁獲量の増加に伴

う捕獲圧の増大が示唆される。これに対して 1層ではハ

マグリが漸増傾向を示すようになるとともに、殻長分布

も回復傾向を示す。これはハマグリ資源の回復に伴って

漁獲量が増加 していくようすを示 しているようにみえ

る。いずれにせよ、貝類組成と優占種の殻長分布の間に

は何らかの関連性が存在した可能性が高い。こうした現

象の原因については、貝殻成長線分析の実施を含め、今

後さらに検討していく必要がある。

魚類利用 現地採集資料 。1次/2次取り上げ資料に

みられる比較的大型の魚類と、コラムサンプル 25mm・

lmm資料にみられる小型魚類とに分けて、利用の諸相

をまとめる。

大型魚の主な漁獲対象は、クロダイ属を主体 として、

フグ科、コチ科、スズキ属、ヒラメ科などから成る。生

息県境が不明確なフグ科を除き、いずれも代表的な内湾

性の大型魚類であることから、遺跡周囲の海域が漁場と

なっていたと推定される。

クロダイ属は、その多くが成魚クラスの個体で占めら

れることから、成魚が選択的に捕獲される傾向にあった

と推定される。コチ科、ヒラメ科、フグ科も同傾向であ
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写真 79 動物遺体サンプル採取

る。これらの魚は釣や刺突など、大型魚への選択性の強

い漁法によって漁獲された可能性が強い。今後漁具類と

の比較研究が必要である。

小型魚類ではウナギ属とハゼ科が圧倒的に多く、これ

ら2種が小型魚漁の主力であつたことは明白だが、漁場

や漁法などは判然としない。漁場については、両種とも

に遺跡周囲の淡水～汽水域で捕獲された可能性が高いと

思われるが、海域で捕獲された可能性もある。漁法につ

いては、近現代の民俗資料と縄文時代の技術レベルから

類推して、ウナギ属は堡・筒などの トラップ類や釣 り、

ハゼ科は網やスダテ 。笙などの トラップ類が用いられて

可能性がある。今後は、両種の現生標本の収集による林

長推定とハゼ科の同定精度の向上、漁労民俗資料の収集

などを進めることによって、両種の漁獲様式を明らかに

していく必要がある。

その他の小型魚類では、アジ科、ボラ科幼魚、スズキ

属幼魚、ニシン科がやや多い。これらはいずれも浮魚類

であり、またそのサイズからみて網で漁獲された可能性

が強い。いずれも代表的な内湾性魚類だが、ボラ科幼魚

やスズキ幼魚は汽水域にも好んで進入することから、ハ

ゼ漁との関連性を考慮する必要がある。一方アジ科は汽

水域に入ることは少ないことから、異なった漁場を想定

する必要があるかもしれない。

鳥獣狩猟 鳥獣骨の出土はごく少なく、イノシシ、タ

ヌキ、カモ類などを対象とした猟がわずかに行われてい

たのみである。

以上をまとめると、本遺跡の動物資源利用活動は、付

近の干潟でのハマグリ・シオフキを主対象とした貝類採

集、遺跡近隣の淡水～汽水域または内湾沿岸 ?における

ウナギ漁・ハゼ漁を主力とし、内湾域におけるクロダイ

属などの大型魚の漁 (刺突漁または釣漁 ?)、 アジ類や

ボラ科・スズキ属の幼魚などの小魚類を対象とした網漁

写真 80 員を分類 し数えて記録

などが加わって構成されていたと推定される。

このように、本遺跡では漁排活動がきわめて活発かつ

多様であるのに対し、鳥獣類の狩猟は著しく低調である。

こうした特徴は本遺跡が独立した小規模な台地 (当 時は

島 ?)に位置しているという条件を反映したものかと思

われる。ただし本遺跡の周辺には,特定の作業 (堅果類

のアク抜き ?)を集中的に行ったと推定される陣屋敷低

湿地遺跡や、高橋川流域の平木貝塚など、本遺跡と関連

を有する可能性のある縄文後期遺跡が分布しており [中

村 2008]、 狩猟活動はこうした近隣遺跡を拠点として行

われていた可能性も考慮する必要があろう。

なお,コ ラムサンプルの 4 attT 24で は、魚骨の包

含密度が著しく高く、貝類についてもウミニナ類が多産

するなど、上位の各層準に比べて特異な様相が確認され

た。 4a層は堀之内式期の貝層形成が本格化する直前の

層準であり、貝層の形成に先だって何らかの特殊な行為

が行われた可能性も考えられる。

謝辞 :分析に際して西本豊弘氏 (国立歴史民俗博物館)、

黒住耐二氏 (千葉県立中央博物館)か らは多くのご教示・

ご助力を賜った。 1次/2次取 り上げ資料およびコラム

サンプルの水洗選別作業および水洗後の資料からの骨の

抽出作業は以下の各氏に行っていただいた :阿部きよ子、

亀井翼、野口洋一、沼崎正美、殿岡敏子、堀越賞、堀越

靖子、高野雅之、田島早苗、春 日清一、海道民子、山岡

つぎ子、中澤光夫、松葉統子、野田敬子、浪方宏和、西

山高広、宮本富夫、谷畑節子、寺田恵利、安藤春枝、中

村哲也、馬場信子。以上の方々に厚く御礼申し上げる。

参考文献

中村哲也 2008『霞ヶ浦の縄文景観・陸平貝塚』新泉社
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貝類 (1)( )内 はコラムサンプル番号 (T― 数宇)または歩t層サンプルの整理呑号
1 イボニシ (T-7)、 2 アカニシ (31)、 3 ッメタガイ (T-18)、 4 マガキ [棒伺](T-17)、
5 マガキ 「ウミニナlNl](31)、 6 ナミマガシワ (T-25)、 7 ヒメシラト|'(T-7)、 8 アサリ (T
-7)、 9 サルボウ (T-7)、 10 シオフキ (T-7)、 11 ハマグリ (T-7)、 12 オキシジミ (T-7)、
13 カガミガイ (T-21)、 14 バカガイ (T-21)、 15 オオノガイ (40)、 16 ムラサキガイ (T
-17)

貝類 (2)
1 スガイ (T6)、 2 イシマキガイ (30)、 3 ヒロクチカノコ (T-17)、  4 ウミニナ (T-8)、
5 ホソウミニナ (T-7)、  6 イボウミニナ (T-6)、  7 カワアイ (T-8)、  8 アラムシロ (T-6)

写真 81 出土 した主な貝

7
654
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陸平貝塚は、茨城県美浦村の霞ヶ浦南岸に位置する縄

文時代早期から後期まで様々な時代の貝塚を有する国指

定史跡である。今回、2008年 に行われた縄文時代後期

前葉/堀之内式期のD貝塚の発掘調査によって、土壌サ

ンプルから抽出された微小貝類遺体を検討することがで

きたので、ここに報告したい。報告に先立ち、種々お世

話いただいた美浦村教育委員会の中村哲也・早稲田大学

の樋泉岳二の両氏に御礼申し上げたい。

サンプリング地点と方法

今回は、D貝塚 No lト レンチ 4区東壁から、20 cm

×20 cmあ るいは 25 cm× 25 cmの柱状 (コ ラム)で、

土壌サンプルを採取した。その厚みは、認識された層序

に基づき、適宜その内部での組成変化や上下等に分割し

て決定した。総数 17サ ンプルを採取したうち、今回は

全体にわたる 7サ ンプルの解析を行つた。今回対象と

した貝層は、縄文後期前葉の堀之内式土器期のものと考

えられている (本報告書)。

得 られた土壌は、70℃で 2日 以上乾燥させ、水洗選

別により、1,Ommメ ッシュまでを対象とした。浮遊部

分 (LF)は o.5mm未満のネットで回収した。沈殿部

分 (HF)か らは、42mmと 21mmの 部分に残つた

もののから殻頂部等の同定可能な部位を含めて抽出し

た。ただ、食用貝類では殻頂部以外の破片は対象としな

かつた。得られた貝類に関しては、種の同定 。出土部位

や焼けているかどうか等を記録した。なお、4.Ommメ ッ

シュより大きな食用貝類遺体等は、隣接した断面から採

取・検討され、本報告書V-1で 報告・議論されている。

結果 お よび考察

今回の調査で得られた微小貝類遺体の分類学的位置と

生息場所を表 21に 、出土の詳細を付表 1に示した。少

なくとも陸産貝類 10科 23種、海産貝類 10科 12種が

抽出され、淡水産貝類は確認できなかった。この中には、

現地でのみ確認されたヒダリマキマイマイも含めた。な

お、 トウキョウコオオベソマイマイ ?と した種は、成貝

が得られなかったために ?付きとした。

以下、陸産貝類と海産貝類に分けて議論したい。

陸産貝類

これまでに陸平貝塚か らは、黒住・樋泉 (2004)と

黒住 (2010)に より、土壌サンプル中の陸産貝類が報

告されている。今回、これまでの記録になく、新たに追

加された種は、スジケシガイ・タカキビ・ゴマガイ 。オ

オタキコギセル・タワラガイの 5種であった。これらの

生息環境では、前 2種が林内、後 3種が林縁であった。

このように僅かずつではあるが、着実に縄文時代の貝類

相が明らかになってきたが、現在の茨城県南部から絶滅

したと考えられるイブキゴマガイやヒメギセル等の種は

存在するもの、陸産貝類には縄文時代から現在までの間

に、その分布域を大きく変化させた種は認められなかっ

た。

今回、沈殿部分 (HF)か らも比較的多くの個体が得

られた (付表 1)。 これ らの種は浮遊部分 (LF)で 多

く得られている種であり、沈殿部分は lmmメ ッシュま

での個体であるので、浮遊部分と単純に個体数を比較で

きない。そのため、ここでは浮遊部分で得られたものの

みを対象に、最少個林数等を表 22に 示し、以下の解析

はこのデータに基づくこととする。

得られた 1リ ットルあたりの隆産貝類個体数は、 2b

層で 156個体 と最も多く、 4b層 で 9個体 と少なかっ

た。全体としては、25個体以上のサンプルが多くを占め、

陸産貝類はかなり多く含まれていた。そして、その個体

数は、貝層の堆積速度が速いと想定することもできる純

貝層の 3b層 でも 103個体 と多 く、混土貝層の 1層 で

も決して稀ではなかった。つまり、微小陸産貝類の個体

数は必ずしも堆積層中の食用貝類の包含密度に比例しな

いと考えられ、当時の貝塚周辺環境によるものと思われ

る。微細な “撹乱"を示す可能性のある昆虫類の量は、

3b層でやや高く、このサンプルではヒメコハクガイ類

似種等で色彩の残っていると思われる個体も他より多く

得られており、この部分に微小な昆虫類が落ち込むよう

2.微小貝類遺体
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表 21 陸平 D貝塚の土壌サンプルから得られた貝類遺体 リス ト

陸産貝類
軟体動物門 Phytum Mollusca

腹足綱 C ass Gastropoda
原始紐舌目 Order Architaenioglossa

ヤマタニシ科 Family Cyc ophoridae
ミジンヤマタニシ 胎 ,々力9//?″ /οr9/7

ゴマガイ科 Family Dip ommatinidac
ヒダリマキゴマガイ  η〃ρ力″

″
pvdア //♂

ゴマガイ ∂/P/2肋 2オア滋 0カんが ″S,♂

イブキゴマガイ ∂わ/9Иttr//72oノ ,″′//7ア f9F2

有肺目 Order Pulmonata
オカミミガイ科 Family EHobiidac

スジケシガイ 物//9/7ア V/7/7pヵ /デ F9′ぅ″
キセルガイ科 Family Claus‖ iidea

ヒカリギセル 盈ρこythOpsア ,bvsp/7ア

ヒメギセル  ηtt」 rpttβθdusa″ ″デθ′9pθρ,

オオタキコギセル こじphaoねsaどを∽ψry/

オカクテキレガイ科 Family Sublinidac
オカチョウジガイ И〃ψpFd々々r9977d9

サツマオカチョウジ ガ〃ψ92s satsttensθ

ホソオカチョウジガイ 〃物 ″Sp/rFv/♂

ネジレガイ科 Family Punctidae
タワラガイ 働779977/P92ア  /″,ル防

ナタネガイ科 Family Punctidae
ハリマナタネ類似種 肋 。ど″ Sp cf ypp9/7々 η

ベッコウマイマイ科 Family Heticarionidae
ハリマキビ? 駒raka/ア θ/力 /7Fry2977Fア マ
ヒメハリマキビ?  Paraka/ん /力 ppF9」7カメdes?

夕カキビ f9/794/p肪 拷 ρraea/カ
キビガイ 傷 ″ω防おダカ ,te猾電yra

ヒメベッコウマイマイ ∂メ″occttu/trd,.n中ア」ル″
ヒメベッコウ類似属 汐ア,οocc綸曽/体夕 Sp
ハクサンベッコウ類似属 R■,ponoぬ蠅 s′ sp

コハクガイ科 Fami y Zonitidae
ヒメコハクガイ類似種 //2惚 アブ♂sp cf ″//7Vd,7/ρ

オナジマイマイ科 Fanily Bradybaenidae
トウキョウコオオヘ

°
リマイマイ? 刀τア,と, こOky0979dブ ,7

ヒダリマキマイマイ 醜hadra婢¢ア筋

海産貝類

腹足綱  Ctass Gastropoda
カサ ガイ ロ Order Pate H ogastropoda

ユキ ノカサ科  Family Lottiidac
ツボ ミガイ 乃 力〃οアカ ο″〃/体

古腹足 目 Order Vetigastropoda
ニシキ ウズ科  Family Trochidae

チグサガイ 物ρr/7Fr2拓 ノηρDη /9vF

吸腔目 Order Sorbeochoncha
スズメハマツボ科 Family Dialidae

マキミゾスズメハマツボ θアタ/′ ,″ア¢カ
ウキツボ科 Family Litiopidac

シマハマツボ Иカタρ′θ筋
ウネハマツボ  И/力 れ,η許′F9r」/

ウミニナ科 Family Batillariidae
ウミニナ類 肋ど///η′力 spp

ワカウラツボ科 Family lravadiidae
カワグチツボ /瘤 72r//2θ /3gan″ /β

有肺目 Order Pulmonata
オカミミガイ科 Family EHobiidac

オカミミガイ f//力肋 肪力弥 ア,

二枚貝綱 Class B�alvia
マルスダレガイロ Order Veneroida

バカガイ科 Family Mactridae
シオフキ 7F79う rρ r7yt7JrppFv/prた

ニッコウガイ科 Family Tel Hnidae
ヒメシラトリ 協¢9Иη lncongrua

マルスダレガイ科 Fanily Veneridae
ヒメカノコアサリ /9/929rpp〃 んrt7

ハマグリ 施r9″ //肪″ブρ

内湾/砂泥質底/潮間帯

外海/岩礁 葉上性/潮 問帯―潮下帯

内湾/砂泥底・業上性/潮間帯一潮下帯

内湾/砂泥底・葉上性/潮間帯一潮下帯
内湾/砂泥底・葉上性/潮間帯―潮下帯

内湾/砂泥底/潮間帯

内湾/泥底/潮間帯一潮下帯

内湾/ア シ原/潮間帯

内湾/砂泥底/潮間帯

内湾/砂泥底/潮下帯
内湾/砂泥底/潮間帯―潮下帯

内
　
縁
縁
内
　
　
内
　
縁
内

林
　
林
林
林
　
　
林
　
林
林

地
　
　
　
　
地
地

縁
　
放
内
　
内
縁
放
放

林
　
開
林
　
林
林
開
開

林縁

開放地

貝類以外の海産動物
開放地   甲殻類のツメ crustacea

林縁

な僅かな撹乱の生じていた可能性も想定される◇

次に、微小陸産貝類の優占種の組成変化を第 32図 に

示した。表 21では、中・小形キセルガイ類等の幼貝で

種まで同定できなかったものについて、同定できたヒカ

リギセルやヒメギセル等として取り扱ってある。この第

32図か ら、下部の 4b層 で林内生息種のヒメギセルと

開放地生息種のヒメコハクガイ類似種が 30%程度、 4

a層 では、オカチ ョウジガイが 30%以上と多かつた。

中部では純貝層の 3b層で開放地生息種のヒメベッコウ

類似属が半数以上を占めて、 2b層でもヒメベッコウ類

似属・ヒメコハクガイ類似種・ホソオカチョウジが多かっ

た。上部の 1層では、オカチ ョウジガイが 30%以上を

占め、ヒメギセルも 1}20%と比較的多かつた。

得 られた種の生息場所に基づいた組成を第 33図 に

示した。最下部の 4b層 では、林内のものが 30%以上

と全サンプルの中で最も高いが、一方開放地生息種も

50%を越えていた。 この層から上部の 2b層にかけて、

林縁生息種が増加し、 3b層 では開放地生息種が 90%

近くにもなっていた。上部の 1層では、また林内生息種

と林縁生息種が増加し、開放地生息種は 40%未満であつ

た。

これらの種組成 (第 32図 )と 生息場所類型組成 (第

33図 )か ら、今回のD貝塚の縄文後期前葉では、最下

部の時期には自然度の高い林に隣接して、林を切り開く

ように貝塚が形成され、その後、林が伐採され、開放地

生息種がほとんどを占める純貝層の 3b層で開発がピー

クになったと推定される。その後、貝塚部分への人間の

干渉は減少し、林内生息種等が増加したと考えられた。

全体としての後期前葉/堀之内式期の微小陸産貝類組

成を各図の最上部に示したが、その生息場所類型組成で

は、開放地生息種が 70%以上を占め、残 りを林縁と林

内生息種がおよそ同程度であつた (第 33図 )。 この結

果を、陸平貝塚全体の早期後棄から中期末葉までの結果

(黒住 ,2010)と 比較すると、 D貝塚の中期末葉のもの

と同様であつた。つまり、陸平貝塚全体として、巨視的

に見れば、中期末棄から後期前葉にかけては類似した人

間の手の入った森林に隣接した開けた環境にあったと言

えよう。ただ、微視的には、その時代の中でも自然度の

高い林から、その伐採、その後の干渉低下というサイク

ルが認められた訳である。

海産貝類

今回のサンプルには、海産貝類はかなり少なかった。

そのことが逆に本時期の特徴を示 していると考えられ
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表 22 陸平 D貝塚の浮遊部分 (LF)か ら得られた微小貝類遺体の最少個体数 (MNI)等

サンプル番号

土壌量 (cc)

層序

層の状況 混貝土層 混貝土層

Ｋ
・
４

‐６００

‐ ａ
層

Ｋ
・
６

２８００

‐ ａ
層

・
‐６

‐５０

ａ
層

Ｋ

２

４

・
‐７

５５０

媚

Ｋ

ｌ

４

K-13      K-9       K-7

10800      5600       2700

3b層     2b層     lb層
純貝層  混貝土層  混土貝層 混土貝層 混土貝層

陸産貝類

ヒメコハクガイ類似種
ヒメベッコウ類似属
ホソオカチョウジ
ハクサンベッコウ類似属
ハリマキビ?
オカチョウジガイ
ヒカリギセル
トウキョウ]オオヘ

°
ソマイマイ?

ハリマナタネ類似種
ヒメベッコウ
ヒゲリマキゴマガイ
オオタキヨギセル
ゴマガイ
ヒメギtル
ミジンヤマタニシ
キビガイ
イブキゴマ
スジケシガイ
ヒメハリマキビ?
タカキビ

２

５

２

　

　

‐３

２

１

７

３４

‐９

　

　

７８

‐

‐５

４０

２２

　

　

７０

３

５

３

３

２２

‐７

２０

４

‐２

８８

３８

２

‐６

‐０

２

‐６０

５２８

２６０

４０

４

３６

８

４

８

４

‐０

‐２

６

１

　

２０

３

３

開放地

開放地

開放地

開放地

開放地

林縁

林縁

林縁

林縁

林縁

林縁

林縁

林縁

林内

林内

林内

林内

林内

林内

林内

４４

６

１

２

３

１

１

６４

４

２

１

‐９

２

１

３

３

171

611
1

33
206

海産貝類

マキミヴスズメハマツボ
シマハマツボ
ウネハマツボ
カワグチッボ
炭(5mm以上) 132        42

122         75
28        32
259       5_71
28         8

葉上性
葉上性
葉上性

アシ原前面泥底

２６
口
一６
冽
一１

１
陣
一

4
i4
6

214

1リット,レ 当りの炭数      335
根 (5mm以上)        2
1リットル当りの根数      129
昆虫

鍋
一７
欄
一２

1リットル当りの昆虫数           047   259   143
炭化種子 (JF穀類)     1    6

125

D貝塚合計(N=1218)

la層 (K―QN=33)

la層 (K-6,N三 171)

lb帰雪(K-7,N=219)

2b層 (K-9,N=438)

3b層 (K-1 3iN=280)

4a層 (K-16,N=63)

4b層 (K-171N=14)

■イブキゴマ

ロヒメギセル

ロヒカリギセル

ロオカチョウジガイ

園ヒメコハクガイ類似種

Elホソオカチョウジ

日ヒメベッコウ属類似種

口その他

第 32図 陸平 D貝塚における微小陸産貝類の種組成変化
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D貝塚合計(N=1218)

la層 (K-6:NΞ 33)

la層 (K-6;Nこ 171)

lb層 (K-7,N=219)

2b月雪(K-9iN=438)

3b層 (K-13:N=280)

4a層 (K-16;N=63)

4b層 (K-17:N=14)

20%            40%            60%

■林内 田林縁 □開放地

第 33図 陸平 D員塚における微小陸産貝類の生息場所類型組成変化

る。ここでは、由来ごとに、その特徴を示してみたい。

食用貝類に関しては、樋泉 (本報告書V-1)で 、ハ

マグリが優占し、オキシジミ・バカガイ・シオフキ・ヒ

メシラトリ等も多いこと等が詳細に述べられている。こ

れら食用貝類の4mmメ ッシュ未満の幼貝や殻頂部破片

は、極めて少なかった (付表 1)。 また、南関東の縄文

貝塚でよく見 られる食用貝類の死殻内の砂泥中に含ま

れ、貝塚から検出されるシマモツボ・カゴメイ トカケギ

リ類等の微小貝 (黒住 ,2010も 参照)も、ヒメカノコ

アサリ 1個体が確認されたのみで、極めて稀であった (表

21、 付表 1)。 これ らのことか ら、今回の食用貝類は、

かなり注意深くサイズを選択し、死殻を排除して、遺跡

に持ち込まれたことがわかる。ただ、生きたウミニナ類

殻上にのみ生息するツボミガイが少数確認され、ウミニ

ナ類は食用として採集されていたことがわかる。

そして、 4a層では、多数のウミニナ類殻頂部 (ウ ミ

ニナが大部分を占めるようであった)が抽出された。こ

の状況は、樋泉 (本報告書V-1)で も明瞭に示されて

いる。殻頂部片が多かつたことから、ウミニナ類は、西

野 (1997)の 示した体層部を割って食用とされていた。

海藻/海草利用に関しては、個体教は少ないもの、こ

れ らの上に生息する棄上性種のマキミゾスズメハマツ

ボ 。シマハマツボ・ウネハマツボが認められた (付表 1、

表 21)。 前述のように、食用種死殻に由来すると考えら

れる海産微小種がほとんど得られなかったことから、少

数の確認ながら確認された葉上性種は、海藻/海草とと

もに持ち込まれたものと考えられる。そして、これらの

全ては焼けておらず (付表 1)、 “藻塩焼き"の ような行

為 (加納 ,2001;黒住 ,2009等 )は認められなかった。

今回、初めて本貝塚で外海域に生息する葉上性種のテグ

サガイが確認された (付表 1)。 この種は、シマハマツ

ボ等と共に藻場群集 (松島 ,1984)に 含められているが、

湾口部で見られ、湾奥部では見られることは極めて稀で

ある。そのため、古鬼怒湾にはチグサガイは生息してい

なかったと考えられ、本種の出土は福島県の浦尻貝塚で

示したように (黒住 ,2008)、 外海での海藻採集の結果

の可能性が高い。僅かではあるが、陸平貝塚でもウエ類

が確認されており (黒住 ,2010)、 外海での貝類等の採

集も行われていたと考えられる。ただ、外海で採集され

た魚類の胃内容物としてチグサガイが本遺跡に持ち込ま

れた可能性も否定できない。今後の追加データが必要で

あろう。

また、炭化物は下部の層で多 い傾向にあった (表

21)。 この炭化物は、炉の清掃などに由来する廃棄物と

考えられ、陸産および海産の微小貝類の出土量とは相関

しなかった。そして、葉上性種の海産微小種が焼けてい

なかったということは、これらが炉の周りから持ち込ま

れたものではないことも示していよう。

報告者が、“枯死 したア シの利用 "(黒住 ,1994,

2009)と 考えている種は、カワグチッボのみが少数得
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写真 82 微小貝類用上壌サンプル採取の様子

黎

写真 83 発掘調査参加者に微小貝類遺体を説明

られ、葉上性種と同様に焼けていなかった。焼けていな

いかったことから、これまでに想定しているアシを焼く

ことと別な用途が存在した可能性も残る。この点に関し

ても、今後の検討を期待したい。

今回のサンプルには、東京湾からは近代に絶減し、現

在は三河湾以南にのみ生息しているオカミミガイが確認

された (付表 1)。 本種は、樋泉 (本報告書V-1)の

サンプルからも得られている。この種は、河口域のアシ

原に生息する殻高 3cm程 度の中形種で、現在の分布

域より北に生息していた温暖種 (松島 ,1984)で あり、

前回の報告 (黒住 ,2010)で も述べたキヌカツギハマ

シイノミ ?・ ヒメカノコ・コゲツノブエと共に、後期前

葉まで、これらの感潮域群集 。干潟群集 (松島 ,1984)

の少なくとも一部が生き残っていたことを示している。

海退期には、北方の寒流が卓越すると想定される古鬼怒

湾でも、これらの温暖種が生き残っていたことは葉境変

遷を考える上で重要だと思われる。
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付表 1 陸平貝塚 D貝塚から得られた微小貝類遺体の詳細

サンプル番号

土壌量 (cc)

層序

分画

メッシュサイズ

抽出量

K-17

1550

4b層 :混員土層

K-16

2150

4a層 ,混 貝土層

10800

3b層 (3層 中部),純貝層

K-9

5600

2b層 (2層 中部),混貝土層

LF            HF

4-2mm 2引 mm 4 2mm  2 1mm

l,4抽 出 1,4抽出

牛 2mm     2 1mm

l14抽 出          1'2抽 出

4‐2mm

l,2抽出

陸産貝類等

ミジンヤマタニシ

ヒダリマキゴマガイ

ゴマガイ

イプキゴマ

ゴマガイ類 (同 定不能)

スジケシガイ ia,lu

ヒカリギセル lj,2町 b,2u

キセルガイ (中 形 ) 2sj,lu 1け ,1町 b,3mJ,3sl,4u lmj lw

ヒメギセル la 3ab

キセルガイ (小 形) 3sl 3ml.3u 2m,,1 lSJ,2u l sl,3u,lw 3mj,46sl lu,2w

オオタキヨギセツレ

オカチョウジガイ la,1"b,7sJ,l slk 2り,5sl,2u 2り,2m,,99SJ,lu 5けb,lmjb,lu

ホソオカチョウジ 3a,laし ,6旧 b,6m),49sl,5u 4a,4ab,1,,6,b,4m」,5u la,16り ,3け b,12mJ,70sJ,2u 3a,lab,3j

サツマオカチョウジ

卵 (オ カチ ョウジガイ類 ?) 1

タワラガイ

ハリマナタネ類似種 6(lc)m,2sJ

ハリマキビ? lmJ 1り ,lmJ,4(lc)sl

ヒメハリマキビ?

キビガイ la

夕カキビ

ヒメベッコウ 11, 1け,2mj,2sJ

ヒメベッコウ類似属 2m, 2り,9m,,l SJ 5(3cた ,30(4c)り ,

87(9c)m」 10sl

41j,■Jb 6け ,70mj,9sj

ヽクサンベッヨウ類似属 lrJb Iり ,3m,,l sl 紙lc)sl

ヒメコハクガイ類似種 2り,2m 2町 8sj la 3a,10(2c?)け ,23(lc,8c?)mJ,

3(lc?)Sl,luc

la,21, 8a27町 53mJ.22sl

ウヽキョウコオオヘ ツマイマイ? 20,lu lu

些員不明 (同 定不能 )

夫 (5mm以上 )

根 (5mm以上) 6

昆虫 1(アリ1頭 ) (鞘羽 ),6(双翅 イ蛹 ) (ア リ1頭 )

炭化種子 (非穀類 )

海産貝類等

ツボミガイ l mJ

チグサガイ

マキミプスズメハマツボ

ンマハマツボ

ウネハマツボ

ウミニナ類

カワグチツボ i mJ

オカミミガイ lf

シオフキ 3u'0 2urlu

ヒメシラトリ luB,lu

ヒメカノコアサリ Oli

ハマグリ 0/1u 3(1,)u10

割膨
・

レカ
｀
イロ (同 定不能 ) O1lu

二枚員不明 (同 定不能)

甲殻類 (ツ メ)

盛成長 ,B:焼け ,脱 体層 ,c色彩残 り,■ 破片,り :大形幼貝 ,mJ:中 形幼貝,� :小形幼貝,u殻 頂 ,wi螺層,二枚貝は左/右
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サンプル番号

土壌量 (∝ )

層序

分画

メッシュサイズ

抽出量

5600

2 btti混貝土層

HF

2700

lb層 (1層下部),混土貝層

LF                  HF

K‐6

2800

la層 (1層 中部),混土貝層

LF               HF

1600

la層 (1層最上部),混土貝層

2¬ mm 4 2mm     2 1mm 4-2mm  2引mm 4‐2mm  2コ mm

陸産貝類等

ミジンヤマタニシ la,2け ,2mJ,l sJ 1町b,lm),lu 1■可

ヒダリマキゴマガイ

ゴマガイ

イプキゴマ lab,lu

ゴマガイ類 (同 定不能 )

スジケシガイ 2a,l sJ

ヒカリギセル

キセルガイ (中 形)

ヒメギセル 4a,lab 3a,3 jb 3ab

キセツレガイ (小形) 1町 ,2mJ,36sJ lmJb,15sJ,3u l sJ,3u,lw I sJ

オオタキョギセル lab,lu

オカチョウジガイ iab 2u 4町,5mJ,57sJ,2sJゆ ,4u lab,l mjb,l sj,lu 3a,4旧 ,5mj,64sl,lsJb,2u 2 jb 6sl,lsJb,7u

トソオカチョウジ 3a4ab 5,31jb lu 1町 ,1り b,20sl,lu Imjb la,2mj,14sJ,2u l jb,lu I jb,lu

サツマオカチョウジ

印(オカチ ョウジガイ類 ?) 2

クワラガイ

リヽマナタネ類似種 3mj

リヽマキビ?

ヒメハリマキビ? lmjb

キビガイ

夕カキ ビ

ヒメベッコウ

ヒメベ ッコウ類似属 2a,15け ,22rrlj,lsJ 7り ,24mj,3笥 1町 ,4sJ

ハクサンベッコウ類似属

ヒメコハクガイ類似種 ia,8町 ,6sj 4町 2mJ lsJ 2mJ

トウキョウコオオヘツマイマイ? 3け,2sJ l mJ

陸貝不明 (同 定不能 )

炭 (5mm以 上)

根 (5mm以上) 6 7

昆 虫

炭化種子 (非穀類)

海産貝類等

ツボミガイ lmJ

チグサガイ

マキミゾスズメハマツポ

シマハマツボ

ウネハマツボ 11j

ウミニナ類

カヮグチッボ

オカミミガイ

ンオフキ

ヒメンラトリ

ヒメカノコアサリ

ハマグリ

η,ス ダレカ
・

イロ (同 定不能 ) luylu

二枚貝不明 (同 定不能) lu

甲殻類 (ツ メ)
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3.放射性炭素年代測定

東京大学放射性炭素年代測定室

吉 田  邦 夫

茨城県美浦村 陸平D貝塚出土の貝殻および炭化物資料についての年代測定結果。

資料の固有番号・資料名

1.資料 No.4/

炭化物

倒立した土器の下端

測定番号   決1定年代 (BP)・ 炭素同位体比

TKa‐ 14724    8730 ±  50

δ14c= ‐365,9±  2,3

δ13c= ‐17.1士

△14c=_376.0±  4.0

TKa‐ 14827    3620 豊二  60

δ14c=_369.6±  2.4

δ13c= ‐26.7・

△14c= _367.4±  4.6

TKa‐ 14835    3870 「   45

δ14c=‐ 367.3±  2.4

δ13c=  ‐
9.6贅

△14c=_386.8±  3.5

TKa‐ 14830    3680 」三  80

δ14c= _369.9±  2.4

δ13c= ‐23.7帝

△14c=_371.6±  6.1

2.資料 57、

水糸から-38 cm

炭化物

遺物番号 k‐ 13

3.資料 57‐ s

同上

貝 (ア マヽグリ)

遺物番号 k‐ 13

4.資料 65

- 15 cm

炭化物

2a層中部   一

5,資料 65‐ s                TKa‐ 14886   3925 ±  40

同■                    ,      δ14c=_372.3±  2.4

貝 (ハマグリ)                 δ13c= ‐lo,4士

2a層 中都                     △14c=‐ 390.8±  2.9

6.資料 68                TKa‐ 14831   3585±  50
δ14c=… 371.3±  2.3

炭化物                      δ13c= ‐30.3★

2 a ttTttБ                          △14c=_364.4±  3.8
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資料の固有番号・資料名      測定番号

7.資料 68‐ s           TKa‐ 14837

同上

貝 (シオフキ)

2a層下都

8.資料 73                TKai14832
-28 cm

炭化物    
′

2b層 中都

9.資料 73‐ s             TKa‐ 14838

同上

貝 (ハマグリ)

2b層 中都

10。 資料 78              TKa‐ 14725

-48 cm

炭化物

3a層下部

11.資料 78‐ s          TKa‐ 14839

同上

貝 (ハマグリ)

3a層下部

12.資料 79            TKaⅢ 14833

-50 cm

炭化物

3b層

13.資料 79‐ s          TKa… 14840

同上

貝 (ム ラサ キガイ )

3b層

測定年代 (B⊃

3910 ±  45

δ14c=

δ18c=

△14c=

炭素同位体比 (%。 )

‐356.8 ±  2.4

1,0士

‐389.8 ±  3.5

8620 」三  60

δ14c=

δ13c=

△14c=

‐369.8 ±  2.3
‐27.2士

‐367.0 ±  5,0

4015 ±  35

δ14c=

δ18c=

Δ14c=

‐375,7 ±  2.4

‐
7.4士

‐397.6 ±  2.7

3755 」三  35

δ14c=

δ13c=

△14c=

3925 ユ三  40

δ14c=

δ13c=

△14c=

‐370.2 ±  2.3
‐18.9・

‐378.0 ±  2.7

‐370.8 ±  2.4
_9,0士

‐391.0 ±  3.0

3615 ±  40

δ14c=

δ13c=

△14c=

‐374.2 ±  2.4

‐30,6帝

‐366.9 ±  3.0

3960 ±  35

δ14c=

δ13c=

△14c =

‐372.5 ±  2.3

い
8.3・

‐393.5 ±  2.8
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資料の固有番号・資料名

14.  資 料 80

-58 cm

炭化物

3b層下部

測定番号   測定年代 GP)・ 炭素同位体比 (%∂

TKa‐ 14834    3640 」こ  50

δ14c= ‐376.9±  2.3

δ13c= ‐31.3士

△14c= _368,8±  3.9

15.資米斗80‐ s              TKa‐ 14841   3890±  35

同上                            δ14c= ‐367.6±  2.2

貝 (ハマグリ)                δ13c= ‐
8.8キ

3b層下帯Б                        △14c=_388.1±  2,7

16.資 *半 OD08              TKa‐ 14842   4060±  35
δ14c=‐ 375,6±  2.4

貝 (微小)                     δ13c=  ぃ
4.5キ

2a層上部                         △14c= ‐401.0±  2.6

1)年代値の算出には Libbyの 半減期、5568年を使用しています。

2)BP年代値は、1950年を基準として、何年前かを表しています。

3)付記した誤差は、標準偏差 (lσ )に相当する年代で、次のように算出しています。

300秒の測定を 5回行い、測定値のばらつきが統計誤差内にある (χ 2検定 :有意水準 5%)時は、14cの総

計数値に基づく測定値の統計誤差とδ13cの 変動率から求めた値を誤差としています。ばらつきが大きいと

きは、 5回の浪J定値について標準偏差を求めて、誤差を算出しています。     _

4)δ 13cの値は、タンデム加速器を用いて、浪J定 しています (士 )。

5)δ 14c、 △14cは分析測定時の 14c濃度で表しています。年代 (BP)値に換算する場合は、半減期 5730年

(壊変定数 ,1′8267y‐ 1)を用いてAD1950年の濃度に変換して下さい。

写真 84 年代測定の資料採取 写真 85 発掘調査参加者に年代測定の説明
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Ⅵ。まとめ

今回の調査の主な点は、縄文時代後期前葉の貝層の確

認ができたこと、もうひとつは住民が研究者と一緒に発

掘や資料整理などの調査に参加したことがあげられる。

縄文時代後期前葉貝層の調査 今回は、後期の貝層を

確認する目的で、1987年 に調査を行なったD No,1ト

レンチを再発掘した。現地での発掘調査では、貝層の堆

積状況を丹念に観察しながら掘り進め、当初予想してい

た後期前葉に位置づけられる、堀之内式土器を主体的に

含む貝層が検出された。現地調査後の資料整理において、

出土土器は堀之内 1式の新段階か ら同 2式 にかけての

ものが主体であることが確認され、貝層の形成時期も当

該時期にあたるものと判断できた。また今回の調査によ

り堀之内式に前後する土器型式である称名寺式及び加曽

利 B式の時期の貝層が、堀之内式期の貝層を挟んで形成

されている可能性が高いことが改めて予想された。

貝や骨など動物遺存体の分析からもさまざまなことが

わかってきた。当時の環境については、広 くは内湾環境

であったが、その中で海岸には砂泥質の干潟が広く形成

されていた。貝類はハマグリやシオフキが主に採集され、

魚はウナギ漁やハゼ漁を主に大型魚や小魚類が加わつて

いたことなどが推定された。微小陸産貝類からは、林を

切り開くように貝塚が形成され、更に林が伐採されて開

放地になり、その後再び林と変わっていく貝塚の置かれ

た環境の変化をうかがい知ることができた。

今回の調査で、後期前葉における陸平貝塚の環境や当

時の人々の動物資源に関わる基本データが得 られたわけ

であるが、今後、称名寺式及び加曽利 B式の時期の貝層

でも同様のデータを蓄積して比較検討していくことが重

要である。多くの正確な情報の集積と多角的な分析を通

して、陸平貝塚における後期の貝塚の実態によりせまる

ことができ、ひいては異なる時期の貝塚との比較やそれ

ぞれの時期の貝塚の特徴、さらに陸平貝塚の特徴を理解

していくことにつながるだろう。

住民参加の調査 調査では地域住民の方々に発掘調査

時だけではなく、実施前より研究者の方々から貝塚調査

について学習して発掘調査にのぞみ、現地調査後は資料

分析のための基礎整理にもか加していただいた。今回こ

のようなかたちで地域の方々に参加 していただいたの

は、地域の人●が 「もっと陸平貝塚のことを知 りたい」、

「発掘調査を行なってどのように貝塚のことを知るのだ

ろう」と思い始めてきたことにある。

発掘調査中は貝塚を発掘するだけではなく、自ら率先

して、採取した貝サンプルを乾燥させるため天候を気に

しながらシー トの上に貝を広げあるいは収納する、を繰

り返したり、研究者の方々が現地でサンプルを採取する

際の作業補助など作業を交替しながらまた互いに協力し

合い調査が進行した。また、なぜそのサンプルを採取す

るのか、出土した土器はどのような土器か、など検出さ

れた貝層や遺物を目の前にみながら研究者の話に耳を傾

けた。資料整理では貝の分類や殻長計測、細かな魚の骨

等を拾い出すなどの様々な作業を経験してもらった。こ

うしたひとつひとつの細かい作業の積み重ねにより、貝

塚ならではの資料である貝や骨類から様々なことが明ら

かになった。V-1の 動物遺存体の分析は、住民と研究

者との協同によるものといえよう。

今後もこのような住民参加の調査を継続していくこと

により、住民の方々が、調査に関わったことを活かして、

各々の手法で美浦村にある陸平貝塚を守り伝えていくこ

とを期待したい。

現地調査は 2週間程であったが、資料整理及び分析

は約 1年を費やした。 しかし全ての資料を分析しきれ

たわけではない。調査面積がわずかでも、貝塚から得ら

れる膨大な情報量の多さを物語つているといえよう。
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